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近 畿
◇前経営計画に引き続き「平成27～29年度NHK
経営計画」の重点目標の 1つに掲げられている
「本部バックアップ機能の強化」に向けて，実
施体制や運用の強化に取り組み， 5月以後には
『NEWS WEB』を月 1回大阪局から生放送する
など，さまざまな運用訓練を継続的に実施した。
◇16年 1 月17日，21年目を迎えた阪神・淡路大震
災関連では，「あの日を胸に　未来へ」という
テーマのもと，大阪局と神戸局でさまざまな関
連特集番組を制作・放送した。
◇ 4月に行われた統一地方選挙や奈良県知事選
挙， 5月に実施された大阪都構想住民投票，11
月に行われた大阪府知事選・市長選ダブル選挙
では，いずれも政見・経歴放送や開票速報に万
全を期した。
◇『連続テレビ小説』「あさが来た」は，幕末か
ら大正期にかけて生きた女性実業家であり教育
者である白岡あさと，その夢を支え続けた夫・
白岡新次郎の夫婦の物語を感動的に描いた。脚
本は大森美香。
◇番組開始22年目を迎えた『NHK歌謡コンサー
ト』を，NHK大阪ホールから年間 9本生放送
したほか，視聴者から寄せられた多種多様な悩
みに対し，第一線で活躍する人々が問題解決の
ための知恵や極意を伝授する『助けて！きわめ
びと』を定時番組として新設し，大阪局の全国
発信を強化した。
◇金曜夜 8時台には，関西各地の魅力や風土を，
そこに暮らす人々の暮らしや営みを通して温か
く描き出す旅番組『えぇトコ』を継続して放送
した。また，関西各地で前向きに生きる人々を
描くヒューマン・ドキュメンタリー『ドラマチ
ック関西』を14年度に引き続き年間 7本放送
し，関西の魅力を「人」と「地域」の両方の側
面から描き出した。さらに，リニューアルして
2年目を迎えた地域経済番組『ルソンの壺』も
月 1回の放送を継続し，関西企業の強みや魅力，
企業哲学を多角的に紹介した。

Ⅰ．放　送

1．放送の概要

（1）関西および全国の安全・安心を守る
　「本部バックアップ機能の強化」に向けて，マ

ニュアル送出・緊急報道対応を強化したNCニュ
ース卓での初動送出訓練を年 3 回（8.26，9.1，
3.1）実施した。また，平日午後11時台の『NEWS 
WEB』を 5 月以後，年12回（5.8，6.26，7.24，
8.28，9.25，10.30，11.27，12.18，1.29，2.12，
2.26，3.18）大阪局のニューススタジオから全国
に向けて生放送した。
　阪神・淡路大震災については，全国放送では，『関
西発ラジオ深夜便（枠内企画）』（R1，1.8，15），『あ
さイチ「10年後の未来へ　神戸と福島をつなぐ子
どもたち」』（G，1.14），『シンサイミライ学校「＋
クリエイティブでイノチを守れ」』（E，1.16），『か
んさい土曜ほっとタイム（枠内企画）』（R1，
1.16），『阪神・淡路大震災21年中継「震災の記憶
を未来へ」』（G，1.17），『NHKスペシャル「震度
7　何が生死を分けたのか～埋もれたデータ　21
年目の真実～」』（G，1.17），『NHKマイあさラジ
オ枠内企画「阪神・淡路大震災から21年」』（R1，
1.17）を放送した。
　近畿ブロック放送では，『ニュースほっと関西』
枠内でカメラマングループの 4 Kプロジェクト
「震災アーカイブプロジェクト」を展開したほ
か，同企画を 2分ミニ番組として再構成し，12月
末から 1月17日に向けて随時放送した。また， 1
月17日の週には，『おはよう関西』『ニュースほっ
と関西』『ウイークエンド関西』等の各定時番組
で，震災関連企画を集中的に放送した。震災当日
の18時台には，神戸局をキーステーションに，一
日の動きを中継やドキュメントで伝える『阪神・
淡路大震災21年「あの日を胸に　未来へ」』（G，
1.17）を放送。さらに，『かんさい熱視線　阪神・
淡路大震災21年 “継承”に揺れるボランティア』
（G，1.15）を， 1 月17日の午前 3時台に総合テ
レビで全国に向けても放送した。
　「南海トラフ巨大地震」については，平日夕方
6時台の番組『ニュースほっと関西』（G）で防
災や減災に関する企画を年間を通して随時放送し
た。また，東日本大震災から 5年目となることを
踏まえ，巨大地震に備えて関西での防災・減災を
考える特集番組『かんさい熱視線スペシャル「逃
げろ！南海トラフ巨大地震～生き抜くためにでき
ること～」』（G，3.6）を放送。沿岸部に押し寄せ
る津波や，都市部を襲う未曽有の揺れから命を守
るために，和歌山県や大阪市で続けられるさまざ
まな取り組みに迫りながら，巨大地震に備えて命
を守るために何ができるのかを考えた。
（2）関西を元気にする放送・サービスの実現
　金曜夜 8時台には， 4年目を迎えた旅番組『え
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ぇトコ』（G，年間19本）を放送。関西各地に暮
らす人々と旅人との触れ合いを通して，その土地
に暮らす人々の思いや地域の魅力を丁寧に描い
た。また，前向きに生きる地域の人々を描くヒュ
ーマン・ドキュメンタリー『ドラマチック関西』
（G，年間 7本）を14年度に引き続き放送。地域
に生きる人々の「思い」や「絆」「生き様

ざま

」等を
通して，関西の魅力を多角的に描き出した。
　大阪局発の若者向け番組として 8年目を迎えた
土曜午前の『あほやねん！すきやねん！』は，『学
校再発見バラエティー　あほやねん！すきやね
ん！』（G，年間43本）と題してコンセプトを刷
新し，各地の学校で情熱を持ってさまざまな活動
に取り組む生徒や先生たちを紹介。子どもたちだ
けでなく，保護者や先生など，学校に関わるすべ
ての人が楽しめる番組にリニューアルした。
　 9年目を迎えた地域経済番組『ルソンの壺』
（G，年間12本）は，14年度に引き続き月 1回・
40分の放送を継続し，関西企業の強みや魅力，企
業哲学や発想の極意を多角的に紹介した。
　平日午前の『ぐるっと関西　おひるまえ』（G，
年間223本）は，14年度から取り組んだ番組冒頭
でのデータ放送の双方向演出「ぐるかんラッキー
ベル」を継続して実施。番組の視聴習慣を作ると
ともに，デジタルコンテンツの充実による視聴者
サービスの向上を目指した。
　定時の全国放送番組では，14年度に引き続き
『NHK歌謡コンサート』（G）をNHK大阪ホール
から年間 9本生放送したほか，『助けて！きわめ
びと』（G）を定時番組として新設，大阪局の全
国発信を強化した。 7年目を迎えた『歴史秘話ヒ
ストリア』（G）は，歴史上の人間ドラマや感動
秘話を幅広く取り上げながら，バラエティーあふ
れるラインナップを充実させた。12年度の放送開
始以来反響を呼んでいる『バリバラ～障害者情報
バラエティー～』（E）は，放送日時を毎週日曜
午後 7時に移設。親子で楽しみながら，多様な生
き方を認め合う共生社会について考える番組を目
指した。秋にはバリアフリーをテーマにした番組
独自のファッションショー「バリコレ」をグラン
フロント大阪にて開催。フィナーレには，車椅子
の花嫁も登場し，実際にバリアフリー・ウエディ
ングを開催した。「バリコレ」のもようは，10月
4 日と11日の 2週にわたって特集で放送した。さ
らに，障害者週間に合わせて，12月13日と20日に
は 2週にわたって，障害者をテーマにした「ドラ
マ“禁断の実は満月に輝く”」を放送した。
　このほか，『バラエティー生活笑百科』（G），『ミ

ュージック・ポートレイト』（E），『かんさい土
曜ほっとタイム』『上方演芸会』（R1）などを制
作した。
　NHK大阪ホールを活用した番組では，地域特
集番組『漫才祭り』（G，年 2本）や『上方落語
の会』（G）などの収録を実施したほか，『第46回
NHK上方漫才コンテスト』を生放送した。“上方
落語”については，地域特集番組として，『桂文
枝の落語新世紀』（G，年 1本）でも放送した。
　また，『連続テレビ小説』「あさが来た」は，最
終回の16年 4 月 2 日，出演者も交えて「あさが来
た　最終回を見る会」をNHK大阪ホールで実施
し，多くのファンの期待に応えた。
　放送開始90年の節目を迎えた15年には，全国放
送で特集ドラマを展開。日本経済の礎を支えた 3
人の経済人を取り上げ，その波乱万丈の生涯を豪
快に描く 3部作が本部・大阪局・名古屋局でそれ
ぞれ制作された。このうち大阪局では，阪急電鉄
や宝塚歌劇団をユニークな手法で創設し，現在に
も通じるビジネスモデルを作り上げた小林一三を
主人公とした特集ドラマ『放送90年ドラマ　経世
済民の男　小林一三（前・後編）』（G，9.5，
9.12）を制作。最後まで夢を形にすることを大切
にした男の波乱万丈の生涯を描いた。
　大阪局でも，15年に放送開始90年の節目を迎え
たことから，年間を通じて「JOBK放送開始90年
キャンペーン」を展開した。大阪にゆかりのある
著名人にBK（大阪局）の思い出を語ってもらう
関連ミニ番組『BKとわたし』を 6月以後随時放
送し，キャンペーン展開の認知度向上と盛り上げ
をはかった。また，関連特集番組の集中編成期間
を 6月と11月に設定。 6月は「演芸」，11月は「ド
ラマ」をテーマに，さまざまな特集番組を近畿ブ
ロック向けに放送した。
　「演芸」をテーマにした 6月には，関連特集番
組として『JOBK放送開始90年スペシャル「笑っ
て語って90年～ENGEI NO　REKISHI～」（G，
6.19）を放送。また， 6月21日の午前 0時50分か
ら午前 4時まで『JOBK放送開始90年スペシャル　
上方落語の会～特別編～』を総合テレビで編成
し，桂米朝，桂春團治ら，上方落語四天王の名人
芸を190分間にわたりたっぷりと伝えた。さらに，
6 月28日には『JOBK放送開始90年スペシャル　
蔵出し！特選漫才　夜の指定席「これぞしゃべく
り漫才」』と題して，円熟の話芸を見せる夢路い
とし・喜味こいし，スピード感あふれる横山やす
し・西川きよしの 2組が芸を競い合った貴重なス
テージ映像を放送した。
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　「ドラマ」をテーマにした11月には，関連特集
番組として『JOBK放送開始90年記念「大阪発　
朝ドラコンサート」』（G，11.20）を放送。『連続
テレビ小説』「あさが来た」のPRと合わせて，
BK制作の朝ドラの歴史や魅力をドラマのテーマ
曲を軸にしながら発信した。また，『JOBK放送
開始90年アンコール』と題して，13年に大阪局が
制作した『土曜ドラマ「夫婦善哉」』（全 4回）（G，
11.27～28）を 2夜連続で深夜に再放送した。
　また，ラジオでも『BK開局90周年ラジオスペ
シャル「おもひでの大阪ラヂオ」』（R1，5.30）を
全国に向けて放送した。　
（3）視聴者の期待に応える正確・迅速な報道
　夕方 6時台の各府県向けのニュース情報番組
（G，月～金）は『ニュースほっと関西』（年間
243本）として番組をリニューアルした。番組の
全体構成を刷新し，関西一円のニュースやスポー
ツ情報を伝えるコーナーを 6時10分から 6時30分
までに移設， 6時30分以後は域内の各放送局から
地域のニュースを伝える府県単放送の時間帯とし
た。各府県単放送では，大阪局は『ニュースほっ
と関西』，各局は『ニュース630　京いちにち』（京
都），『ニュースKOBE発』（神戸），『あすの
WA！』（和歌山），『ならナビ』（奈良），『おうみ
発630』（大津）をそれぞれ放送した。
　金曜午後 7時30分からの報道番組『かんさい熱
視線』（G，年間36本）では，関西の視聴者が関
心を持つ事象や注目すべきニュースを素早く深く
掘り下げて伝えた。戦後70年の節目となる15年は，
関連企画をシリーズで放送。 4月に放送した「70
年目のメッセージ ～未来の平和に生かすために
～」（4.17）を皮切りに，「なぜ“特攻”を志願し
たのか ～元隊員と若者の対話～」（5.29），「“駅の
子”たちの戦い ～語り始めた戦争孤児～」
（7.10），「身近にあった“特攻”～幻の三木飛行
場～」（9.4），「自分の思いを言葉に　～106歳の
メッセージ～」（10.23），「戦争の傷を“伝える”
～戦後70年　継承の模索～」（11.13）など，全 6
本の戦後70年シリーズ企画を年間を通じて放送
し，地域の視点から“戦後70年”がいまの時代に
問いかける意味を模索した。
　 5月に行われた大阪都構想住民投票では，『ニ
ュースほっと関西』をはじめとするニュース情報
番組で，争点や最新の動向を整理しながらきめ細
かく伝えた。さらに，『かんさい熱視線「生討論　
“大阪都構想”を問う」』（G，5.1）でも，「大阪都
構想」推進の立場から大阪維新の会代表・橋下徹
大阪市長（当時）を，反対の立場から自民党・市

民クラブ　大阪市議団・柳本顕幹事長（当時）を
スタジオに招き，生放送で徹底討論した。また，
5月17日の住民投票当日には，全国のニュースに
加えて近畿ブロックでも独自に開票速報を分厚く
伝えた。
　11月22日の大阪府知事選・市長選ダブル選挙で
も，全国的に注目を集める選挙として情勢をきめ
細かく伝えた。総合テレビでは，全国：41分，ブ
ロック：108分，合計149分（ 2時間29分・11年比
1時間減）の開票速報を実施した。これらはすべ
て通常よりもよく見られ，多くの視聴者の関心に応
えた。また，ラジオ第 1でも全国：約18分30秒，ブ
ロック：約71分，合計89分30秒（ 1時間29分30秒・
11年比 1時間31分39秒減）の開票速報を行った。
　 8月に寝屋川市で起こった中 1男女遺体遺棄事
件を受け，大阪局では“子どもを守れ！キャンペ
ーン”を展開した。『かんさい熱視線「悲劇は防
げなかったのか～最新報告　中 1遺体遺棄事件
～」』（G，8.28）では，容疑者の逮捕を受けての
最新情報を基に事件を掘り下げながら検証した。
また，全国放送番組『NEXT 未来のために』で
も，9月24日から 2週にわたって同事件を扱った。
このうち大阪局では「シリーズ大阪中 1殺害事件
（ 1）　子どもたちの世界に何が」（G，9.24）を
制作し，VTRによるドキュメントと生中継を織
り交ぜながら，悲劇を繰り返さないための道筋を
探った。また，若者向け番組『学校再発見バラエ
ティー　あほやねん！すきやねん！』でも，悲劇
を繰り返さないために何が必要かを中高生と考え
る生討論企画「緊急企画　全校集会で泣くのはも
うイヤだ！」（G，9.12）をはじめ，居場所がない
寂しさをかかえる子どもたちを励ますために集結
したミュージシャンたちが，スペシャルライブを
披露して子どもたちを応援する特集企画『あほす
き秋の文化祭スペシャル「音楽は、君の味方
だ！」』（G，10.31）を放送した。
　夕方 6時台のニュース情報番組『ニュースほっ
と関西』では，「公開生放送！ニュースほっと関
西in寝屋川」（G，10.22）と題して，事件から 2
か月が経過した寝屋川市役所から，事件のその後
を追いつつ，子どもたちを守るための地域の取り
組みを公開生放送で伝えた。
　このほか，子どもの防犯に関する具体的なノウ
ハウや実用情報を，クイズ形式でわかりやすく伝
える 1分ミニ番組『子どもを守れ！』を随時編成
したほか，特設ホームページでも動画クリップを
掲載して，子どもたちの防犯を広く呼びかけた。
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（4）豊かな風土や人物など関西固有の魅力を全
国・世界に発信

　関西特有の話芸の魅力を伝える番組として，笑
福亭鶴瓶と小籔千豊が台本も筋書きもないトーク
ライブを繰り広げる開発番組『ヤブツル～鶴瓶・
小籔の大阪夜話～』（G，8.22，12.28）を総合テ
レビで全国放送した。話芸の達人 2人が激突する
予測不能のトークバラエティーとして，笑いが根
づいた大阪ならではの勢いを感じさせる番組とな
った。また，現代人が抱えるさまざまな煩悩（悩
み）を解決する『ギャーテーギャーテー』（G，
8.16）を夏の特集編成期間の開発番組として全国
放送した。生きづらさを抱えた悩み多き現代人に，
個性豊かな僧侶が仏教経典を用いてアドバイスを
する様子を描きながら，仏教を切り口に万人に通
じる悩みを解消する新機軸のバラエティーを目指
した。
　16年 1 月からスタートした『大河ドラマ』「真
田丸」にちなみ，上町台地の地形を巧みに利用し
て作られた幻の城“真田丸”を，古地図と地形か
ら探索しながらその謎をひもとく特集番組『歩い
て感じろ！真田丸のヒミツ』（BSP.1.3）を全国に
向けて放送し，大阪の地からドラマの盛り上げを
図った。
　15回目を迎えた『わが心の大阪メロディー』
（G，12.15）では，NHK大阪ホールをキーステ
ーションに，大阪にまつわる数々の名曲を全国に
向けてたっぷりと届けた。今回は，『連続テレビ
小説』「あさが来た」のヒロイン・あさを演じた
俳優・波瑠と，女中のうめを演じた友近が司会を
務め，主題歌を歌うAKB48が実際のドラマセッ
トから主題歌「365日の紙飛行機」を披露するな
ど，大阪から届けるステージショーならではの華
やかな舞台が展開された。
（5）視聴者の期待に応えるスポーツソフト
　関西で行われるさまざまなスポーツを全国に向
けて積極的に発信した。15年に100年の節目を迎
えた『第97回全国高校野球選手権大会』（G，E，
R1，FM，8.6～20）では，総合テレビ・教育テレ
ビ合わせて122時間 3分にわたる全試合を生中継
で伝えた。試合間には，甲子園での名勝負をコン
パクトに伝えるVTRをインサートする演出も取
り入れ，高校野球の魅力を効果的に引き立てた。
また，『第88回選抜高校野球大会』（G，E，R1，
FM，3.20～3.31），『第41回社会人野球日本選手権 
決勝』（BS1，11.9），『関西大学ラグビー「同志社」
対「天理大」』（E，12.5）などのアマチュアスポ
ーツを伝えた。『女子第27回・男子第66回全国高

校駅伝』（G，R1，12.20），『第34回全国都道府県
対抗女子駅伝』（G，R1，1.17），『第21回全国都
道府県対抗男子駅伝』（G，1.24）を放送。インタ
ーネットへのサービス展開として，競技データに
加え，動画によるレース速報を実施した。さらに，
全チームの中継所通過・フィニッシュシーンの動
画など，レース展開を伝える動画クリップを公開
し，テレビやラジオで観戦しながら楽しめるコン
テンツを制作した。このほか，『第70回甲子園ボ
ウル 全日本大学アメリカンフットボール選手権
決勝「立命館大」対「早稲田大」』（BS1，12.13），
『第71回びわ湖毎日マラソン』（G，R1，3.6），競
馬の『第76回菊花賞』（G，10.25）などを中継した。
　地域放送では，関西から出場する 7校の戦力や
見どころを紹介する『あす開幕　センバツ高校野
球　がんばれ！関西の球児たち』（G，3.19）を放
送するなど，スポーツ中継への関心を高める取り
組みを行ったほか，注目を集める滋賀県出身の大
学生ランナー・桐生祥秀選手が出場した『第49回
織田記念国際陸上』（G，4.19）を生中継で放送し
た。また，プロ野球（G），サッカーJリーグ（G），
などプロスポーツの生中継のほか，『第44回関西
学生サッカー選手権―決勝―「阪南大」対「関西
学院大」』（E，6.6），『第60回全国高校軟式野球選
手権大会―決勝―』（R1，8.26），『全国高校野球
選手権大会』の関西 2府 4 県大会の決勝戦（G，
E，R1，FM），『秋季近畿地区高校野球大会』（R1，
FM，10.24～25，10.31，11.1），『関西大学ラグビ
ー「関西学院」対「同志社」』（E，11.14），『関西
学生アメリカンフットボール「立命館」対「関西
学院」』（E，11.22）などを中継した。
（6）人にやさしい放送の展開
　13年 3 月に開始した『関西845』（G）の大阪府
域向けの字幕放送，および13年度から開始した夕
方 6時台のニュース情報番組（G）のブロック放
送パートを含む字幕放送，14年度に開始した近畿
ブロック向けの演芸番組『上方落語の会』（G）
の字幕放送を継続するとともに，15年度は金曜午
後 8時台の『えぇトコ』（G），および『ドラマチ
ック関西』（G）でも新たに字幕サービスを開始
した。

2．地域放送番組

（1）定時番組
『おはよう関西』　G

月～金　 7:45～ 8:00
　第 1 回93.4.3／近畿ブロック／毎週月曜から金
曜まで，関西各地の朝を伝える『おはよう関西』。
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各地の最新ニュースや気になる事件・話題の深層
を探る特集，この時間帯ならではの季節の風物詩
など，生中継を交え，各地の情報をコンパクトに
伝えた。
『ウイークエンド関西』　G

土　 7:30～ 8:00
　第 1回92.4.11／近畿ブロック／土曜の朝，週末
の外出に役立つ多彩な情報を伝える番組。各地の
町の魅力を掘り下げる「西日本の旅」をはじめ，
外出の参考になるイベントや旅の情報，食や行事
など，その土地の“旬”を伝える中継，スポーツ
や気象などを届けた。
『ぐるっと関西　おひるまえ』　G

月～木　11:30～12:00
金　11:05～12:00

　第 1 回03.4.3／近畿ブロック／関西 2府 4 県の
各局を結んで届ける情報番組。今が旬の人物から，
文化，芸能，スポーツ，おでかけ情報まで，関西
にまつわるさまざまな話題を，関西各局のネット
ワークを活用しながら情報発信した。
『ニュースほっと関西』　新　G

月～金　18:10～18:59
　第 1回15.3.30／大阪単（一部，近畿ブロック）／
大阪と関西 2府 4県のニュースを深く掘り下げて
伝えるニュース情報番組。“深く，鋭く，そして
親しみやすく”をモットーに，地域密着のホット
なニュースやほっとする話題を発信した。南海ト
ラフ巨大地震に備える「防災」「減災」に加え，
15年度は新たなシリーズとして「いま、伝えたい
～関西の戦後70年～」，赤木野乃花キャスターが
関西の旬な人，場所を取材する「ホットにこのひ
と」「ホットに好奇心」を新設した。また，大阪
府域向けの生字幕放送は，13年度から引き続き実
施している。
　（『ニュース630　京いちにち』（京都），『ニュ
ースKOBE発』（神戸），『あすのWA！』（和歌山），
『ならナビ』（奈良），『おうみ発630』（大津））
『関西845』　G

月～金　20:45～21:00
　第 1 回96.4.1／大阪単／関西の 1日をコンパク
トにまとめたニュース。京都局は『京都ニュース
845』，神戸局は『兵庫ニュース845』，奈良局は『な
ら845』，大津局は『おうみ845』，和歌山局は『わ
かやま845』を放送。
『上方落語の会』　G

金　15:15～15:58
　第 1回11.4.20／近畿ブロック／旬の若手の落語
家から，ベテラン，重鎮，時には東京からも出演

者を迎え，多彩な出演者がとっておきのネタを披
露。バラエティー豊かな内容で落語の魅力を届け
た。
『かんさい熱視線』　G

金　19:30～19:55
　第 1回08.4.4／近畿ブロック／政治・経済・教育・
医療から文化・芸能・スポーツなど，関西にまつ
わるニュースや出来事に素早く反応。さまざまな
ジャンルの「視聴者が知りたいこと」に応えるた
め，現場に寄り添い深く掘り下げながら，関西社
会の“今”を伝えた。
『えぇトコ』　G

金　20:00～20:43
　第 1回12.4.13／近畿ブロック／えぇトコを見つ
けて関西の魅力をたっぷりと紹介する旅番組。毎
回異なるテーマで，関西各地に暮らす人々と旅人
との触れ合いを通して，その土地に暮らす人々の
思いや地域の魅力を丁寧に描いた。15年度からは
新たに字幕放送を開始した。
『ドラマチック関西』　G

金　20:00～20:43
　第 1回14.4.11／近畿ブロック／関西地方でそれ
ぞれの地域に根ざして日々前向きに生きる人々に
スポットを当て，番組を見終わった視聴者に「希
望」を感じてもらえるようなヒューマン・ドキュ
メンタリーを年間 7本放送した。15年度からは新
たに字幕放送を開始した。
『学校再発見バラエティー　あほやねん！すきや
ねん！』　新　G

土　10:50～12:00
　第 1 回15.4.4／近畿ブロック／ 8年目を迎えた
大阪局発の若者向け番組。15年度はコンセプトを
「学校再発見」にリニューアルし，子どもたちに
加えて保護者や先生など，学校に関わるすべての
人が楽しめる番組に刷新した。ツイッターやネッ
トの双方向機能を生かした視聴者の参加感は引き
続き大切にしながら，若年層にアピールできる番
組作りを目指した。
『ルソンの壺』　G

（最終）日　 7:45～ 8:24
　第 1回14.4.27／近畿ブロック／15年度で 9年目
を迎えた地域向け経済情報番組。メイン企画とし
て毎回身近なテーマを設定しながら，そのテーマ
を解決する「ツボ」をさまざまな関西企業の中に
探していくことで，関西企業の「魅力」や「強
み」，「信念・理念・哲学」を掘り下げた。
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『関西ラジオワイド』　R1
月～金　16:05～18:00

　第 1 回00.4.3／近畿ブロック／「楽しく聴ける
情報満載の安心ラジオ」として，緊急時の報道と
地域に密着した生活情報番組を目指し，防災情報
をいっそう充実させた。また，ポエムや川柳の人
気コーナーでは，幅広い年代のリスナーとの交流
を深めた。
『FMサウンドポケット　なみはな』　FM

月～金　18:00～18:50
　第 1 回09.3.30／近畿ブロック／FM音楽番組。
曜日ごとに洋楽やJ－POPなどをジャンル分けし，
大物アーティストから関西ゆかりの期待の新人ま
で多くのゲストを招いて，最新の話題や音楽を発
信した。またリスナーとのコミュニケーションを
重視しながら，リスナーからの希望の曲を届ける
「オールタイムリクエスト」を毎週水曜日に放送
した。
（2）主な特集番組
『JOBK放送開始90年スペシャル「笑って語っ
て90年～ENGEI NO REKISHI～」』　G 6.19
　時代の流れの中で，講談，浪花節，落語，漫才
等の上方演芸が放送との関わりの中でどのように
発展を遂げたのか，演芸各ジャンルの出演者が
“笑い”と“語り”でひもといたスペシャル番組。
JOBK放送開始90年関連特集企画。
『漫才夏祭り2015』　G 7.24
　 4 回目を迎えた夏の恒例『漫才夏祭り』。西川
きよしと月亭八方を司会に迎え，ベテランから若
手まで，幅広く多彩な芸を披露した。15年はコン
ビ結成40周年を迎えたオール阪神・巨人の話芸の
秘密を科学的に分析。客席から「お題」を募集す
る「即興漫才」のコーナーもステージをにぎやか
に彩った。
『あほすき秋の文化祭スペシャル「音楽は、君の
味方だ！」』　G 10.31

　“子どもを守れ！キャンペーン”関連番組。番
組が実施したアンケートで多くの中高生が「夜，
町をさまようとしたら，寂しいとき」と答えたこ
とを受け，居場所がない寂しさをかかえる子ども
たちを励ますために集結したミュージシャンたち
が，NHK大阪ホールから生放送でスペシャルラ
イブを披露。音楽の力で子どもたちを応援した。
『まだ間にあう！連続テレビ小説「あさが来た」
スペシャル』　G 11. 7

　放送開始から 1か月が経過した『連続テレビ小
説』「あさが来た」のそれまでの名場面と以後の
見どころを，ドラマのメイキング映像もたっぷり

交えながら紹介した。
『JOBK放送開始90年記念「大阪発　朝ドラコ
ンサート」』　G 11.20

　1964年の「うず潮」から「あさが来た」まで，
NHK大阪局制作の『連続テレビ小説』39作品を
音楽を軸にたどる特集番組。これまでの主題歌や，
昭和期の朝ドラの音楽にまつわる秘話，撮影裏話
など盛りだくさんの内容で届けた。JOBK放送開
始90年関連特集企画。
『大河ドラマ真田丸Theクイズショー！～戦国レ
ジェンド　真田幸村～』　G 11.23

　『大河ドラマ』「真田丸」の主人公・真田幸村
とはどんな人物だったのか？　日本一の名将とう
たわれた幸村の歴史や伝説を，吉本新喜劇メンバ
ーの寸劇を交えながらクイズ形式で紹介した。
『漫才祭り　2015　年末スペシャル』　G 12.18
　ベテランから若手まで今一番面白い関西の漫才
師が大集合。アーカイブス企画では「漫才・冒頭
の一言」を取り上げ，独特の語り口で人気を博し
た「いとこい漫才」を分析した。デビュー45周年
の酒井くにお・とおる，海原はるか・かなたを迎
えた特集コーナーでは，ヒットギャグが出来るま
での秘話を披露。
『桂文枝の落語新世紀』　G 1. 8
　本題に入る前に聞く者を落語の世界へといざな
う独特の話芸「マクラ」に，若手噺

はなし

家
か

4 人が挑戦
する新企画「マクラ対決」を実施。番組後半は桂
文枝が創作落語「優しい言葉」を披露した。
『阪神・淡路大震災21年「あの日を胸に　未来
へ」』　G 1.17

　震災経験者の高齢化や記憶の風化が進むなか，
震災の経験と教訓をどのように語り伝えていくの
か，神戸局をキーステーションに，“1.17”の一
日を中継やドキュメントで伝えた。
『第46回NHK上方漫才コンテスト』　G 2.26
　関西の若手の登竜門。厳しい予選を勝ち進んだ
芸人 6組が出場，審査ではスマホ，PC，データ
放送による視聴者投票も実施した。優勝はミキ。
司会は千原兄弟と，『連続テレビ小説』「あさが来
た」で田村宣役を演じた吉岡里帆が務めた。
NHK大阪ホールからの生放送。
『かんさい熱視線スペシャル「逃げろ！南海トラ
フ巨大地震～生き抜くためにできること～」』　
G 3. 6

　避難場所の確保や避難路の整備，地域リーダー
の育成など，和歌山県各地で行われているさまざ
まな取り組みに密着。また，大阪などの都市部を
襲う未曽有の揺れから命を守るために続けられる
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取り組みに迫りながら，巨大地震に備え命を守る
ために何ができるのかを『かんさい熱視線』の特
集番組として，放送枠も40分に拡大して伝えた。
『あす開幕　センバツ高校野球　がんばれ！関西
の球児たち』　G 3.19

　第88回選抜高校野球大会に関西から出場する 7
校の出場校を訪ね，チームの魅力と球児たちの思
いに迫った。
『桂米朝追善芝居　地獄八景亡者戯』　G 3.20
　15年 3 月19日に他界した落語家で人間国宝の桂
米朝の芸と人柄をしのび，大阪松竹座で行われた
追善芝居のダイジェストを桂米團治の案内で届け
た。
（3）主な府県域番組
〔京都局〕
『Jリーグ「京都サンガ」対「ロアッソ熊本」』　G
 京都府域　 5.31
『「京都サンガ」対「大宮アルディージャ」』　G

京都府域　10.25
『舞鶴市引揚70周年記念　音楽劇「君よ生き
て」』　G 京都府域　 8.23
『bjリーグ「京都ハンナリーズ」対「バンビシャ
ス奈良」』　G 京都府・奈良県域　 2.28
〔神戸局〕
『兵庫特集　新兵庫史を歩く』「恋愛も物流も
“結ぶ街” ～高砂市～」「山里のまちでお宝めぐ
り～猪名川町～」　G 兵庫県域　 6.13，11.23
『“ハイテンション” トーク～高校野球100年』　
FM 兵庫県域　 7.11
『ジャズライブKOBEスペシャル』　G

兵庫県域　 7.19
『10年後の未来へ　神戸と福島をつなぐ子ども
たち』　G 兵庫県域・東北ブロック　 1.16

『ひょうご安全の日　1.17のつどい』　G
 兵庫県域　 1.17
『よみがえる登り窯～篠山市・丹波立杭焼の里～』　
G 兵庫県域　 3.20
〔和歌山局〕
『わかやまアーカイブス』　G

和歌山県域　 6.20， 9.28，12.17， 3. 9
　開局80周年を記念し，和歌山局制作の番組や，
和歌山がテーマの番組をセレクトして 4回放送。
遭難事故から125年目の節目であった 6月には，
『紀の国スペシャル』「エルトゥールル号120年の
記憶～日本・トルコ友好の軌跡～」を， 9月は，
和歌山の強豪校，智弁和歌山の指揮をとる髙嶋監
督のユニークな指導方法に迫った『かんさい熱視
線』「甲子園最多勝の秘密～智弁和歌山高校　髙

嶋仁監督～」を，12月は，和歌山も舞台の一部と
なる『大河ドラマ』「真田丸」にあわせ『歴史秘
話ヒストリア』「真田幸村　ザ・ラスト戦国ヒー
ロー～伝説に秘められた誇り～」を編成した。16
年 3 月には，『紀の国スペシャル』「犠牲者“ゼロ”
をめざして　～巨大津波を生き抜く授業～」を編
成し，東日本大震災でほとんどの子どもが助かっ
た釜石市を長年指導してきた教育者が，和歌山市
で行った“特別な”防災授業を紹介した。
『キミが主役だ！NHK放送体験クラブ「和歌山
県①～⑥」』　G

和歌山県域　 2.16～18， 2.22～24
『紀の国スペシャル　NHK和歌山放送局開局80
周年記念　防災シンポジウム』　G

和歌山県域　 3.29
『ラジオ防災講座①～⑫』　新　FM

和歌山県域（第 1）金
『和歌山「津波防災の日」津波対策の最前線か
ら』　FM 和歌山県域　11. 3
〔奈良局〕
『特集番組　白鳳―仏教美術の青春時代―』　G

近畿ブロック　 8.22／奈良県域　 8.29
〔大津局〕
『おうみi』　FM 滋賀県域（第 2・ 4）金
『しが!!応援宣言スペシャル「ミラー・オブ・
ジ・アース」～びわ湖の巨大な渦の謎を解け！
湖の不思議をめぐる水中探索～』　G

滋賀県域　 6.26， 8.23
『高校野球100年のものがたり　わがふるさと
のベストゲーム「滋賀県」』　G

滋賀県域　 7.24
『FM放送　おうみiスピンオフ（特別編）』　FM

滋賀県域　10. 3
『大津市長選　開票速報』　G 滋賀県域　 1.17
『天台座主・半田孝淳さんを偲んで』　G

滋賀県域　 2. 7
『かまどベンチでいざメシ！スペシャル～楽しく
生活防災！～』　G 滋賀県域　 2.11

『滋賀県ラジオ局共同特別番組「防災ラジオ滋賀
2016」～楽しくつづけよう！生活防災～』
FM 滋賀県域　 2.11

『ふるさとMOVIEシガデミー賞　大賞決定戦』
G 滋賀県域　 3.29

〔各局共通〕
『NHKのど自慢予選会』　G
「京都府」（8.3），「兵庫県」（6.22），「和歌山県」
（8.26）

※「大阪府」「奈良県」「滋賀県」は放送なし。
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『天皇杯全日本サッカー選手権大会・各府県代表
決定戦』　G

京都　 8.22，
大阪・神戸・和歌山・奈良・大津　 8.23

『第82回NHK全国学校音楽コンクール・各府県
コンクール』
　大阪府域 FM／ 8.26～28
　京都府域 FM／ 8.27～28
　兵庫県域 FM／ 8.26～28
　和歌山県域 FM／ 8.28
　奈良県域 G／ 8.26～27
　滋賀県域 FM／ 8.24

3．スポーツ中継

　全国放送では，プロ野球，社会人野球，Jリーグ，
天皇杯サッカー，センバツ高校野球・全国高校野
球選手権，全国高校駅伝，全国女子駅伝，びわ湖
毎日マラソン，大相撲春場所，競馬，ラグビー日
本選手権，大学ラグビー，学生柔道，甲子園ボウ
ル，学生相撲選手権などをテレビ・ラジオで中継
した。
　地域放送では，広島で行われる織田記念国際陸
上に関西ゆかりのトップアスリートが出場し，イ
ンターローカルで伝えた。
（1）高校野球
第97回全国高校野球選手権大会
〈県域放送〉
　大阪大会　　 準決勝 FM／ 7.29
　　　　　　　決勝 G・R1／ 7.31
　京都大会　　準決勝 G・FM／ 7.26
　　　　　　　決勝 G／7.28（録画放送）
　　　　　　　決勝 FM／ 7.27
　兵庫大会　　準決勝 FM／ 7.27
　　　　　　　決勝 E／ 7.29（ブロック）
　和歌山大会　 準決勝 G／ 7.25
　　　　　　　決勝 G／ 7.26
　奈良大会　　準決勝 G／ 7.26
　　　　　　　決勝 FM／ 7.27
　滋賀大会　　準決勝 G／ 7.27～28
　　　　　　　決勝 E／ 7.28
第60回全国高校軟式野球選手権大会
　決勝

R1近畿ブロック・秋田，FM栃木／ 8.26 
秋季近畿地区高校野球大会
〈近畿ブロック放送〉
　準決勝 R1／10.31
　決勝 R1／11. 1

〈県域放送〉
　京都大会　　準決勝 FM／10. 3
　　　　　　　 3位決定戦 FM／10. 4
　　　　　　　決勝 FM／10. 4
　兵庫大会　　準決勝 FM／10. 3
　　　　　　　 3位決定戦・決勝 FM／10. 4
　奈良大会　　準決勝 FM／10. 3
　　　　　　　 3位決定戦・決勝 FM／10. 4
　滋賀大会　　 3位決定戦・決勝 FM／10. 3
（2）プロ野球
〈近畿ブロック放送〉
　「オリックス」対「西武」 G／ 4.18
　「阪神」対「広島」 G／ 5. 8
　「オリックス」対「広島」 G／ 5.30
　「阪神」対「DeNA」 G2／ 9.29
（3）Jリーグ・天皇杯サッカー
〈近畿ブロック放送〉
　J1「G大阪」対「神戸」 G／ 6. 7
〈県域放送〉
　J1「神戸」対「仙台」 G兵庫／ 5.30
　J1「神戸」対「松本山雅」 G兵庫／11. 7
　J2「京都」対「熊本」 G京都／ 5.31
　J2「京都」対「大宮」 G京都／10.25
天皇杯全日本サッカー選手権　各府県代表決定戦
　第20回和歌山県サッカー選手権大会
 G和歌山単／ 8.23
　第20回奈良県サッカー選手権大会
 G奈良単／ 8.23
　第20回大阪サッカー選手権大会
 G大阪単／ 8.23
　第20回京都サッカー選手権
 G京都単／ 8.22
　第18回兵庫県サッカー選手権大会
 G兵庫単／ 8.23
　第20回滋賀県サッカー選手権大会
 G滋賀単／ 8.23
（4）その他のスポーツ
織田記念国際陸上
 G近畿・G中国ブロック・BS1サブ／ 4.19
第44回関西学生サッカー選手権　決勝
　「阪南大」対「関西学院大」
 E近畿ブロック／ 6. 6
関西大学ラグビー
　「関西学院」対「同志社」
 E近畿ブロック／11.14
関西学生アメリカンフットボール
　「立命館」対「関西学院」
 E近畿ブロック／11.22
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プロバスケットボール　bjリーグ
　「京都」対「奈良」   G京都・奈良／ 2.28
紀の国わかやま国体　式典前演技 G和歌山／ 9.26
（特集番組）
選抜高校野球開幕特集
『 あす開幕　センバツ高校野球 がんばれ！関西
の球児たち』 G近畿ブロック／ 3.19

Ⅱ．技　術

1．番組制作

　ドラマでの新たな映像表現や，スーパーハイビ
ジョンのコンテンツ制作など，最新の技術を用い
た質の高い番組制作に加え，地域放送サービスの
充実，迅速・的確な緊急報道など，視聴者本位の
番組制作に取り組んだ。
（1）ドラマ番組
　『連続テレビ小説』「あさが来た」は，ドラマ
作りの原点に立ち返った一連撮りによる撮影を行
い， 1カット 1カットに思いをこめた映像表現に
よって多くの視聴者から好評を得た。『木曜時代
劇』「ちかえもん」は近松門左衛門の芸術論であ
る“虚実皮膜”のテーマを実現するべく照明設計
を行った。
（2）一般番組
　NHK大阪ホールから年間 9本の『NHK歌謡コ
ンサート』を，番組テーマに沿った中継も交えな
がら全国に届けた。『わが心の大阪メロディー』
では，あべのハルカスや道頓堀からの中継も交え，
大阪ならではの番組制作を行った。
（3）スポーツ中継
　「全国高校駅伝（12月）」，「女子駅伝（ 1月）」，
「びわ湖毎日マラソン（ 3月）」において，安定
した電波伝搬を実現して，高画質映像と5.1chサ
ラウンド音声による迫力と臨場感あふれる放送を
行った。また「春夏・高校野球」「近畿インター
ハイ」「和歌山国体」や「プロ野球」「サッカー」
などの中継放送を実施，スポーツの感動を全国に
届けた。
（4）地域番組
　地域の社会問題などをホットに伝える『かんさ
い熱視線』，独創的な発想で成功を収めている地
元中小企業を紹介し，関西経済を元気づける『ル
ソンの壺』などで，関西ならではの地域情報を発
信した。このほか，10代の視聴者層に向けた『学
校再発見バラエティー　あほやねん！すきやね
ん！』など，多様な番組を放送した。

（5）デジタルサービス
　視聴者との接触率を上げるため，放送に加えて
「インターネット」のサービスを展開した。全国
高校駅伝（女子・男子）では，時々刻々と変わる
順位情報などをデータ放送（12セグ， 1セグ）や
PCおよびスマートフォン向けに提供し，効率的
なコンテンツ制作を行った。また，VOD動画と
して，PCとスマートフォン向けに配信し，見逃
し動画を提供した。
　一方，生放送の『バリバラ』や『NHK上方漫
才コンテスト』では，視聴者がデータ放送やスマ
ートフォンから投票を行う視聴者参加型の双方向
番組を制作した。また，『ぐるっと関西　おひる
まえ』では，ネットに接続していない受信機でも
気軽に参加できるコンテンツを制作した。
（6）選挙放送・緊急報道
　 4月の統一地方選挙は，前半戦が12日に，後半
戦が26日に投票が行われた。前半戦は，関西 2府
4県の府県議会議員選挙と 4つの政令指定都市の
市議会議員選挙が，後半戦は，関西 2府 4県の市
長選挙，町長選，市町村議会議員選挙が行われた。
　開票速報では深夜に及ぶ放送を，本部や域内各
局と連携し，総合テレビとラジオ第 1で，大阪局
から近畿域内にミスなく送出した。
　放送時間は，前半戦でテレビ： 2時間14分35秒
（前回に比べて34分40秒減），ラジオ：1時間50分
15秒（前回に比べて10分30秒減），後半戦は，テ
レビ： 1 時間45分09秒（前回に比べて34分04秒
増），ラジオ：41分49秒（前回に比べて28分13秒
減）で，いずれも異常なく放送。また，データ放
送・インターネットでも開票状況をほぼリアルタ
イムに送出した。
　また， 5月17日には，「大阪都構想」の賛否を
問う住民投票が，11月22日には，大阪府知事選挙
と大阪市長選挙のダブル選挙の投票が行われた。
　本部のバックアップ機能強化の取り組みとし
て，『NEWS WEB』を大阪局から12回（5.8，
6.26，7.24，8.28，9.25，10.30，11.27，12.18，
1.29，2.12，2.26，3.18）生放送した。整備された
ニュース送出卓を使って，マニュアルスイッチン
グ対応など訓練要素を組み入れ，関西からの情報
発信とともに，首都直下地震発災時に大阪局が担
う代替機能の検証を行った。
　ニュース・緊急報道では，「寝屋川市中学生殺
害事件」（8.21），「加古川女性殺害事件」（2.18），「シ
ャープ　ホンハイ精密工業傘下入り決定」（2.25），
「梅田で車が暴走して11人死傷」（2.25）など全
国が注目する近畿圏のニュースを，ヘリコプター
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やCSKなど取材伝送機材を駆使し，いち早く確実
に伝えた。
　台風大雨関連報道では，「台風11号」（7.17），「台
風18号」（9.9）に関する避難情報や交通情報など
を，現場からの中継や解説を交えながら，L字画
面を使ってきめ細かく伝えるとともに，台風進路
図や雨雲レーダー画面をL字画面に合成するな
ど，防災・減災報道に的確に対応した。
　また，大雪に関する情報（1.25）では，L字画
面の左下小窓にお天気カメラを合成して，降雪の
状況や交通への影響をライブで伝えた。

2．視聴者とのふれあい（CS活動）

　CS活動として，10月31日，11月 1 日の「BKワ
ンダーランド」において，「スタジオ公開」や「ス
ーパーハイビジョンなど最新技術の展示」を実施
し，放送技術の理解促進に努めた。
　小学 5年生を対象に，放送局の仕事についての
理解促進を目的とした「出前授業」には，大阪府
内 6校，374人の参加があり，児童・学校側から
も大変好評だった。
　また，『NHKのど自慢予選会』では，「スーパ
ーハイビジョンでの時差再生」などによるCS活
動を行い，番組に関連する視聴者サービスに努め
た。

3．設　備

（1）放送網の機能強化と安定運用に向けた取り
組み

　大規模災害に備えた放送網の非常対策および
「あまねく」の達成に向けた放送設備の安定運用
に努めた。また，FM送信空中線の更新や，TV
中継送信機 2台化などの補完整備を取り進め，放
送ネットワークとシステムの高信頼化を図った。
①大規模災害時の非常対策としてTV基幹放送所
にTV予備空中線を整備した（大阪・生駒TV，
和歌山・木ノ本TV）。

②大地震発生時に緊急地震速報を確実に放送でき
るよう，停電による停波を防止するために近畿
域内のラジオ放送所に自家発自動起動システム
を整備した（大阪会館，大津会館，大阪・美原
Rほかラジオ基幹放送所 2局所，ラジオ中継放
送所 9局所）。
③放送所の自家発電装置用燃料タンクの容量増強
により，自家発電装置の稼働時間を約 2倍（約
200時間）とした（大阪・生駒TV）。
④自家発電装置を設置しているが出向に時間を要
する局所について，自家発電装置の 2台化整備

を行い，システムの高信頼化を行うとともに，
不具合発生時等のバックアップ対応を容易にし
た（兵庫・神戸兵庫TV，和歌山・槇山TV）。

⑤安定電波確保のため老朽化したFM送信空中線
（和歌山・岩屋山FMほかFM中継放送所 5局
所）を更新し，またラジオ第 1送信所の送信設
備（大阪・美原R）の更新工事を着工した。 

⑥TV中継送信機の 2台化整備により，地上デジ
タル放送の安定したサービスを確保した（京
都・京都松ヶ崎G，Eほか 3局所）。

⑦ラジオおよびFMのプログラム伝送用固定局の
整備・更新を行い，放送ネットワークの高信頼
化を図った（和歌山・古座R，和歌山・護摩壇
FM固定局，奈良・行仙岳FM固定局）。

（2）NHK共同受信施設の安定運用に向けた取
り組み

　完全デジタル化後のNHK共同受信施設の安定
運用に向けて，15年度は施設老朽に伴う大規模改
修（光化）41施設，小規模改修（部分補修）を10
施設について実施・完了した。
　また，受信環境の変化によりETVの受信不良が
発生していた和歌山県の 1施設について，大規模
設備変更（受信点移設）による改善対策を実施し
た。
　雷害による設備障害を軽減するため，15年度は
4施設で高速避雷器の設置を実施した。
（3）番組制作・送出設備の整備
　新たな運用となる地域報道設備のファイルベー
ス化対応として，大阪・近畿域内のニュース制作・
送出設備のファイルベース化整備を行った。
　15年度に本格的な施工が始まり，設備工事はほ
ぼ完了した。16年度からの運用に向けて，システ
ムテスト等を行っている。その他，ファイルベー
ス化関連の計画として，一体型カメラのファイル
ベース化更新，各種VTRのファイルベース化更
新を実施した。
　また，電源・空調設備として，大阪会館自家発
燃料タンク増量整備，大阪局電力監視装置の更新，
大阪局個別空調機更新，和歌山局電灯分電盤・幹
線更新等を実施した。
　その他，番組設備の老朽化更新として，大阪局
ラジオニューススタジオの更新，大阪ホール映像・
音声設備更新，京都局小型中継車更新，大阪局番
組制作用CSK更新等を実施した。
（4）災害・緊急報道対応設備の整備
　奈良局ニュースカー更新，伊吹山中間点の移設
整備（大津），VHF連絡無線基地局（護摩壇・岩
根），UHF連絡無線機（大阪・神戸・和歌山・奈良・
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大津），固定型衛星電話の整備（大阪・伊丹空港），
固定連絡無線回線装置（大阪～生駒），CSK位置
情報システム更新等を行った。
　局外に設置している天気カメラは，大阪会館北，
京都会館，和歌山会館，大津会館の更新，串本ロ
ボカメの高所化移設と更新（和歌山）を実施し
た。
（5）放送会館の建て替え
　大津放送会館の建て替えに向けて，14年度より
基本計画の検討を進め，15年度初旬にNHK内部
で了承された。あわせて，建設予定地についても，
16年 2 月にNHKに引き渡された。16年 1 月に設
計者選定のためのプロポーザルを行うため，提案
募集を公開した。

Ⅲ．視聴者

1．広　報

〔大阪局〕
（1）経営広報・番組広報
　毎月 1回，関西放送記者会加盟18社を対象に局
長定例会見を開催し，大阪局や域内各局の番組・
イベントなど幅広い事業内容を広報した。
　また，『連続テレビ小説』「あさが来た」（9.28
～16.4.2）をはじめ『放送90年ドラマ　経世済民
の男「小林一三」』（9.5，12），『ドラマ10』「わた
しをみつけて」（11.24～12.15），『木曜時代劇』「ち
かえもん」（1.14～3.3），新番組『助けて！きわめ
びと』（4.4～），『歴史秘話ヒストリア』，『バリバ
ラ』，『上方漫才コンテスト』（2.26）など大阪局
制作番組の取材会・試写会を70回開催し，番組
PRを強化した。
　「あさが来た」では，地域の活性化に寄与する
取り組みも行った。大阪制作の連続テレビ小説で
は初の推進協議会（大阪市観光局を中心に立ちあ
がった団体）と連携し，大阪市営地下鉄とバスに
「あさが来た」ビジュアルのラッピングを放送終
了まで行い，好評につき総集編放送終了まで延長
した（1.24～5.7）。その他，推進協議会では「ゆ
かりの地MAP」の配布（計 5万部），「パネル展」
の開催（計11回）を行った。
　15年度は若年層への遡

そ

及
きゅう

を意図したSNS展開を
拡充した。公式ツイッターに合わせ，ブログを全
面リニューアルした（6.1～）。特にブログのPV
は，リニューアル前の平均がおよそ2,000／月だ
ったのが， 3月には144万／月まで増加するに至
った。

（2）視聴者広報
①災害への対応
　大阪局は，南海トラフの巨大地震などの大規模
災害に備えて，非常災害時緊急放送の受信公開に
ついて，イオンモール四条畷と堺鉄砲町の 2か所
と覚書を交わした。大地震や台風などの大規模な
災害が起きた場合に，ショッピングセンターにあ
る画面を適宜切り替え，買い物客に向けてNHK
の緊急放送を流すとしている。
②視聴者向けイベント
　 8月「ぼくの絵わたしの絵」展を実施（BKな
つ祭・8.8～17），春休みには，『連続テレビ小説』
「あさが来た」の終盤の放送に合わせ，セットの
公開を実施した（3.28～4.10）。収録で使用した加
野銀行などのセットをアトリウムに建て込み，小
道具・衣装なども展示した。同時に出演者へのメ
ッセージコーナーや，春からの大阪局の番組紹介
コーナーを設けた。期間中およそ 7万7,500人が
来場した。
　視聴者見学コース「BKプラザ」は，15年度は
36万人あまりが訪れた。16年度は累計の来場者数
が600万人に達する見込み。15年度は子どもがク
ロマキーを使った映像の中で遊べる「なりきりス
タジオ」の映像ソフトを一新した（「恐竜の世
界」，「海中散歩」など）。BKプラザスタジオ（公
開番組スタジオ）では，「キャスター体験」や
「3Dハイビジョン映像体験」などの体験見学を
定期的に開催したほか，イベントに合わせてワー
クショップを開くなど，子どもや家族が楽しめる
催しを行った。
　独自の取り組みとして毎年行っている大阪市内
の中学生を対象にした職場体験学習は，15年度に
過去最高の43校158人が参加し，リポートや撮影・
音声など番組制作の基礎について学習した。
　15年度に大阪局へ寄せられた視聴者意向件数
は，電話・手紙・来局・メールなど合わせておよ
そ11万件あまりであった。
〔京都局〕
　15年 2 月に京都市の中心部に新たな情報発信・
文化拠点としてオープンした放送会館は， 1年間
で12万人を超える来場者に達した。年間を通して
視聴者公開スペースで 4 K・ 8 K上映，公開収録
やイベントを実施した。 4 K・ 8 Kコンテンツは
定期的に入れ替え，さらに年末の 8 Kスーパーハ
イビジョン・紅白歌合戦のパブリックビューイン
グでは， 8 Kの魅力を十分にアピールした。公開
収録は定期的に『ニュース630　京いちにち』の
「京のキラ星」を開催してライブ感の高い演出を
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行った。イベントでは 5月の大型連休は家族で楽
しめる子ども向けショー， 3月と 9月には若者向
けに番組と連動したアニメイベントを開催して，
ファミリーや若者と幅広い層に来場してもらっ
た。その他，サッカー女子W杯，全国高等学校野
球選手権大会，全国高等学校駅伝競走大会，全国
女子駅伝のパブリックビューイングでは，会場さ
ながらの臨場感で大変盛り上がった。中でも好評
だったのが「祇園祭」で，祭りにあわせて祇園祭
懸装品のパネル展を開催。前祭の際には開館時間
を延長して，地域の囃子方を招き公開中継を行っ
た。期間中はおよそ5,000人の来場者があり，年
間最多となった。 1年間，さまざまな活動を行い，
地域に開かれた親しまれる放送局として存在感を
高めることができた。
〔神戸局〕
　阪神・淡路大震災から21年を迎えた兵庫県が抱
える課題を掘り下げて取材し，地域放送で重点的
に伝えながら，ブロック放送や全国放送へも幅広
く発信したほか，開局90年という節目にあたり，
神戸局 1階トアステーションで『文芸選評』『歌
の日曜散歩』といった全国放送番組や，県内向け
番組の公開放送を実施した。このほか， 4 Kスー
パーハイビジョンの機材を用いて兵庫県内の風景
や祭りなどを撮影・記録していく「神戸局 4 Kプ
ロジェクト」を展開した。撮影した映像は通常の
ハイビジョン画質に変換してニュース番組で放送
したほか， 4 Kの画質のまま会館内にある大型モ
ニターで上映することで，圧倒的な臨場感のある
スーパーハイビジョンの魅力を広く視聴者に伝え
た。
〔和歌山局〕
　15年度，和歌山局は開局80周年を迎えた。それ
を記念し，開局80周年記念プロジェクトを立ち上
げ，開局日である 3月 1日に向け事業を展開した。
80周年記念事業のメインは，『日曜バラエティー』
の誘致（2.28）。 5 年ぶりのNHKスタジオパーク
外での実施という貴重な機会となった。また，和
歌山局が推進している「守るプロジェクト」の一
環として「防災シンポジウム」を開催した（3.5）。
災害時の情報について，防災のエキスパートと考
える，を主旨として実施し，和歌山県域でそのも
ようを放送した。
　視聴者から和歌山県内で撮影した写真を募集し
て実施している「わかやまカレンダー」フォト・
コンテストの写真展を，大阪局アトリウムで開催
した（12.9～14）。入賞作品のほかに和歌山局の
年表をパネル展示し，開局80周年を和歌山県外に

も広くPRした。また，「開局80周年記念展～あり
がとう・これからも～」を実施（3.2～7），和歌
山局80年の歩みや，防災への取り組みなどを紹介
し，和歌山県が舞台のひとつとなる『大河ドラ
マ』「真田丸」もPRした。
　放送を通じた広報展開としては，クラッチを作
成し，スポットの末尾に付けたほか，『あすの
WA！』のエンディングに，年間を通じて80周年
記念ロゴをスーパーした。さらに，和歌山局のこ
れまでの記録を振り返る記念DVDを300部制作し
た。
〔奈良局〕
　 9月12～13日の 2 日間，会館公開「NHK奈良
わくわくステーション」を開催し，来場者は
4,400人を超えた。車庫に特設したステージでは
「DJ日本史～いざ、出陣！公開収録in奈良～」
や，「エリックさんのえいごであそぼ」，「ワンワ
ンとあそぼうショー」などを実施したほか，館内
では暗闇でも撮影できるスーパーハープカメラの
実演や，ニュースキャスター体験，環境キャンペ
ーンの人力発電ミニ電車の試乗などを実施，多く
の家族連れで賑わった。
　奈良国立博物館などとともに特別展「白鳳～花
ひらく仏教美術～」（7.18～9.23）を実施。薬師寺
の国宝・月光菩薩立像をはじめ数々の白鳳時代の
仏像が好評を博し，入場者数は12万8,901人を記
録した。会期中は若年層向けのイベントや特集番
組，全国放送番組などを有機的に展開，入場者数
増に大きく貢献した。
　ホームページには， 8月から奈良県域情報番組
「ならナビ」コーナー企画の動画を掲載したほ
か，11月には「ならナビ」ページをスマートフォ
ンからのアクセスを意識したページにリニューア
ルした。また，掲載している動画を観光情報とし
て地図上に落とした「ならタビ」ページや奈良の
伝統行事などに関するニュース動画を掲載する
「ニュース歳時記」のページを新設するなど，イ
ンターネットを活用した情報発信を強化した。
　 3月には16年度の『ならナビ』や『なら845』
のPRに，会館壁面に 4 m× 5 mの幕を 2枚掲出，
奈良放送局発の番組広報とともに，奈良を訪れる
人たちに局の存在をアピールした。
〔大津局〕
　人口減少の局面に入った滋賀県の現状と課題を
幅広い視点から発信する年間キャンペーン「し
が！！応援宣言」を実施し，『おうみ発630』の毎
週木曜日にコーナーを新設し，地域の活性化に貢
献した。キャンペーンの一環として放送した「ふ
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るさとMOVIEシガデミー賞」コーナーで，地域
の人たちが制作した25秒の映像作品を毎月 1回放
送，放送と連動したデータ放送を活用して投票し
てもらい，得票数の多かった上位10チームを決定
した。その上位10チームで年間グランプリを決め
るイベント『ふるさとMOVIEシガデミー賞　大
賞決定戦』を 3月，大津市内のホテルで実施，県
域特別番組として放送し，地域とのつながりを深
めた。
　また，大津局と滋賀県内の民放FM5局が，県
民の安心・安全を守る取り組みとして，災害への
備えや防災意識を高めてもらう特集番組『防災ラ
ジオ滋賀2016～楽しくつづけよう！生活防災～』
を共同で制作し， 2月に県域FMで放送した。そ
の一環として，災害発生時に保存食を使って手軽
に調理できるレシピ「いざメシ」と，日常はベン
チとして，災害発生時はかまどとして役立つ「か
まどベンチ」と連動させたイベント「かまどベン
チでいざメシ～楽しくつづけよう！生活防災」を
テレビ・ラジオの公開生放送で実施。暮らしの中
の防災・減災力を高めるためのヒントやノウハウ
を楽しく分かりやすく伝えることで，滋賀県民の
生活防災意識の啓発に努めた。

2．イベント事業

　15年度，近畿ブロックでは，278件のイベント
を実施し，視聴者との結び付きの強化に努めた結
果，14年度より23万人多い168万2,254人の視聴者
が参加した。
　大阪局では，後期の『連続テレビ小説』「あさ
が来た」や16年『大河ドラマ』「真田丸」と連動
して，会館公開イベントや「土曜スタジオパーク
in大阪」「Theクイズショー～戦国レジェンド真
田幸村～」等の関連イベントを開催した。また，
公共放送ならでは防災キャンペーンイベントとし
て「NHK防災サバイバル」「Let’s study BOSAI」
「防災夢トーク」等を大阪，和歌山等で開催した。
その他，ハイブリッドキャスト放送の受信公開を，
公開番組やイベントにあわせ近畿域内各地で35回
実施し， 1万4,209人が参加したほか， 8 Kスーパ
ーハイビジョンによる「 8 Kタカラヅカシアタ
ー」（3.19）をグランフロント大阪で実施，795人
が参加した。
（1）全国放送公開番組
　『NHKのど自慢』『NHK歌謡コンサート』『新・
BS日本のうた』『ザ少年倶楽部』『わが心の大阪
メロディー』『上方演芸会』など，テレビ・ラジ
オ番組85本を，NHK大阪ホールや近畿各地で実

施した。
（2）展覧会
　「京

みやこ

を描く―洛中洛外図の時代」（15.3.1～4.12，
京都文化博物館），「黄金時代の茶道具」（4.4～
6.28，東洋陶磁美術館），「桃山時代の狩野派」（4.7
～5.17，京都国立博物館），「北大路魯山人の美」
（6.19～8.16，京都国立近代美術館），特別展「白
鳳～花ひらく仏教美術」（7.18～9.23，奈良国立博
物館），「大英博物館展」（9.20～1.11，神戸市立博
物館），「第62回日本伝統工芸展」（10.7～12，京
都髙島屋，10.17～23，大阪府咲洲庁舎咲洲ホー
ル），「クレオパトラとエジプトの王妃展」（10.10
～12.27，国立国際美術館）などを実施した。
（3）教育・子どもイベント
　「第62回NHK全国高校放送コンテスト近畿各
府県大会」「第32回NHK杯全国中学校放送コンテ
スト近畿各府県大会」「第82回NHK全国学校音楽
コンクール近畿各府県コンクール」および「同近
畿ブロックコンクール」を 6月から 9月に，「キ
ミが主役だ！NHK放送体験クラブ」を年間を通
して，近畿各府県で実施した。幼児とその保護者
を対象にした「おかあさんといっしょファミリー
コンサート」（10.3～4，神戸文化ホール，12.19～
21，NHK大阪ホール，1.23，ひこね市文化プラザ），
「いないないばあっ！あつまれ！ワンワンわんだ
ーらんど」（2.13～14，NHK大阪ホール）なども
実施した。

3．営　業

　 3か年経営計画の初年度である15年度におい
て，近畿ブロックでは，地域スタッフの精鋭化，
法人委託の拡大，職員による事業所対策，民事手
続きの着実な実施等の営業改革に，引き続き取り
組んだ。
　法人委託の拡大に関しては，既存事業者の育成
と地域拡大に努めるとともに，民間調査会社のデ
ータを活用して新規事業者の開発も行った。この
結果，公開競争入札実施地域は 1地域の増，エリ
ア型法人に関しては 6地域の増となり，法人委託
と地域スタッフの取り次ぎのシェアも，法人委託
が地域スタッフを40ポイント上回ることとなっ
た。事業所増加に関しては，職員を中心とした活
動を継続し，目標を大きく上回る 2万7,000件を
超える増加数を残すことができた。また，NHK
大阪ホールでの「法人委託の全訪問員を対象とし
た講習会」等，理解促進活動にも取り組んだ。
　上記の活動の結果，15年度はブロック合計で 6
年連続となる全営業諸目標を達成した。
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中 国
◇中国地方の各放送局は，15年度も地域の命と暮
らしを守るため，安全・安心に役立つ情報の提
供に全力を尽くした。また，地域の活性化に貢
献するべく，地域の課題に真正面から向き合う
とともに，各地の特色や魅力を全国に発信した。

◇緊急報道では，台風11・15号などの災害報道や，
アシアナ航空機着陸失敗事故等に的確に対応。
IP中継・災害情報システムの運用訓練や，域内
全局への報道系FB化工事を実施し，安定送出
と緊急報道の態勢強化につなげた。
◇「被爆70年」にあたり，全中発信や国際放送展
開・多言語化に注力。多彩な番組・イベントを
展開し，幅広い層に“ヒロシマ”を発信した。
また，地元民放・自治体等と積極的に連携し，
被爆地の放送局として存在感を高めた。
◇また，『ヒロシマ　被爆遺品が語る』，『新日本
風土記』などの 4 K・ 8 K制作を積極的に推進
し，制作スキルの蓄積と共有を図った。
◇営業面では，法人委託拡大や事業所対策に加え，
各局独自の「ターゲット80」活動を推進し， 4
年連続の全営業目標達成につなげた。

Ⅰ．放　送

1．放送の概要

（1）事件・事故・災害
　アシアナ航空機着陸失敗事故（ 4月），台風11
号の中国地方縦断（ 7月），広島市のメイドカフ
ェで発生した火災（10月），山陽自動車道のトン
ネル事故（ 3月）など，災害や事件・事故にあた
って，直近の全国ニュースで速やかに一報を伝え
るとともに，中国ブロック・県域で特設ニュース
を放送するなど，的確・迅速な情報発信に努めた。
　また，防災・減災に資する放送に各局とも取り
組んだ。広島局では 6月に『防災ラジオ・土砂災
害から命を守る』をR1で放送。広島市の大規模
土砂災害から 1年となる 8月には『お好みワイド
ひろしま』で特集を組んだほか，『フェイス』で
災害の教訓が生かされているのかを徹底検証し
た。
　 9月には『防災の日ラジオ特集』を中国ブロッ
クで放送した。岡山局では，12月に地元民放と共
同でラジオ特番『みつめようラジオの力』を放送
し，災害時のラジオの役割を考えるとともに，県

民の防災意識の高揚を図った。松江局では『島根
を土砂災害から守れ！～広島・土砂災害を経て
～』を 6月にR1で放送した。鳥取局では，鳥取
県西部地震から15年にあたり，その後の動きや災
害の教訓などをリポート。山口局では『防災ラジ
オ特集「いざという時、NHKラジオ」～土砂災
害から命を守るために～』を 6月末から 7月にか
けてR1とFMで放送した。
（2）被爆70年
　被爆から70年の節目にあたり，年間を通してド
キュメンタリー，ドラマ，音楽など多彩な番組を
編成し，被爆体験の記録と次世代への継承を進め
た。 8月には“ヒロシマの思いを全国へ，世界へ”
をテーマに，全国放送30番組，国際放送 9番組を
放送。各波の特性に沿った多様な番組を編成し，
幅広い視聴者層に向けて“ヒロシマ”を発信した。
　『いのちのうた』（8.4）は，広島をメインに東
京・長崎を結び，幅広い世代に支持されるアーテ
ィストたちが歌を通して平和へのメッセージを伝
えた。『NHKスペシャル「きのこ雲の下で何が起
きていたのか」』（8.6）は，被爆直後の写真を最
新の技術や証言により丁寧に解析し，きのこ雲の
下で起きていた真実に迫った。ドラマ『戦後70年　
一番電車が走った』（8.10）は，原爆投下によっ
て突然日常を奪われながらも，力強く前を向いて
生きた人々を描いた。国際共同制作『BS1スペシ
ャル「ヒロシマ　世界を変えたあの日」』（8.7）
は，多角的な視点から原爆投下の背景に迫った。
『被爆70年原爆の日ラジオ特集　被爆者の心を受
け継ぐ』（8.6）は，平和公園から 2時間の生放送
でゲストとともに被爆体験の継承を考えた。平和
記念式典中継は新たに中国ブロックの放送部分に
も字幕を付与して放送した。さらに，被爆遺品を
8 Kスーパーハイビジョンで記録し，放送のほか
広島平和記念資料館で公開。ホームページでは，
被爆70年サイトを英，仏，中，西，露の 5言語で
も閲覧できるよう多言語化を実施した。
　また，戦後70年に関して，松江局では故園山俊
二の幻の作品『国境の二人』を斬新な演出でドラ
マ化し，園山の平和への思いを伝えた。鳥取局で
は 8月に『戦後70年アーカイブス・鳥取』を集中
編成。山口局では，『フェイス「届かなかった声
～新資料が語る“海の特攻の真実”～」』（7.10）
を制作したほか，『YAMAGUTICスペシャル』
（7.17），ラジオの戦争証言インタビューシリー
ズ『戦後70年　いま伝えたい戦争の記憶』（7.20
～24）などにより，戦争体験の継承に取り組んだ。
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（3）地域放送
　金曜午後 7～ 8時台は，地域のさまざまな動向
をタイムリーに捉えた特集や，その土地ならでは
の題材を取り上げた地域ドラマ，各地の風土を取
材した紀行番組のほか，中国地方各地の知られざ
る魅力や価値を発掘するシリーズ『勝手にブラン
ド発見伝』を展開した。
　平日午後 6時台は，各県域の基幹ニュース番組
として，各地の課題に向き合い，その解決策を分
かりやすく伝え，地域に密着した情報を提供して
視聴者の関心に応えた。また，IP中継も積極的に
活用し，現場の動きをビビッドに伝えた。広島局
と鳥取局では，いざという時のためにデータ放送
を身近に感じてもらうため，双方向連動データ放
送による気象クイズを継続。岡山局では，オープ
ンデータに注目して地域の話題を深掘りする新シ
リーズ「岡山データBOX」を立ち上げ，ホーム
ページにも展開した。このうち，用水路転落事故
では，独自の調査で深刻な被害の実態を明らかに
し，全国放送にもつなげた。
　平日午前11時台は，生活情報番組『ひるまえ直
送便』を引き続き中国ブロックで放送。各放送局
とのネットワークを生かし，各地の旬な話題や暮
らしに役立つ情報を提供した。
（4）その他
　岡山局は倉敷を舞台にした岡山発地域ドラマ
『インディゴの恋人』を制作。関連番組も制作し
てプロモーションを展開し，地域を盛り上げた。
松江局では，松江城国宝指定にともない，ローカ
ル特番や全国放送番組を分厚く放送した。鳥取局
では，16年の開局80年に向けて討論番組のシリー
ズ『Brains』を立ち上げ， 2月に 1回目を放送し
た。山口局では『大河ドラマ』「花燃ゆ」に関連
する番組を全国放送とローカル放送で数多く展
開。観光客増にも結び付けるなど地域振興に大き
く寄与した。また，漫画家の故水木しげるさんを
追悼する特集編成を松江局と鳥取局で連携して実
施した。
　プロ野球「広島カープ」やサッカーJリーグな
ど，地域に根ざしたプロスポーツを中継や番組で
放送するとともに，全国男子駅伝や高校野球など
アマチュアスポーツも幅広く取り上げて，各地の
スポーツを応援した。

2．地域放送番組

（1）定時番組
『NHKニュース　おはよう○○（県名）』　G

月～金　 7:45～ 8:00

　第 1 回93.4.5／県域／県内のニュースやきょう
の動き，気象情報に加え，各地の話題や課題など
を中継やリポートで伝えるニュース・情報番組。
『NHKニュース　おはようちゅうごく』　G

土　 7:30～ 8:00
　第 1回93.4.10／中国ブロック・一部県域／中国
5県の朝の表情を伝える中継やリポート，週末の
イベント情報や生活情報，そして「西日本の旅」
など，多彩な内容のニュース・情報番組。
『ひるまえ直送便』（広島局）　G

月～金　11:30～12:00
　第 1 回14.4.2／中国ブロック・一部県域／日々
の暮らしに役立つ情報や，地域の魅力を再発見で
きる話題を伝える情報番組。地域で活躍する人物
へのインタビュー，リポーターが各地を旅する
「ぶっつけ本番口コミ旅」，視聴者参加の「川柳」
「絵手紙」コーナーなど，多彩な内容で放送。
『お好みワイドひろしま』（広島局）　G

月～金　18:10～18:59
　第 1 回84.4.2／県域／広島県内のニュースを視
聴者目線に立って詳しく，分かりやすく伝えるニ
ュース・情報番組。「被爆70年シリーズ」や特集
で，被爆者や被爆 2世，被爆伝承者の思い，核兵
器廃絶を求めるヒロシマ，ナガサキ，世界の動き
を伝えた。被爆70年や大規模土砂災害 1年の節目
には，平和公園や被災地の特設スタジオから放送
した。また，「現場でお好み 3分間」では，イン
ターネット回線を使った中継システムで，ニュー
スの現場や話題の場所から最新の動きや生の声を
伝えた。その他，双方向システムを活用した「み
っけ！！」や「気象クイズ・まるてん！」を引き
続き実施。 6月からは字幕放送を試行。
（各局タイトル）
　『岡山ニュースもぎたて！』 （岡山局）
　『しまねっとNEWS　610』 （松江局）
　『いちおしNEWSとっとり』 （鳥取局）
　『情報維新！やまぐち』  （山口局）
『ひろしまニュース845』（広島局）　G

月～金　20:45～21:00
　第 1 回96.4.1／県域／県内の 1日の出来事をコ
ンパクトにまとめて伝えるニュース番組。
（各局タイトル）
　『岡山ニュース845』  （岡山局）
　『しまねっと845』  （松江局）
　『とっとりニュース845』  （鳥取局）
　『やまぐち845』   （山口局）
『フェイス』　G 金　19:30～19:55
　第 1 回11.4.1／中国ブロック／災害・減災，戦
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後・被爆70年関連から，地域の課題，人，文化，
スポーツなど，多様なテーマで，中国地方の今を
タイムリーかつシャープに取材し，掘り下げて伝
えるとともに，視聴者の疑問や関心に応えた。
『現場に立つ』　G 金　19:30～19:55
　第 1 回11.4.3／岡山県域／年 4回／いま，岡山
で何が起きているのか。俳優・山口馬木也さんを
ナビゲーターに，さまざまな現場の臨場感や人物
の実像を鋭く捉えるドキュメンタリー。
『島根スペシャル』　G 金　19:30～19:55ほか
　第 1回14.4.18／島根県域／年 6回／地域社会が
抱えるさまざまな課題や郷土の奥深い文化や歴史
など，多様なテーマを自由な演出で放送し，島根
に暮らす人々の関心に応え，暮らしを豊かにする
番組。
『√るーとhigh↑ 2』　G 金　19:30～19:55
　第 1回14.4.25／鳥取県域／年 7回／ 2人の旅人
が，素敵な出会いを求めて鳥取県を西へ東へ“ぶ
っつけ本番”で巡る番組。
『√るーと5min．』　G 土　12:40～12:45
　第 1回15.6.20／鳥取県域／『√るーとhigh↑2』
を 5分にまとめて土曜のお昼に送るミニ番組。
『YAMAGUTIC』　G 金　19:30～19:55ほか
　第 1回08.4.11／山口県域／年 8回／“山口のい
ま”“山口らしさ”をさまざまな角度から見つめ
る番組。“時代と格闘”をキーワードに，山口の
さまざまなテーマに真正面から取り組み，課題と
人々の暮らしを考える。
『プライムS』　G 金　20:00～20:43ほか
　第 1回14.4.4／中国ブロック／長期取材で掘り
下げる大型企画，被爆70年関連番組，地域の自然
や人の営みを描くドラマや紀行番組など，見応え
のある番組を編成した。
『NHK中国地方放送番組審議会』　G 随時
　第 1回97.11.16／中国ブロック／番組審議会の
審議内容を伝える番組。
『おはよう中国』　R1

月～金　 7:40～ 7:58
土　　 7:40～ 8:00

　第 1 回89.4.3／中国ブロック／気象・交通など
朝に欠かせない情報やニュース，旬の人や時の話
題の電話インタビューで構成。
『金曜夕方　どぉ～かいの！』　R1

金　17:00～17:55（大相撲期間を除く）
18:00～18:50（プロ野球中継時を除く）

　第 1回13.4.5／広島県域／働き盛りの世代をは
じめ幅広い世代のリスナーに向けて，本音トーク
で広島に暮らす人々の思いをつなぎ，地元の魅力

を再発見する番組。「子育て」「仕事・家事」「健
康」などの悩みをリスナーとともに考えた。また，
県内各地の「道の駅」「コミュニティFM局」な
どと結び，各地の旬の話題を届けるとともに，さ
まざまな分野で活躍している人物へのインタビュ
ー，防災士に教えてもらう身近な防災対策，青春
ソングを集めてのリクエストなど，盛りだくさん
の内容で放送した。／パーソナリティー：緒方か
な子ほか
『岡山ラジオ・おからじ！』　R1

金　17:00～18:00
　第 1回14.4.25／岡山県域／年10回／日ごろから
NHKの地域ラジオ放送を耳にしてもらい，いざ
という時に役立つラジオを目指す番組。毎回テー
マを設けてお便りを募集し番組内で紹介するほ
か，県内で話題の人物にインタビューする「おか
らじトーク」，災害の備えについて専門家と考え
る「おからじ防災広場」などのコーナーで構成。
リスナーとの結び付きを大切にしながら，楽しく，
岡山に密着した情報を発信。
『“花燃ゆ” を読む』　R1 土　12:15～12:30
　第 1回15.1.10／山口県域／全50回／『大河ドラ
マ』「花燃ゆ」に関連して，ドラマ脚本のノベラ
イズ作品をアナウンサーが朗読し，ドラマ本編と
はひと味違った「花燃ゆ」の世界を届ける番組。
（2）特集番組（核・平和関連番組を除く）
〔中国ブロック〕
『桜がつむぐ物語』　G

大阪・広島・福岡局／ 5.15／20:00～20:43
『ちゅうごく再発見　国宝　吉備津神社』　G

岡山局／ 6.20／10:05～10:30
『防災の日ラジオ特集　広島土砂災害から一年　
いま考える “命の守り方”』　R1　

広島局／ 9. 1／21:05～21:55
『第82回NHK全国学校音楽コンクール　中国ブ
ロックコンクール』　E

広島局／ 9.26／14:00～16:30
『広響コンサート』　FM 土　14:00～15:55
　「第352回プレミアム定期演奏会」 広島局／10.18
　「第357回定期演奏会」 広島局／ 3.13
『勝手にブランド発見伝』　G
　「広島県大竹市」

広島局／11. 6／19:30～20:43
　「島根県江津市」

広島局／12. 4／20:00～20:43
　「広島県　大崎上島町」

広島局／ 1.29／19:30～20:43
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　「岡山県早島町」
広島局／ 3.18／20:00～20:43

『アイデア対決・全国高等専門学校　ロボットコ
ンテスト2015　中国地区大会』　G

広島局／11.15／11:00～11:54
『中国地方人権インタビューシリーズ「痛みをわ
かりあえる社会のために」』　R1

広島・松江・鳥取・山口局
／12. 4，11，18，25／12:30～12:55

『芸術と職人の街！　倉敷オトナ旅』　G
岡山局／ 1. 8／19:30～20:13

『いま、とっておきの場～マイ・フェイバリッ
ト・スポット～』　G

広島・岡山・松江・鳥取・山口局
／ 2.12／19:30～20:43

『岡山・総社発！うた自慢』　G
広島局／ 2.26／19:30～20:43

〔県域〕
『わたしのベストショット』　G
広島県域／ 5.17， 7.12， 9.13，11.22， 1.10， 3.20

／ 8:00～ 8:25ほか
『Heart Rock Cafe 2015 カープspecial』　
R1 広島県域／ 5. 3／13:00～13:55

『カープ深夜便～開幕2か月総括』　G
広島県域／ 5.23／ 1:12～ 2:00

『王者奪回！おめでとう！サンフレッチェ』　G
広島県域／12. 5／23:45～ 0:15

『ハートロックカフェ「広島ロコドルシャクトリ
バトル」』　FM

広島県域／12.12／13:00～14:00
『がんばれ！ふるさとランナー～第21回全国男
子駅伝　あすスタート～』　G

広島県域／ 1.23／12:15～12:38
『熱唱！NHKのど自慢予選会』　G
鳥取県鳥取市　鳥取県域／ 5.29／ 2:20～ 3:50
島根県益田市　島根県域／ 7.19／ 0:50～ 3:20

　山口県山陽小野田市　山口県域
／12. 7／ 0:55～ 3:35

『岡山映像詩　西大寺会陽』　G
岡山県域／ 5.20／20:43～20:45

5.25／19:56～19:58
『おかやま魅力再発見～ママカリの巻～』　G

岡山県域／ 6.19／19:30～20:43
『みつめようラジオの力』　R1

岡山県域／12.13／13:00～14:59
『島根を土砂災害から守れ！～広島・土砂災害を
経て～』　R1

島根県域／ 6.13／ 8:45～ 9:55

『もうすぐ放送！園山俊二と「国境の二人」』　
G 島根県域／12. 4／19:30～19:50

『山陰の漫画家・水木しげるさんをしのぶ』　G
島根・鳥取ブロック／12.21／19:30～19:54

『まるっと☆しまね～魅力いっぱい！島根の相撲
～』　R1 島根県域／ 3. 4／17:00～17:55

『ドキュメント鳥取発　Restart　～大山で踏み
出す新たな一歩～』　G

鳥取県域／ 5. 1／19:30～19:55
『√るーとfresh』　G

鳥取県域／ 5.29／19:32～20:45
『高校野球100年のものがたり・鳥取』　G

鳥取県域／ 7.10／19:30～20:43
『戦後70年アーカイブス・鳥取（1）』　G
　「 ある兵士からの手紙～鳥取四十連隊とその時

代～」
　「 証言記録　兵士たちの戦争　悲劇の撤退作戦

～ツルブ・松田支隊～」
鳥取県域／ 8.22／15:05～16:35

『戦後70年アーカイブス・鳥取（2）「水木し
げるが見た戦争」』　G
　「 NHKスペシャル　鬼太郎が見た玉砕～水木

しげるの戦争～」
　「 証言記録　兵士たちの戦争　生き延びてはな

らなかった最前線部隊～ニューブリテン島　
ズンゲン支隊～」

鳥取県域／ 8.30／15:05～17:20
『 いちおし！アート＆カルチャーSP JiLL-Decoy 
association Live～ジルデコを待ちわびた鳥
たち～』　G

鳥取県域／ 8.31／ 0:55～ 1:38
『水木しげるさん追悼アーカイブス特集（1）』 
G
　「しげると布枝～漫画家夫婦の旅路～」

鳥取県域／12.13／17:13～17:57
『水木しげるさん追悼アーカイブス特集（2）』 
G

　「ふるさと旅列車　―　鳥取県・境港市　―」
　「山陰ビッグ対談　ふるさとには神々がいた」

島根・鳥取ブロック／12.19／16:25～17:31
『水木しげるさん追悼アーカイブス特集（3）』 
G

　「 ホリデーインタビュー　世界の妖怪に招かれ 
て」

　「 ちゅうごく路朗読さんぽ　水木サンの幸福
論」 鳥取県域／12.20／15:50～16:21
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『Brains』　新　G
　「消滅危機！ふるさとを残せるか？」

鳥取県域／ 2.19／19:30～20:43
『鳥取文芸館』　R1

鳥取県域／ 4.18， 6.13， 8.29，12. 5，26，
 1.30， 3.12／ 9:05～ 9:55

『やしろ荘でごにょごにょ』　R1
　鳥取県域／ 5.12， 7.21，10. 6，12. 8， 2.16

／21:05～21:55
『防災ラジオ特集「いざという時、NHKラジオ」
～土砂災害から命を守るために～』　R1・FM
 山口県域／11:50～12:00
　 6.29「災害時に命を守るために」
　 6.30「ケーブル“ラジオ”で命を救え」
　 7. 1「広島土砂災害はなぜ起こったのか」
　 7. 2「『広域自主防災会』で被害を防げ」
　 7. 3「 全国初の防災連携」
『 戦後70年　いま伝えたい戦争の記憶』　 R1 

山口県域／ 7.20～24／12:30～12:55
『 世界遺産決定スペシャル～明治日本の産業革命
遺産～』　G  山口県域／ 8. 1／10:05～11:18

〔各局共通〕
『第82回NHK全国学校音楽コンクール』
　「広島県コンクール」　E
　　小学校の部  8.29／ 9:55～11:40
　　中学校・高等学校の部  8.29／12:00～14:00
　「岡山県コンクール」　E
　　小学校・中学校・高等学校の部

 8.29／12:30～13:57
　「島根県コンクール」　E
　　小学校の部  8.22／ 9:30～10:20
　　中学校の部  8.29／ 9:30～10:43
　　高等学校の部  8.22／10:20～11:30
　「鳥取県コンクール」　FM
　　小学校・中学校・高等学校の部

 8.28／18:00～18:50
　「山口県コンクール」　E
　　小学校・高等学校の部  8.29／ 9:30～11:40
　　中学校の部  8.29／12:00～13:30

3．核・平和関連番組

（1）地域番組
〔中国ブロック〕
『フェイス』　G
　「 ヒロシマ“もの”語り～被爆遺品発掘キャン

ペーン～」 広島局／ 4.10／19:30～19:55
　「 平和をどう伝えていくか～被爆70年　ヒロシ

マの模索～」 広島局／ 4.17／19:30～19:55

　「わたし、語り部になる。」
広島局／ 5.15／19:30～19:55

　「 声の中に答えを探して～被爆と向き合う放送
部員たち～」 広島局／ 6.19／19:30～19:55

　「 届かなかった声～新資料が語る“海の特攻の
真実”～」

広島・山口局／ 7.10／19:30～19:55
　「えほんでつたえるげんばく」
　「いわたくんちのおばあちゃん」
 広島局／ 7.17／19:32～19:57
　「 峠三吉　よみがえる広島の叫び　～発掘　直

筆44枚の詩～」 広島局／ 1.15／19:32～19:57
『プライムS』　G
　「“母子”に捧げた人生　～画家　四國五郎～」

広島局／ 4.10／20:00～20:43
　「 “核なき世界”は近づいたのか～NPT・「核

兵器禁止条約」めぐる攻防～」
広島局／ 5.29／20:00～20:43

　「約束ヒバクシャと世界の“教え子”たち」
広島局／ 7.10／20:00～20:43

　「 広島からアウシュビッツへ　～戦争体験を受
け継ぐために～」

 広島局／ 7.17／20:00～20:43
　「 アトミック・ガールズ～おばあちゃんは原爆

を作った～」 広島局／ 9.25／20:00～20:43
『被爆70年　焦土の放送局～ヒロシマは何を伝
えてきたか～』　G

広島局／ 5. 1／19:30～20:29
『被爆70年特集　心をつなぐ　かけ橋に～アメ
リカ人少女と幼なじみの60年～』　G

広島局／ 6.12／19:30～20:13
『 被爆70年特集　焦土の放送局～ラジオ放送を
再開せよ～』　G

広島局／ 6.12／20:13～20:38
『被爆70年特集「孫が描いた原爆少女　～49万
アクセスを集めたネット漫画～」』　G

広島局／ 7.24／19:30～19:55
『ヒバクシャからの手紙』　G

広島局／ 7.31／19:32～20:45
『やっぱり平和がいいに決まってる！～南こうせ
つ　広島平和祈念コンサート～』　G

広島局／ 8.28／19:30～20:43
『被爆70年特集ドラマ「赤レンガ」』　G

広島局／ 9.11／19:30～20:43
『いのちのうた　特別編　吉永小百合×Kinki 
Kids　戦後70年スペシャル対談』　G

広島局／ 9.18／19:30～19:55
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『希望のメロディーコンサート』　G
広島局／10.30／19:30～20:43

『被爆70年～語り継ぎたい、あの日の記憶』　
R1
広島局／ 4.25， 6. 6， 7.18， 8.29，10. 3，11. 7，

12. 5， 1.30， 2.27， 3.19／12:30～12:55
『戦後70年　「中国地方　戦争・平和インタビ
ュー」』　R1 広島・山口・岡山局

／8.27～28／12:30～12:55
〔中国・長崎ブロック〕
『君に伝えたいHIROSHIMA2015　いのちのう
た　特別編～被爆70年　ヒロシマ・ナガサキ
から～』　G 広島局／12.12／10:05～10:48
〔広島県域（一部中国ブロック）〕
『お好みワイドひろしま～ “原爆の日” 特集』　
G  8. 6／18:10～19:00
『被爆70年　シリーズ “テレビが伝えたヒロシ
マ”』　G
　「ドラマでみるヒロシマ」
　『広島発特集ドラマ「帽子」』

広島県域／ 5. 4／16:00～17:55
　『NHKスペシャル』「ドラマ　空白の絵本」 

広島県域／ 5. 6／15:55～16:50
　『 シリーズ被爆70年　ヒロシマ　復興を支えた
市民たち』

　　第 1回「鯉昇れ、焦土の空へ」
中国ブロック／ 7. 4／10:05～11:26

　　第 2回「走れ、三輪トラック」
中国ブロック／ 7.11／10:05～11:20

　『ドキュメンタリードラマ　基町アパート』
　『ドラマ「かたりべさん」』

中国ブロック／ 7. 4／15:05～17:37
　「 8月 6日　何を伝えてきたか」
　『 NHKスペシャル』
　　「 水爆実験　60年目の真実　～ヒロシマが迫

る“埋もれた被ばく”～」
中国ブロック／ 6.27／10:05～11:04

　　「 終わりなき被爆との闘い～被爆者と医師の
68年～」

広島県域／ 6.28／ 1:35～ 2:34
　　「封印された原爆報告書」

広島県域／ 7. 6／ 1:40～ 2:35
　　「 オ願ヒオ知ラセ下サイ～ヒロシマ・あの日

の伝言～」
広島県域／ 7. 9／14:05～14:55

　　「 核クライシス　第 1集　都市を襲う核攻撃
～地表爆発と高度爆発～」

広島県域／ 7.18／ 1:40～ 2:30

　　「 復興　ヒロシマ・原子野から立ち上がった
人々」 広島県域／ 7.20／ 0:55～ 1:54

　　『 NHK特集』「これがヒロシマだ～原爆の絵・
アメリカを行く～」

 広島県域／ 7.22／14:05～14:55
　　『NHKスペシャル』「原爆投下　10秒の衝撃」

広島県域／ 7.25／ 1:45～ 2:45
　　『 NHK特集』「夏服の少女たち～ヒロシマ・

昭和20年 8 月 6 日～」
 広島県域／ 7.27／ 1:15～ 2:06
　　『 NHKスペシャル』「ヒロシマに一番電車が

走った～300通の被爆体験手記から～」
広島県域／ 8.10／ 1:05～ 2:01

（2）全国放送
『 目撃！日本列島「“平和への願い” 再び世界へ
～広島の被爆者　70年目の闘い～』　G

 8. 1／11:30～11:53
『いのちのうた』　G  8. 4／19:30～20:43
『 クローズアップ現代「ヒバクシャの声が届かな
い～被爆70年 “語りの現場” で何が～」』　G

 8. 5／19:30～19:56
『 NEXT　未来のために「ヒロシマに生まれて～
被爆者と高校生たち～」』　G　

 8. 6／ 0:10～ 0:39
『平成27年　広島平和記念式典』

G　 8. 6／ 8:00～ 8:39
G 中国ブロック　8. 6／ 8:00～ 8:55

R1　 8. 6／ 8:00～ 9:00
『 NHKスペシャル「きのこ雲の下で何が起きて
いたのか」』　G   8. 6／19:30～20:35

『 被爆70年原爆の日ラジオ特集　被爆者の心を
受け継ぐ』　R1　

 8. 6／20:05～20:55，21:05～21:55
『ヒバクシャからの手紙』　G

 8. 7／ 2:20～ 3:33
『 BS1スペシャル「ヒロシマ　世界を変えたあ
の日」』　BS1

 8. 7／20:00～20:50，21:00～21:49
『戦後70年　一番電車が走った』　G

 8.10／19:30～20:43
『 開西発ラジオ深夜便　戦争・平和インタビュー
「被害者の叫びをこのままにしてはいけない」』　
R1・FM  8.15／ 1:05～ 2:00
『 やっぱり平和がいいに決まってる！～南こうせ
つ　広島平和祈念コンサート～』　BSP

 8.23／13:00～14:13
『 マルタ・アルゲリッチ＆広島交響楽団　被爆70
年・平和への祈り』　E  8.30／ 0:00～ 1:55
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『BS1スペシャル「アトミック・ガールズ～米
秘密都市　英雄と呼ばれた女たち～」』　BS1

12.12／23:00～23:49
『 にっぽん紀行「母と子　初めてささげる祈り～
戦後70年　広島～」』　G

12.21／19:30～19:55
『 NEXT　未来のために「科学者65歳　研究室
を出る　広島原爆　残された謎を追って」』　
G  3.17／ 0:10～ 0:39

『ろーかる直送便』　G
　「 プライムS　“母子”に捧げた人生～画家　
四國五郎～」  5. 7／15:15～15:59

　「 被爆70年特集　心をつなぐ　かけ橋に～アメ
リカ人少女と幼なじみの60年～」

 6.25／15:15～15:59
　「 被爆70年特集　焦土の放送局～ラジオ放送を
再開せよ～」  8. 3／15:15～15:41

　「 プライムS　広島からアウシュビッツへ～戦
争体験を受け継ぐために～」

  8. 5／15:15～15:59

4．スポーツ中継

〔高校野球〕＊ブロックと特記した以外は県域放送
第97回全国高校野球選手権大会・地区大会
　広島県　　 準決勝 G・E・R1／ 7.25

　　決勝 G・E・R1／ 7.26
　岡山県　 　準決勝 G・E・R1／ 7.24

　　決勝 G・E・R1・FM／ 7.25
　島根県　 　準決勝 G・E・R1／ 7.26

　　決勝 E・FM／ 7.27
　鳥取県　 　準決勝 G・E・R1／ 7.24

　　決勝  G・E・R1／ 7.25
　山口県　  　準決勝 G・E・R1／ 7.25

　　決勝 E・FM／ 7.28
平成27年度秋季高等学校野球大会・地区大会
　広島県　　 3位決定戦・決勝 R1／10. 4
　岡山県　 　準決勝  R1／10. 3

　　 3位決定戦・決勝 R1・FM／10. 4
　島根県　 　準決勝 R1／ 9.26

　　 3位決定戦・決勝 R1／ 9.27
　鳥取県　 　準決勝 R1／ 9.26

　　 3位決定戦・決勝 R1／ 9.27
　山口県　 　準決勝 R1／10. 4

　　 3位決定戦・決勝 R1／10. 6
第125回秋季中国地区高等学校野球大会
（中国ブロック）
　　　　準決勝 R1／10.31
　　　　決勝 R1／11. 1

〔プロ野球〕
（中国ブロック）
　「広島」対「ヤクルト」 R1／ 3.27
　「広島」対「巨人」   R1／ 4. 9
　「広島」対「DeNA」  R1／ 4.30
　「広島」対「DeNA」  R1／ 5.15
　「広島」対「ヤクルト」   G／ 5.22
　「広島」対「ヤクルト」 G／ 7. 3
　「広島」対「中日」 G／10. 2
（中国・中部ブロック）
　「中日」対「広島」 G・R1／ 4. 3
（中国・近畿ブロック）
　「阪神」対「広島」  G／ 5. 8
（中国・東北ブロック）
　「広島」対「楽天」 R1／ 6. 5
（広島県域）
　「広島」対「ヤクルト」 FM／ 3.29
　「広島」対「DeNA」 G／ 4.29
　「広島」対「巨人」 R1／ 5. 5
　「広島」対「巨人」 R1／ 9.15
　「広島」対「DeNA」 R1／ 9.21
　「広島」対「阪神」 R1／ 9.25
　「広島」対「ヤクルト」 R1／10. 3
　「広島」対「中日」 R1／10. 7
〔Jリーグ〕
（広島県域）
　「広島」対「清水」  G／ 4.25
　「広島」対「川崎」 G／10.17
（岡山県域）
　「岡山」対「熊本」 G／ 4.19
　「讃岐」対「岡山」 G／ 5.31
　「岡山」対「群馬」 G／ 9.20
（岡山・山口ブロック）
　「山口」対「岡山」 G／ 2.28
（山口・北九州ブロック）
　「山口」対「北九州」 G／ 3. 6
〔その他のスポーツ〕
感動プレイバック！全部見せます！　JT悲願の
初優勝決定試合 G／広島県域／ 4.11
第49回　織田記念国際陸上
 G／中国・近畿・松山ブロック／ 4.19
第68回広島県高校総体－ソフトボール－
 E／広島県域／ 6.13
2015年度　全広島サッカー選手権・決勝
　～第95回天皇杯広島県代表決定戦～
 E／広島県域／ 7.12
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第35回岡山県サッカー選手権大会・決勝
　～第95回天皇杯岡山県代表決定戦～
 E／岡山県域／ 8. 9
第20回島根県サッカー選手権大会
　～第95回天皇杯島根県代表決定戦～
 G／島根県域／ 7.12
平成27年度鳥取県サッカー選手権・決勝大会　
 G／鳥取県域／ 8.23
平成27年度　山口県サッカー選手権大会　決勝
　～第95回天皇杯代表決定戦～
 G／山口県域／ 8.23
おめでとう！世羅高校　全国高校駅伝ダイジェスト
 G／広島県域／ 1.17
第21回全国都道府県対抗男子駅伝ハイライト
 G／広島県域／ 1.24
第40回　日本ハンドボールリーグ　女子
 E／広島・鹿児島ブロック／ 1.30

Ⅱ．技　術

1 ．緊急・災害報道，選挙報道

　広島空港で発生したアシアナ航空162便着陸失
敗事故（4.14）や東広島市の山陽自動車道八本松
トンネルで発生した多重衝突事故（3.17）では，
CSKやヘリを活用し，初動をはじめ現場からの中
継や素材伝送に確実に対応した。
　鳥取局は県中部で群発する地震を受け，緊急事
態に備えてロボットカメラの系統充実を図った
（10月）。
　松江局は「総務省　災害情報共有システム（Lア
ラート）」の情報をデータ放送・ホームページに反
映させるシステムの本格運用を開始した（ 6月）。
　この他，山口連続放火殺人事件判決（ 7月），
倉敷女児誘拐事件判決（10月），鳥取県日南町土
砂災害（ 1月）など，多くの報道案件に迅速・的
確に対応した。
　第18回統一地方選挙（4.12，26）において，「政
見経歴放送」「開票速報」を確実に放送した。

2 ．番組制作

　『広島平和記念式典』（8.6）を広島局から生放
送したほか，『ヒバクシャからの手紙』（7.31），『原
爆の日ラジオ特集』（8.6），『いのちのうた』（8.4），
『南こうせつ　広島平和祈念コンサート』（8.23）
など被爆70年を迎え，核・平和関連番組を数多く
制作した。また，広島局『一番電車が走った』
（8.10），『赤レンガ』（9.11），岡山局『インディ

ゴの恋人』（1.27），松江局『園山俊二と「国境の
ふたり」』（12.11）と多くのドラマ制作に取り組
んだ。
　広島局では『織田記念国際陸上』（4.19）にお
いて，スーパースローカメラややり投げ軌跡表示
システムを活用した。広島局ニューススタジオに
バーチャル設備を整備し， 7月から『ひるまえ直
送便』で運用を開始した。
　データ放送を活用した双方向番組として，鳥取
局は『√るーとfresh』を倉吉市から公開生放送
した他，『Brains』（1.19）ではアンケートによる
視聴者参加型の討論を実施した。山口局は
『CATVキャラバン』（4.30～5.1，9.24～25）で
双方向クイズを実施，約330票の参加があった。
広島局は『勝手にブランド発見伝』で双方向サー
ビスを実施した。
　『第21回全国都道府県対抗男子駅伝』（1.24）
では，効率的に映像を伝送するために中継所から
の全ての伝送を光多重伝送に変更した。また，環
境に優しく，長時間安定した電源を供給可能な
「ダイレクトメタノール式燃料電池」を「鈴が峰
受信基地」に導入するなど，新たな試みに取り組
みながら，確実な移動車伝搬を確保した。
　松江局は松江城の国宝指定を受け，『島根スペ
シャル』（ 7月）など多くの関連番組を制作した。
域内各局で4K番組の制作に積極的に取り組み，
『ちゅうごく再発見　国宝吉備津神社』『巨大登
り窯』『岡山映像詩　西大寺会陽』（岡山），『新日
本風土記』（広島・松江・山口），『紅葉の風景』『智
頭宿雪まつり』（鳥取）などを制作した。

3．テレビ・ラジオ放送網

　中国域内のNHK共同受信29施設で，大規模改
修工事が竣工した。また，尾道FM中継局の送信
空中線（ 7月）など，域内各局で老朽化した設備
を更新した。
　松江局では，島根県飯南町にラジオ第 1放送の
夜間混信対策として，ラジオ第 1放送と同じ内容
を放送するFM補完中継局を 3局（赤名局，来島
局，頓原局）開局した。これにより，約1,500世
帯のラジオ難聴を改善した（12月）。

4．開発

　鳥取局はスペクトラム拡散変調を用い，中継局
のアラームを伝送する小型無線装置を開発した。
　松江局は撮影対象の奥行き情報を利用したバー
チャル装置「ViSIC」を開発し，『しまねっと
NEWS　610』で利用した。
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　広島局はロードレース中継においてカメラバイ
クの運用をサポートする「カメラバイク支援シス
テム」を開発し，電気学会優秀論文発表「賞B」
を受賞した。この他，FPUの周波数移行に向けて，
新周波数（1.2GHz帯）を使ったロードレース伝
搬テストを実施し，良好な結果を得た（ 9月）。

5．放送設備の充実・更新

　ニュース送出設備や取材カメラ，編集機，
CSK・ニュースカーに搭載する録再機など，地域
報道設備のファイルベース化を進めた。15年度末
までに中国域内全 5局で，ニュース送出は完全フ
ァイルベース化された。
　広島ヘリの搭載機器，松江局ラジオ副調設備，
域内各局の気象作画装置，鳥取・山口局の整音装
置等の老朽更新を完了した。
　大規模災害時でも確実に放送を継続するため，
放送設備の機能強化を進めた。大平山放送所（山
口）の自家発電燃料タンクの容量を1万リットルに
増量した。また，緊急地震速報を受信すると自動
的に自家発電装置を起動するシステムを域内31の
ラジオ放送所に整備した。この他，岡山会館にテ
レビ非常用送信機を整備した。

6 ．視聴者活動

　広島局は 8 Kスーパーハイビジョンのパブリッ
クビューイングを，広島平和記念資料館（ 8月）
と横浜市の放送番組センター（11月）で実施した。
　山口局は山口県防府市で『大河ドラマ』「花燃
ゆ」最終回のパブリックビューイングを実施し，
あわせてドラマ制作担当者によるトークショーを
開催した。
　中国域内では，『NHKのど自慢』予選会の会場
（島根県芸術文化センター，山口県不二輸送機ホ
ール，広島県三次市民ホール）で，来場者に向け
て「中継車見学，カメラ操作体験，予選会の時差
再生視聴」を実施した。

Ⅲ．視聴者

1．広報

（1）戦後・被爆70年関連
　広島局では被爆70年の節目の年，原爆をテーマ
とした 2本のドラマ『戦後70年　一番電車が走っ
た』『戦後70年特集ドラマ「赤レンガ」』を制作し
全国放送した。広島ロケでの現地取材会をはじめ，
PRポスターやリーフレット等の作成，広島・東

京での完成記者試写会の実施，東京での番組パネ
ルやドラマ小道具展示，全国紙での記事掲載化や
広告展開などさまざまな広報展開に取り組み被爆
地ヒロシマの放送局の存在感を高めた。
　また，公益財団法人放送番組センターと連携し，
「テレビが記録したヒロシマ　NHK・民放番組
上映会2015」と題し，NHKと在広民放各局が制
作した被爆・平和関連番組25作品（各局 5作品×
5局）を広島放送局のハイビジョンシアターで10
日間（8.8～17）にわたり公開し，NHKと在広民
放が共同で作品に託した平和のメッセージを幅広
く発信した。
　 8月の平和記念資料館に続き11月には横浜市の
放送ライブラリーで「8Kスーパーハイビジョン
パブリックビューイング」を実施し，『ヒロシマ 
被爆遺品が語る』『原爆の絵』など広島局が制作
した 8 Kコンテンツを中心に公開し，関東の視聴
者に向けて被爆地ヒロシマのメッセージを発信し
た。
　松江局では，『プライムS　園山俊二と「国境
の二人」』を制作し，園山俊二の平和への思いに
迫った。放送に合わせてPR番組の制作と会館内
での番組展も実施した。
　鳥取局では 8月に『戦後70年』，12月に『水木
しげるさん追悼』のアーカイブス番組を放送する
とともに，関連施設や県内の図書館，書店などと
連携し番組PRチラシなどを作成するなど独自の
広報活動を実施した。
（2）番組広報展開
　岡山局では，岡山発地域ドラマ『インディゴの
恋人』を制作（ 1月BSP放送）し，制作・周知広
報活動に全局体制で取り組んだ。11月には倉敷の
ジャズストリート，12月にはJR岡山駅などで広
報ブースを設置し，放送直前の 1月には舞台地で
ある倉敷市で使用された小道具やヒロインが実際
に描いた絵画などを展示するドラマ展を開催する
など，県内外の視聴者に対して積極的なふれあい
活動を展開した。また，主要キャストのスペシャ
ルインタビューを地元CATVのコミュニティー
チャンネルで放送するなど，このドラマを活用し
た営業連携施策の強化にも結び付けた。
　山口局では，『大河ドラマ』「花燃ゆ」ゆかりの
地として，15年度に重点的な広報活動を実施した。
山口市，防府市，下関市，美祢市など，物語のゆ
かりの地において，公開セミナーや土曜スタジオ
パークなどの放送と連動した公開イベントを実
施。最終回の放送日には防府市で視聴者と主演の
井上真央さんとともに会場で視聴するイベントを
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実施するなど，全局体制で広報活動に取り組んだ。
（3）視聴者ふれあい活動
　広島局では，『被爆70年特集　焦土の放送局』，
原爆被災史，60年史などの資料を参考に，マンガ
冊子「マンガで描く 焦土の放送局」を作成し視
聴者に配布した。全国紙などで記事が掲載された
ことで県内外の視聴者や図書館，小学校から若年
層向けの平和学習教材としての申し込みが急増し
た。また，マンガ冊子の英語版や特番『被爆70年
特集　焦土の放送局』の英語版PRビデオも作成。
12月にはASEAN大学生訪日団への特別見学で活
用し，被爆地の放送局としての役割，公共放送の
使命について深く理解してもらうツールとして活
用した。英語表記化を鋭意進め，国際発信の強化
にも幅広く取り組んだ。
　岡山局では， 4月に岡山市内のスタジアムで開
かれたJ2サッカー中継（「ファジアーノ岡山」対
「ロアッソ熊本」）で一般視聴者に中継車を公開
するCS活動を行った。ロボカメ操作の体験会が
好評で午後のおよそ 2時間で154人が訪れた。
　松江局では，飯南町でのFM補完中継局 3局の
開局にあわせ，「ラジオ体操講座」「ラジオ今昔・
機器展」を開催。暮らしの安心・安全のメディア
であるNHKラジオ放送の重要性をPRした。
　鳥取局では， 7月に放送した『高校野球100年
のものがたり・鳥取』と連動したロビー展を実施
（7.30～8.22）。鳥取県の高校野球100年間の歩み
を紹介したほか，選抜大会の記念メダルなどを展
示した。

2．イベント事業

　15年度中国地方では134件のイベントを実施し，
被爆70年のメッセージ発信と視聴者サービスの充
実およびNHKへの理解促進に努めた結果，64万
人の参加者があった。
　広島局では， 9万人が来場した「NHKシクラ
メンパーク」（5.3～5，広島局）をはじめ，視聴
者からのリクエストを募って企画した『希望のメ
ロディーコンサート』公開録画（9.16，広島市），
福山支局移転に伴う会館公開（9.21～23，福山支
局），広島で活躍するアイドルが集結した『ハー
トロックカフェ「広島ロコドルシャクトリバトル」』
公開録音（12.5，広島局）などを実施した。
　中国地方各局では，各地域ならではのテーマを
題材に独自のイベントを企画し視聴者サービスに
努めた。岡山局が開局以来初めて制作したドラマ
『インディゴの恋人』に関連した企画展（1.15～24，
倉敷市）や松江局の『イチからわかる！神楽カレ

ッジSHIMANE』公開録画（10.17，松江市）を
はじめ，鳥取局では，若年層向け番組の『√るー
とfresh』公開生放送（5.29，倉吉市），山口局では，
15年度『大河ドラマ』「花燃ゆ」の関連イベント
などを実施した。
（1）全国放送公開番組
　『NHKのど自慢』『新・BS日本のうた』『みん
なDEどーもくん』などの全国放送公開番組を中
国地方で31本実施した。
（2）教育・こども
　「NHK放送体験クラブ」『NHK全国学校音楽
コンクール』『NHK杯全国放送コンテスト』を中
国地方各局で，また「第51回中国地方放送教育研
究大会」（8.7，米子市），「高専ロボコン中国地区
大会」（10.11，呉市）などの学校・教育関係イベ
ントを実施したほか，「おかあさんといっしょ宅
配便ポコポッテイト小劇場」（広島，島根，鳥取，
山口），「おかあさんといっしょあつまれ！土曜日
スタジオ収録」（9.19，松江市／11.28，広島市），「お
かあさんといっしょファミリーコンサート」
（10.10，山口市），「いないいないばあっ！あつ
まれ！ワンワンわんだーらんど」（5.10，広島市／
12.6，鳥取市）などのファミリー向けイベントを
実施した。
（3）スポーツ・福祉・キャンペーン
　『夏期巡回ラジオ体操・みんなの体操会』『第
35回各県サッカー選手権大会～第95回天皇杯各県
代表決定戦～』を中国地方各局で実施。『第21回
全国都道府県対抗男子駅伝』（1.24，廿日市市）
および関連イベント「駅伝ふるさとひろば」（1.22
～24，広島局）を実施。福祉関連では「ハートネ
ットTV公開すこやか長寿」（6.13，鳥取県湯梨浜
町）をはじめ，「NHK歳末・海外たすけあい」（12.1
～25）を実施したほか，「NHKハート展」（7.19～
8.1，鳥取大学医学部附属病院／12.16～27，広島
局），「介護百人一首展」（4.15～29，岡山県矢掛町／
12.1～14，広島局）を実施。キャンペーン関連で
は，「地域キャンペーン」（広島局），「環境キャン
ペーン」（松江局），「防災キャンペーン」（松江局）
に関する各イベントを実施した。
（4）展覧会
　「没後400年古田織部展」（15.3.2～4.12，奥田
元宋・小由女美術館），「2015年NHK大河ドラマ
特別展　花燃ゆ」（4.18～5.24，山口県立萩美術館・
浦上記念館），「北大路魯山人の美　和食の天才」
（8.26～10.12，足立美術館），「ヘレン・シャルフ
ベック―魂のまなざし」（10.30～1.3，奥田元宋・
小由女美術館），「第62回日本伝統工芸展」（11.12
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～29，岡山県立美術館／12.2～23，島根県立美術
館／2.24～3.13，広島県立美術館）などの展覧会
を開催した。
（5）戦後70年・被爆70年関連イベント
　被爆から70年目となる 8 月 6 日にあわせて，
「NHKピースサイトヒロシマ」（8.1～10，広島局）
を開催。会期中，戦争・原爆を題材とした広島局
制作の番組上映とパネル・被爆資料などを紹介し
た「NHK平和アーカイブス展」を実施した。巡
回地として，福岡，岡山，長崎，愛媛で開催し，
開催地ゆかりの遺品なども展示した。また，“い
のち”や“平和”の尊さを伝える「いのちのう
た」パブリックビューイング（8.4，広島平和記
念公園）を実施したほか，平和記念資料館の被爆
資料を８Kで撮影し98インチ大画面で紹介する
「ヒロシマ被爆遺品が語る―８Kスーパー・ハイ
ビジョンパブリックビューイング」（8.1～16，広
島平和記念資料館）を実施した。

3．営業

　15年度の中国ブロックは， 4年連続となる全営
業目標の達成を果たし， 3か年経営計画の初年度
の営業業績を確保することができた。
　主な取り組みとして，広域型法人委託による契
約開発業務への加重，エリア型法人委託の開発・
育成に積極的に取り組んだ。また，事業所対策で
は，職員による局所横断での集中対策や訪問要員
の対策強化によって，中国ブロックが全国トップ
の達成率となった。
　加えて，ケーブルテレビ事業者や不動産会社と
の連携を深め，訪問によらない営業活動を進める
ことで，一層の営業改革に取り組んだ。さらに，
民事手続きの活動では，これまで通り訪問や文書
を通じて誠心誠意丁寧な説明による説得活動を行
うとともに，新たに未契約世帯に対する民事訴訟
を実施するなど，公平負担の徹底に努めてきた。
　なお，広島県の営業拠点を再編成し，福山支局
の営業部門と広島放送局営業推進部を統合するこ
とで，より効率的な体制となった。

四 国
◇「安全・安心の拠点」として，地震・台風・大
雨等の災害報道を迅速・的確に行うとともに，
伊方原発再稼働や廃炉に向けた動きを，ニュー
ス・番組できめ細かく取り上げた。

◇南海トラフ巨大地震対策への取り組みとして，
『四国羅針盤防災スペシャル』（ 2月），「NHK
四国防災シンポジウム」（ 3月）ほか番組・イ
ベント等を通じて，巨大地震にどう備えるかを
伝えた。また，必要な設備の充実を図り， 2度
の四国 4局合同緊急報道訓練ではサブステーシ
ョンの運用や原発事故対応を強化するなど，各
種訓練による運用面の強化にも努めた。

◇ 4局合同キャンペーン「しこく戦後70年」を展
開し，特集番組やコンサートで高視聴率・満足
度を記録した。また国内外に向けて，祭りや文
化，自然や食といった各県の魅力や，地域の課
題等を積極的に発信した。

◇四国のニュース生字幕放送がスタートした
（11月）。

Ⅰ．放　送

1．放送の概要

〔松山局〕
　15年は，戦後70年となる節目の年。松山局では
「しこく戦後70年」キャンペーンを展開し，産業・
災害・スポーツなどテーマごとに証言や資料で振
り返り，四国の将来を考える契機とする番組を放
送した。『しこく戦後70年』の「プロローグ　四
国はこうして立ち上がった」（4.17）は“戦災か
らの復興”をテーマに，太平洋戦争末期の空襲に
加え，終戦のおよそ 1年後に昭和南海地震に見舞
われた中，逆境を乗り越えた愛媛のみかん産業や，
高知の有志が始めた「よさこい祭り」など，故郷
の復興をけん引した地域の人々の歩みを放送し
た。「“高校野球王国”の熱闘」（7.24）では， 4
県で26回の優勝を誇る四国の高校野球を取り上
げ，多彩なゲストとともに戦後の名勝負を振り返
った。『NHKしこく戦後70年コンサート～四国あ
のとき、あの歌～』は，四国の戦後70年を歌とと
もに振り返るコンサート番組。エピローグの「未
来へ　四国の決断」（12.11）を含め，計 8本放送
した。そのほかイベントやホームページと連動し，
大型キャンペーンとして取り組んだ。
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　金曜午後 7時30分からの番組『ドキュメントし
こく』は，身内の介護や自身の病気，独り暮らし
など“老い”の現実と向き合いながらも，前向き
に生きる平均年齢69歳のちんどんクラブメンバー
や，独自のアプローチで患者の人生をひらいてい
くリハビリ医師，カンボジアの辺境地で地雷処理
を続ける愛媛県出身の元自衛官ほかの“今を生き
る”姿をヒューマンドキュメンタリーとして伝え
た。同時刻の『四国羅針盤』では，四国電力伊方
原発「広域避難」訓練から見えた課題に今後どう
対処していくのか，愛媛県の中村知事に生放送で
インタビューした番組や，73分のスペシャル番組
「教訓をどう生かすか～巨大地震への新たな備え
～」（2.26）では，東日本大震災から 5年を前に，
四国各地で進む防災の取り組みを取材し，その課
題を検証した。そのほか，介護や大人の発達障害
や重度の障害児介護，地方発ベンチャーや新技術
など，さまざまな角度から情報を多角的に発信し
た。
　金曜夜 8時からの『しこく 8』では，“ふるさ
との魅力”を伝える番組を制作した。魅力的なゲ
ストが四国のどこかの町の「えかこと」を探して
旅する「四国えかこと旅」は年間 8本放送した。
さらに，ふるさとや友人への思いを胸に夢を追い
続ける人たちや，若手芸人が 1週間，島の暮らし
を体験するなどのスタジオバラエティー番組「び
たキン！」を年間 5本放送した。そのほか， 4県
の高校生たちがクイズバトルを繰り広げる視聴者
参加型の双方向クイズ番組，「四県対抗　しこク
イズ」を放送した。今回は食物系高校対決。番組
中にメールやソーシャル・ネットワーキング・サ
ービスで視聴者から出場校への応援メッセージを
受け付けて紹介するとともに，リモコンやインタ
ーネットでクイズに参加した人の正答率をチーム
得点に反映するなど，視聴者に一体感を持っても
らえる演出とした。
　平日夕方の地域ニュース情報番組『いよ×イ
チ』は，“安心・安全”を守る最前線のニュース
情報番組として，南海トラフ巨大地震に備えた最
新の動きや取り組みを積極的に伝えた。また，暮
らしを大きく左右する地域経済の課題や新たな動
きなどを，さまざまな視点から取り上げた。また，
戦後70年にあわせて，戦争の体験談などを集中的
に取材し県内の戦後の歩みを伝えた。
　午前11時40分からの『えひめ　おひるのたま
ご』では，暮らしの知恵や生活情報，視聴者参加
コーナーでの俳句や絵手紙などの趣味，旬の食材
と料理，CATVリポートなど，幅広い情報を伝え

た。また，番組キャラクターが，県内で活躍する
人々やグループを紹介した。
　また，東日本大震災から 5年という節目に四国
4県の専門家をパネリストに迎え，巨大地震への
備えについて考えるシンポジウム，『NHK四国防
災シンポジウム「あなたは自分の身を守れる
か？」』（3.13）を放送した。
　松山局制作のEテレ全国放送番組『俳句王国が
ゆく』は，公開派遣型の番組になって 4年目を迎
えた。U字工事の司会も 2年目，著名人ゲストも
一人増やしさらに充実させた。全国10か所の会場
で公開収録。“ご当地チーム”と“俳句王国チー
ム”に分かれて俳句の技を競う「俳句バトル」
や，地域にちなんだ「テレビ句会」など，俳句を
通じて全国各地の魅力を伝えた。また，俳都松山
ならではの俳句番組として，『しこく 8』では「学
生俳句チャンピオン決定戦2015 俳句王への道」
（6.5），Eテレ全国放送では『静かなる激闘　俳
句甲子園2015』（9.27），県域放送で『それ行け！
俳句キッズ』（16.4.2）を放送。R1では季語にと
らわれない身近なテーマで，自由に575作品をツ
イッターやパソコンで投稿してもらう番組『つぶ
や句575』を年 6回全国放送した。インターネッ
トラジオ「らじる★らじる」を聴きながらの作品
投稿など，新しいラジオ番組の楽しみ方を提供し
た。さらにテレビ版として『テレビdeつぶや句
575「アナタも一緒に投句（トーク）show」』
（6.20）を放送した。
　スポーツ中継は地域スポーツを中心に放送し
た。サッカーJ2「愛媛FC」の 2試合を総合テレ
ビで中継したほか，野球独立リーグの四国アイラ
ンドリーグplus「愛媛マンダリンパイレーツ」の
試合をR1で放送した。夏と秋の高校野球地区大
会はテレビとラジオで中継を実施。秋の県大会と
四国大会はインターネット，携帯端末で独自の試
合速報を行った。
〔高知局〕
　15年度は，高知の豊かな自然や食文化，歴史な
どの知られざる魅力と先進的な科学技術を伝える
番組やニュースに重点的に取り組んだ。 6月「高
知家・まるごと東部博」が開催されるにあわせて，
「東部キャンペーン」を実施。『あさイチ』「JAPA
なび」で東部の魅力を特集したのをはじめ，過去
の旅番組を集中編成し再放送した。さらに，午後
6時10分からの『こうち情報いちばん』のなかで
「中継・東部キャラバン」を 3日間実施し，東部
の独特な食文化などを紹介した。また，10月には，
『しこく 8』「下弦の月の神秘～巨大サンゴ“大
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産卵”の謎に迫る～」を放送し，海の豊かさを伝
えた。歴史としては，戦後70年目の節目に， 7月
『しこく戦後70年』「“高校野球王国”の熱闘」を
制作し，高校野球史に残る高知県勢の名勝負とそ
こに隠された選手たちの感動秘話を伝えた。また，
8月には『NHKスペシャル』「“終戦”知られざ
る 7日間」を放送し，終戦への道を切り開いた兵
士たちの埋もれた証言に光を当てた。先進的な取
り組みとしては，10月『クローズアップ現代』「小
さな泡が世界を変える！？」を放送し，高知発の
先端技術を全国発信した。このニュースは，国際
放送を通じて世界各地にも発信された。
　災害報道では，台風や大雨関連のニュースに全
局を挙げて取り組んだ。 7月の台風11号室戸市上
陸に際しては，県域特設ニュースを組み，県民の
高い期待に大きく応えた。また，南海トラフ巨大
地震対策関連では， 8月と 2月に，「四国 4局合
同緊急報道訓練」を実施し，四国全体で緊急時の
災害報道態勢を強化した。
　選挙報道では， 4月「統一地方選」，11月「県
知事選・高知市長選」において，正確かつ迅速な
報道を行った。また，16年夏の第24回参議院議員
選挙において実施される予定の徳島県との合区へ
向けて，基本方針を固めた。
　『こうち情報いちばん』の活性化に向けては，
放送部全体で，地域情報の拡充に取り組んだ。12
月には「シリーズ就学支援」を編成し，貧困家庭
への支援のあり方について独自の調査を基に課題
を提起した。このシリーズは，四国の他 3局へも
波及した。
　スポーツでは，藤川球児投手が「高知ファイテ
ィングドッグス」に入団，そのフィーバーぶりを
逐次ニュースで伝えたほか，初登板を生中継した。
また，11月『アスリートの魂』「亡き友とともに
戦う　車いすラグビー　池透暢」を全国放送し，
高知県人のたくましさを伝えた。
　また，62年目を迎えた「よさこい祭り」では，
生放送と録画を含め計約 5時間の放送を行った。
そのなかでは，ソーシャル・ネットワーキング・
サービス等を利用して応援メッセージも紹介しな
がら，今に息づく高知の祭り文化を伝えた。
　公開番組としては『NHKのど自慢』（四万十市・
5月実施）や『新・BS日本のうた』（高知市・ 2
月実施）などを行った。また，高知県が行った「高
知家・まるごと東部博」にはイベントも連動し，
県東部安芸市で独自イベント『安芸・童謡の里コ
ンサート』を開催。管中と全中でFM放送し，地
域のアピールに役立てた。

〔徳島局〕
　15年度は，夏の台風11号と15号， 9月のチリ中
部沖の巨大地震による津波注意報に際し，特設ニ
ュースやL字放送，データ放送，災害情報ページ
をフル活用して，大雨や津波，避難などの情報を
詳細に発信した。また，継続的に県民の防災・減
災の意識向上にも取り組んだ。平日夕方のニュー
ス・情報番組『とく 6徳島』では毎週，災害への
備えをリポートした企画を放送したほか，徳島県
内で過去に起きた大地震などの被災の痕跡を映像
に収めた「災害遺産をめぐる」を，年間シリーズ
で伝えた。14年に発生した大雪災害から 1年を経
た12月，『阿波スペシャル「大雪災害から 1年　～
災害時の孤立を考える～」』を放送した。
　四国 4局が合同で取り組んだ年間キャンペーン
「しこく戦後70年」の一環として，阿波踊り特集
番組を総合テレビとBSプレミアムで 8月と 9月
に放送。阿波踊りが戦後復興の象徴から日本の夏
を代表する祭りへと発展するまでの歴史や，踊り
のだいご味を，臨場感たっぷりに伝えた。
　海外発信にも力を入れ，徳島県ならではの地場
産業を取材したシリーズ企画を， 7月にNHKワ
ールドTVで 3日連続放送。地域の姿を日本の新
たな魅力として世界に紹介した。11月には阿波踊
りのフランス・パリ公演を放送するなど，地域振
興に努めた。
　10月，徳島市で視覚障害の男性が盲導犬ととも
に死亡した交通事故を多角的に取材し，随時，全
国発信した。 2月には視覚障害者をめぐる社会状
況を検証した『四国羅針盤』「“命の音”が聞こえ
ない～視覚障害者事故死が問いかけるもの～」を
放送した。
　若い世代をターゲットにした公開番組『あわ☆
メロ』を 5月と10月に放送。お笑いタレントや徳
島県出身ミュージシャンをゲストに迎え，地元の
大学生や高校生の活動を紹介した。徳島局のスタ
ジオで実施し，大勢の若者が観覧に訪れた。双方
向機能を使用した曲目リクエストや番組ホームペ
ージとデータ放送を通じて，視聴者の反応を視覚
化するスーパーインポーズで，ライブ感のある演
出を行った。
　女性に焦点をあてた放送も積極的に展開。『と
く 6徳島』では，「友見が学ぶ阿波女あきんどの
流儀」と題した企画コーナーを設け，経営の第一
線で活躍する女性たちに人生哲学やリーダー論を
聞いた。 7月には，四国各県出身の女性タレント
によるトークバラエティー番組『四国女子会』を
放送した。
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〔高松局〕
　15年度は防災・減災報道に力を入れた。『ゆう
6かがわ』の新コーナー「災害に備える」を毎週
火曜日に放送。ドローンを使った最先端の防災の
取り組みから，自主防災会の現状など，幅広く防
災に関する話題を届けた。また，『かがわ防災ラ
ジオ』も年 4回（ 6 月， 9 月，12月， 3 月），南
海トラフ巨大地震，冬場の災害にどう備えるかな
ど，生活に身近な話題を中心に，防災意識を高め
る放送を心がけた。そうした放送において，14年
度に設置した「高松サブステーション」を積極的
に活用。「災害に備える」の放送は隔週で利用し
たほか，『かがわ防災ラジオ』の放送でも活用し
非常時への対応能力強化に努めた。
　香川を直撃した台風11号（ 7月）では，テレビ
の特設を10回，L字放送は17時間23分47秒放送し
たほか，15号（ 8 月），18号（ 9 月）でも，L字
やラジオの特設，データ放送やネットで発信した。
　香川の魅力や話題について数多くの番組を全国
に向けて放送。うどん王国・香川でうどんの命「コ
シ」を生み出す技を極める職人を『プロフェッシ
ョナル　仕事の流儀』（ 4月）で放送したほか，『ひ
るブラ』では，小豆島特産の生そうめん（ 7月）
や，東かがわ市の特産和三盆の魅力を紹介した
（ 2月）。10月の『探検バクモン』では，カメラ
がほとんど入ったことがない金の精錬技術を楽し
く紹介した。また，水不足に悩まされてきた讃岐
の暮らしを描いた『新日本風土記』（10月）を，
BSプレミアムで放送した。このほか， 5万人が
集まる西日本最大の野外音楽イベント「モンスタ
ーバッシュ」をBSプレミアムで紹介し（ 9月）
若い世代にもアピールした。
　地域の課題については，人口減少を継続して取
材してきた。その中から，人手不足に悩む訪問看
護の現場をITで支えようという試みは，全国放
送の特番で紹介した（11月）。また，独自取材を
通して，国際学会を利用した不正入国の実態を描
いた企画や，コンバットマーチを生みだした男性
の思いに迫る企画などを全国放送につなげたほ
か，四国遍路を世界遺産に，という動きについて
は，スペインロケも実施して国際発信した。
　公開番組としては，四国 4局で取り組んだキャ
ンペーン「しこく戦後70年」関連で，『なぞ解き
フィールドワーク～探れ！瀬戸大橋のひみつ～』
を坂出市の瀬戸大橋記念公園と沙

しゃ

弥
み

島で開催。40
組の親子が参加した楽しいイベントとなり，放送
にも結び付けた。

2．地域放送番組

（1）定時番組
『おはようえひめ』　G

各県域　月～金　 7:45～ 7:51
　第 1 回93.4.5／最新のニュースや気象情報をき
め細かく伝えるほか，天気カメラリレーで四国 4
県の朝の表情を伝えた。企画や中継などで構成し，
随時，四国 4県や西日本各局と共同で，季節の中
継や企画シリーズを放送した。／各局タイトル：
『おはようこうち』高知局，『おはよう徳島』徳
島局，『おはようかがわ』高松局
『おはよう四国』　G

四国ブロック　土　 7:30～ 8:00
　第 1回93.4.10／週末の朝にふさわしくさわやか
さを大切に，休日に役立つ情報を伝えることが番
組コンセプト。四国の魅力を再発見する企画「四
国プラス」では，各局のリポーターが，季節の風
物詩や伝統の技，旬の食べ物などを取材し，スタ
ジオで紹介した。週末のイベント情報を案内する
「ウィークエンド・ナビ」や，西日本各地を巡る
紀行「西日本の旅」を継続して放送した。
『えひめ　おひるのたまご』　G

県域　月～金　11:40～12:00
　第 1 回07.4.4／暮らしに役立つ生活情報を伝え
る番組。月曜は「暮らしを豊かに」と題して，健
康や趣味の世界などの情報，火曜は映像を基に俳
句を募集する「挑戦！movie俳句」や，“夏野菜”
など 1つのテーマから絵手紙を募集して紹介し
た。水曜は「えひめホット情報」として愛媛県内
の旬の話題やリポートを放送したほか，第 4週に
は県内のケーブルテレビの番組紹介を行った。ま
た，木曜は県内の小学校を訪ねて校歌や地域の話
題を伝える「校歌の旅」，金曜はその週末のイベ
ント情報を伝えて，おでかけの参考として役立て
てもらった。このほか番組キャラクターの「昼田
真子さん」が県内各地を訪ねて，あまり取り上げ
られない地域の人や取り組みを紹介するミニコー
ナーや，各地の「お知らせ」，NHK職員が番組や
イベントなどを紹介する「ひるたま掲示板」など
も放送した。
『いよ×イチ』　G

各県域　月～金　18:10～18:59
　第 1 回11.4.4／愛媛県域／平日夕方の地域ニュ
ース情報番組。愛媛の“安心・安全”を守るニュ
ース情報番組として，南海トラフ巨大地震に備え
た最新の取り組みを積極的に伝えた。伊方原子力
発電所の再稼働を巡っては，地元自治体の動向に
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加えて，事故時の避難の課題など，さまざまな視
点から取り上げた。このほか， 4月の愛媛県議会
議員選挙など，県民の知りたい情報を分かりやす
く，きめ細かく伝えた。また，四国が抱える共通
の地域課題を掘り下げる取り組みを 4局合同で進
め，地方創生やインフラ老朽化，防災，一次産業
などのさまざまな課題と最新の動きを，シリーズ
で詳しく伝えた。／各局タイトル：『こうち情報
いちばん』高知局，『とく 6徳島』徳島局，『ゆう
6かがわ』高松局
『四国羅針盤』　G

四国ブロック　金　19:30～19:55
再土　10:50～11:15

　第 1回00.3.31／“四国のいまを追い続ける”を
モットーに，各県が抱える課題や，地域活性化の
新たな取り組みなどを伝えた。15年度は，南海ト
ラフ巨大地震の関連で「教訓をどう生かすか～巨
大地震への新たな備え～」，伊方原発の関連で「伊
方原発　安全をどう確保するのか～愛媛県中村知
事に問う～」を放送。また，「“密漁”から海を守
れるか」「“未来の紙”が世界を変える」など，関
心が高くタイムリーなテーマを重点的に放送し
た。
『ドキュメントしこく』　G　
四国ブロック（年 7本程度）　金　19:30～19:55

再土　10:50～11:15
　第 1 回13.04.14／「四国の“今を生きる”人々
を伝える」がコンセプトのドキュメンタリー番
組。15年度は，71歳の助産師を取材した「いのち
咲かせたい」，パラリンピックを目指す若者を追
った「やり投げが支えてくれた」，地雷処理に取
り組む元自衛官を取材した「希望の種をまく」な
ど，前を向いて歩み続ける四国の人たちの姿を放
送した。
『しこく8』　G

　四国ブロック　金　20:00～20:43
　第 1回10.4.9／家族そろって“元気・感動・笑顔”
を充電！　地域を舞台に活躍する人々や地域の文
化，風俗，歴史，自然など多彩なテーマで，個性
豊かな四国の魅力を再発見していく番組。著名人
が四国の町を訪れ，意外な見どころをさぐる地域
密着型の旅番組「四国えかこと旅」やスタジオ番
組「ビタきん！」ほかを放送した。
『四国おはようネットワーク』　R1

四国ブロック　月～土　 7:40～ 7:58
　第 1 回93.4.5／最新の気象情報，ニュースのほ
か，四国各地の朝の様子や話題を，各県の「おは
ようリポーター」に電話で伝えてもらった。この

うち，月曜は「防災ネットワーク」で，四国の災
害の研究者や防災関係者に，南海トラフ巨大地震
への備えや災害時の対応などを聞いた。このコー
ナーは松山局の防災ポータルサイト「防マガ」と
連動，原稿や放送は「防マガ」にも掲載した。土
曜は，四国各地の俳句関係者と伝える「俳句ネッ
トワーク」。 1つの季語にまつわる作品の紹介や
その奥深さなどを伝えてもらった。祝日は四国ゆ
かりの文芸作品を，各局のアナウンサーなどが朗
読する「四国を読む」を放送した。
（2）特集・特別番組
〔四国ブロック〕
『しこく戦後70年』　G
　「プロローグ　四国はこうして立ち上がった」

松山局　 4.17／19:30～20:43
　「“高校野球王国”の熱闘」

松山・高知局　 7.24／19:30～20:43
　徳島　阿波おどり2015
　「踊る阿呆（あほう）たちの夏」

徳島局　 9. 4／19:30～20:43
NHKしこく戦後70年コンサート～四国あのと
き、あの歌～

松山局　 9.25／19:30～20:43
　「 ミルクを飲ませたあの日から～森永ヒ素ミル

ク中毒事件　被害者家族の60年～」
松山局　10.30／19:30～20:13

　「四国を変えた“夢の架け橋”」
高松局　11. 6／20:00～20:43

　「九軍神～残された家族の空白～」
徳島局　12. 4／20:00～20:43

　「未来へ　四国の決断」
松山局　12.11／19:30～20:43

『四国羅針盤スペシャル』　G
　「 教訓をどう生かすか～巨大地震への新たな備

え～」
四国地方 4局　 2.26／19:30～20:43

『しこく8』　G 20:00～20:43
四国えかこと旅「ルー大柴が徳島・大歩危で妖
怪とトゥギャザー！？」

松山局　 4. 3
　「限界突破！ふたりの“ラッキー”農園」

高知局　 4.10
四国えかこと旅「木村祐一が香川・観音寺市で
新作うどん！？」

松山局　 5. 1
　ビタきん！「しこく夢追人」

松山局　 5.15
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　「 学生俳句チャンピオン決定戦2015　俳句王へ
の道」 松山局　 6. 5／19:32～20:45
四国えかこと旅「蟹江一平が愛媛・松野町でア
ウトドア三昧！？」

松山局　 6.12
　ビタきん！「四国四城物語」

徳島局　 6.19
　ビタきん！「しこく 1週間」

松山局　 7. 3
四国えかこと旅「篠原ともえが高知・黒潮町で
アートする！」

松山局　 7.10
　「四国女子会」  徳島局　 7.17
　「土佐の夏2015　よさこい祭り」

高知局　 8.28／19:30～20:43
四国えかこと旅「中山卓也が香川・三豊市粟島
で海の男たちに出会う！」

松山局　 9.11
　「 下弦の月の神秘～巨大サンゴ“大産卵”の謎
に迫る～」 高知局　10. 2
四国えかこと旅「山田邦子が高知・大豊町で
“ひばり”に出会う！」

松山局　10. 9
　ビタきん！「四国四城物語Z」

松山局　10.16
四国えかこと旅「ワッキーが愛媛・西予市遊子
川でオリンピックに出会う！」

松山局　11.13
四国えかこと旅「ぐっさんが徳島・神山町を駆
けめぐる！」 松山局　 1. 8
　「コレマジ！？さぬきうどん伝説」

高松局　 1.15
　四県対抗　しこクイズ　～食物系高校対決～

松山局　 1.29／19:30～20:44
　ビタきん！「ねんいち～秋・冬編～」

松山局　 2.19
　「四国の海を潜る～知られざる　ふしぎの世界～」

松山局　 3.18
『テレビdeつぶや句575　アナタも一緒に投句
（トーク）show』　G

松山局　 6.20／ 0:10～ 1:10
『Nコン2015　第82回NHK全国学校音楽コン
クール　四国ブロックコンクール－小・中・高
等学校の部－』　E

 松山局　 9.26／14:00～17:00
『 アイデア対決・高専ロボコン2015－四国地区
大会－』　G 松山局　11.15／11:00～11:54

『Nコン2015　第82回NHK全国学校音楽コン
クール・各県コンクール』
　「愛媛県」E　 8.22　　「高知県」FM 8.24
　「徳島県」FM 8.26　　「香川県」FM 8.23
〔愛媛県域〕
『それいけ！俳句キッズ』　G

 16. 4. 2／10:05～10:55
〔高知県域〕
『土佐の夏2015　よさこい祭り』　G

 8.10～11／19:30～20:50
『南海地震に備えちょき』　R1

 2.25／20:05～20:55，21:05～21:30
〔徳島県域〕
『阿波スペシャル』　G
　「 大雪災害から1年　～災害時の孤立を考える～」
 12. 4／19:30～19:55
『熱演！真昼の阿波おどり2015』　E

 8.25～27
『あわ☆メロ』　G
　「 5月だ！“晴れたらいいね”スペシャル」

 5.23／13:50～15:20
　「 チャットモンチー先輩がやってきた！秋の進

路相談スペシャル」 10.18／16:25～17:55
『第25回リオデ徳島音楽祭』　FM

11.18／14:00～15:55
『徳島ラジオ 4局共同制作「いのちのラジオ　
徳島の防災を考える」』　R1

 2.20／17:00～18:00
〔香川県域〕
『香川スペシャル』　G
　「讃岐　水とともに」 12.19／16:35～17:34
　「 感動ありがとう　高松商業～センバツ準優勝

の軌跡～」 16. 4. 3／13:05～13:40
『かがわアーカイブス』　G
　「～まもなく開幕！瀬戸芸スペシャル～」

 3.19／10:05～11:10
『かがわ防災ラジオ』　R1
　「巨大地震にどう備えるか」

6.20／ 9:05～ 9:55
　「大雨・土砂災害への備え」 

 9. 4／12:30～12:55
　「冬の防災とは」 12.18／12:30～12:55
　「 東日本大震災から 5年　香川からの被災地支

援を考える」  3.11／12:30～12:55
『朗読　壺井栄賞』　R1  7.11／ 9:05～ 9:50
『かがわラジオスペシャル』　R1
　「 ラジオ深夜便　明日へのことば～石倉三郎　

俳優を目指した原点～」  2.20／ 9:05～ 9:55
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　「小豆島高校野球部の挑戦」
 3.18／12:30～12:55

3．スポーツ中継

〔高校野球〕
全国高校野球選手権大会・各県大会
〔各県域〕
　愛媛県　 準決勝  G・E・R1・FM／ 7.26

　決勝 G・E・R1／ 7.27
　高知県　 準決勝 E・FM／ 7.28

　決勝  E・FM／ 7.29
　徳島県　 準決勝 E・FM／ 7.28

　決勝 E・FM／ 7.29
　香川県　 準決勝 G・E・R1・FM／ 7.27

　決勝 E・FM／ 7.28
秋季四国地区高校野球・各県大会
〔各県域〕
　愛媛県　準決勝，代表校決定戦，決勝

R1・FM／10. 3～ 4
　高知県　準決勝， 3位決定戦，決勝

R1／10.10～11
　徳島県　準決勝， 3位決定戦，決勝

R1／10. 3～ 4
　香川県　準決勝， 3位決定戦，決勝

R1・FM／ 9.27，10. 3
秋季高校野球四国大会（四国ブロック）
　準決勝 G・G2・E・R1・FM／10.31
　決勝 G・G2・E・R1・FM／11. 1
〔全日本サッカー選手権〕　G
〔各県域〕
〔地区大会〕
　愛媛県　代表決定戦  8. 2
　高知県　代表決定戦  8.23
　徳島県　代表決定戦  8. 2
　香川県　代表決定戦  8. 1
〔サッカーJリーグ・JFLリーグ中継〕　G
〔愛媛県域〕
愛媛FC戦
　対「徳島ヴォルティス」 11.23
　対「モンテディオ山形」  3. 6
〔徳島県域〕
徳島ヴォルティス戦
　対「大宮アルディージャ」  4.29
　対「カマタマーレ讃岐」  6.14， 9.20
　対「ロアッソ熊本」 11.14
　対「愛媛FC」 11.23
〔香川県域〕
カマタマーレ讃岐戦

　対「ファジアーノ岡山」  5.31
　対「徳島ヴォルティス」  6.14， 9.20
〔四国アイランドリーグplus中継〕
〔四国ブロック〕　G
中継　藤川球児投手 初登板！～四国アイランド
リーグplus　オープン戦～

 6.20
〔愛媛県域〕　R1
愛媛マンダリンパイレーツ戦
　対「香川オリーブガイナーズ」  5. 5
〔高知県域〕　R1
高知ファイティングドッグス戦
　対「徳島インディゴソックス」  5.16，9.16
〔徳島県域〕　R1
徳島インディゴソックス戦
　対「香川オリーブガイナーズ」  9.10
〔香川県域〕　R1
香川オリーブガイナーズ戦
　対「愛媛マンダリンパイレーツ」  8.25

Ⅱ．技　術

1．放送機能の強化

　南海トラフ巨大地震への備えとして，14年度ま
でに放送設備の機能強化を行ってきた。15年度は
これまで懸案であった松山会館の自家発燃料タン
ク容量を，17キロリットル増量して合計32キロリ
ットルとし，100時間分の燃料貯蔵を可能とした。
放送所では，宇和固定局の局舎新設に併せて燃料
タンクの容量を200時間分に増量した。これによ
り長時間の停電にも，安定した電源を確保するこ
とが可能となった。
　また，大規模地震の際にラジオ放送所の自家発
電装置をバックアップ起動するよう，緊急地震速
報により自家発電装置を自動で起動させるシステ
ムを整備した。
　14年度から進めてきた連絡無線のデジタル化で
は，15年度は泉ヶ森テレビ中継放送所に基地局を
追加整備した。これにより宇和島周辺地域での通
信状況が改善されただけでなく，南予地域でのヘ
リとの交信エリアが大幅に拡大し，緊急報道時な
どの利便性が向上した。

2．地域放送の充実

　戦後70年となる節目の15年度は，「しこく戦後
70年」として四国 4局合同のキャンペーンを展開
した。産業，災害，スポーツなどさまざまなテー
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マを証言や資料で振り返り，四国の将来を考える
契機とする番組を制作した。第 1回「プロロー
グ」では，簡易バーチャルシステムを用い多彩な
画面作りを行った。また，キャンペーンの一環で
実施した「戦後70年コンサート」では，松山市民
会館に10組の歌手を招き，四国ゆかりの名曲の
数々と映像で四国の自然や戦後の歴史をつづっ
た。収録には域内各局のほか，制作技術センター
や大阪局からの応援も合わせ総勢50人の技術スタ
ッフで臨み，ステージと会場の熱気をあますとこ
ろなく伝えた。
　このほか，秋の 4県ブロック中継シリーズや
『新日本風土記「みかん」』などの番組を制作し
た。年末には道後温泉から『ゆく年くる年』を生
放送し，年越しで賑

にぎ

わう様子を全国に発信した。
　ラジオの人気番組『つぶや句575』のテレビ版
を制作した。ラジオと同様に視聴者参加番組とし
て，放送中に届いた視聴者からのメッセージを連
動データ放送で紹介したり，放送中のスタジオの
様子を番組ホームページに公開したり，番組の進
行にあわせてツイッターの公式アカウントで情報
発信するなど，デジタルサービスをフルに活用し
た。

3．放送設備の整備

　ニュース字幕設備を新設し，11月より15時台・
20時台のニュースで字幕サービスを開始した。ま
た，この字幕設備を活用して完プロ番組への字幕
付加も試み， 2月の『四国羅針盤「“命の音”が
聞こえない」』の再放送で，字幕放送を実施した。
　取材・制作設備では，ロケカメラをすべてファ
イルベースカメラに更新したほか，中継車の録再
機や編集設備のファイルベース化更新も進み，本
格的なファイルベースによる番組制作の時代を迎
えた。
　公衆回線を使用したIP中継装置は14年度から導
入が始まり，15年度は本格的な運用段階を迎えた。
機動性と速報性を兼ね備え，台風中継をはじめ現
場からの一報伝送に極めて有用なツールとなって
いる。IP中継機材の充実にあわせて刻々と変化す
る通信状況を集中監視・管理するため，運用室に
IP卓を整備した。これにより 2台のモニターで 4
系統の受信状況を管理すると同時に，13系統のリ
ソースがハイビジョンMTXに割り付け可能とな
るなど，IP中継の運用性を大きく改善できた。ま
た，受信映像を映像取材デスク席にも表示する工
事を行い，現場の状況把握や安全管理に生かして
いる。

　R調／FM調 2つのラジオスタジオ設備を更新
した。アナブースの補修も併せて実施したため，
延べ 5か月間の長期工事となったが，アナウンサ
ーの要望や意見も十分に取り入れて快適な放送環
境を構築できた。
　放送所設備では，泉ヶ森固定局～八幡浜・大洲・
宇和・野村の各ラジオ放送所間を結ぶ，TTL回
線設備の更新を行った。

4．緊急報道・選挙報道

　 7月に襲来した台風11号は，進行速度が遅く進
路もなかなか定まらずに難しい対応となった。既
設天気カメラを存分に活用したほか，四国全土で
10か所からの中継を展開し，時々刻々と変化する
風雨や被害の状況を伝えた。L字送出の際は進路
図やレーダー画像も表示して，情報の充実を図っ
た。電波確保に向けては，事前にNHKアイテッ
クと入念な打ち合わせを行い，台風襲来前に要員
を現場に配置し，停波や設備障害に備えた。
　 8月には，域内各局と合同で大規模訓練を実施
した。南海トラフ巨大地震が発生し，津波により
域内局の放送機能が喪失したとの想定のもと，各
局サブステーションのほか，iPhoneやIP伝送装
置・CSKからの映像・音声を松山局に引き込み，
模擬の災害情報を送出した。訓練では伝送の手順
だけでなく，システムの機能や運用性の確認も行
った。また， 1月には，第 2回の 4局合同訓練を
実施した。原発対応も一つの焦点とし，四国電力
伊方原子力発電所オフサイトセンターからのCS
伝送やヘリ空撮，避難所からの中継などを組み込
み，ブロック内ニュースの送出訓練とした。これ
により，災害発生時のニュース送出フローを関係
者で共通認識としたほか，サブステーションをは
じめとする設備の機能と運用性の確認を行った。

5．良好な受信環境の確保

　NHK共同受信施設では川登（松山），勝賀瀬
（高知）など20施設の光化改修工事を完了した。
　電話による受信相談（約680件）や，訪問によ
る受信相談（約180件）を通し，安定した受信環
境の維持を図るとともに，視聴者に対するCS活
動を行った。

6．人材育成

　新採用者の増加に備え「新人育成プラン」を定
め，施行した。四国では域内育成担当者会議を立
ち上げ，事務局を松山局に置いて進

しん

捗
ちょく

やノウハウ
を域内各局で交換し，系統だった育成を進めた。
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松山局でも独自の育成プランを定め，技術職員と
しての基本スキル習得と，拠点局勤務者として専
門性を高めていく基礎力を養っている。

Ⅲ．視聴者

1．広　報

〔松山局〕
（１）地域番組等の番組広報
　年間キャンペーン「しこく戦後70年」の広報に
は，年間を通じてさまざまな角度から取り組んだ。
特集番組について，放送当日の地元紙朝刊でのテ
レビ欄色つけ広告や，複数回の記事掲載を実施し
た。また，関連企画として視聴者から体験談と写
真を募集し，アートギャラリーや公開イベント会
場でのパネル展示の実施や，ウェブと連動した展
開を図った。そのほか，広島局と連携し，原爆や
戦争に関する番組・資料や，愛媛における戦中資
料などを紹介する「平和アーカイブス展　愛媛
展」を，11月から12月にかけてアートギャラリー
で開催した。
　地域放送番組では，『いよ×イチ』と『えひめ　
おひるのたまご』の大型看板広告を， 4月から 5
月にかけて松山市中心部の繁華街に掲出したほ
か， 1階ロビーでの『いよ×イチ』キャスター等
身大パネルの展示や，JR松山駅のデジタルサイ
ネージへのポスター出稿など，各種PRを展開し
た。全国放送の『俳句王国がゆく』では，各回の
チラシを都度作成するなど，県域・四国ブロック
の地域放送番組や，松山局制作の全国放送番組の
積極的な広報に努めた。
　 1 月から開催した「生命大躍進」展では，
『NHKスペシャル』や自局制作の関連番組など
について，テレビ欄色つけ広告や記事掲載をそれ
ぞれ複数回実施したほか，初の試みとして，市内
を走る路面電車や空港リムジンバスにおける車内
アナウンス広告を半年間にわたり行うなど，積極
的な広報活動を展開した。
（2）地域のみなさまとの絆を強化
　多彩な広報イベントを県内各地で実施し，年間
を通して幅広い視聴者層に接する機会を持った。
　10月には，今治市のイベントで実施された『チ
ャリダー★』の収録にあわせて番組PRブースを
展開し，11月には，宇和島市の地域催事と連携し
て，地元CATVと共催で子ども向けステージショ
ーや番組PRブース展開などを行った。
　14年度に引き続き，県・松山市・マスコミ各社

が催す「えひめ・まつやま産業まつり」と連携し，
会館公開「NHKふれあい秋まつり2015」を11月
に開催した。「放送90年」をテーマに，放送90年
の歴史を振り返る展示，『NHKスペシャル』「生
命大躍進」関連の展示や各種ワークショップ，番
組と連動したトークショーやキャラクターショー
など多彩なコンテンツを展開し， 2日間で過去最
多となる 1万8,496人が来場した。
　会館内のアートギャラリーでは，地域の趣味サ
ークルなどの団体による幅広い分野の展示を，年
間43回（うちNHK主催で「えひめ　おひるのた
まご　絵手紙展」，「ぼくの絵わたしの絵展」等10
回）実施し，入場者数は 4万4,397人だった。また，
団体見学者は，小学 5 年生を中心に119団体・
5,275人，来局者の総数は10万3,512人だった。そ
のほか，松山局制作番組やイベント，アナウンサ
ー・キャスター，会館施設等を紹介する総合パン
フレットを，春夏号と秋冬号の 2回作成して配布
した。
（3）会館見学施設の拡充
　 1階ロビーに，ハイブリッドキャストを常時体
験することが可能な55型テレビを新規に設置し，
来館者の放送への理解を深めるための環境整備に
取り組んだ。
（4）迅速，的確，誠実な視聴者対応
　電話，来局，メール，手紙などによりハートプ
ラザへ寄せられた質問・意見・要望は，年間で 2
万517件にのぼり，各部と連携して迅速かつ的確
に対応するとともに，番組や業務改善などに反映
させた。
〔高知局〕
　「幅広い年齢層の視聴者とのふれあい」を意識
した広報展開を行った。特に，平素NHKと接点
が少ない若者世代に向けた広報に力を入れ，『総
合診療医　ドクターG』を利用した新規イベント
を高知大学医学部で実施。営業部と連携し，広報
を中心とした全局プロジェクトとして臨んだ。さ
らに，四国最大級のまんがイベント「まんさい」
にNHKブースを初出展。若年層に，高知局の存
在をアピールした。夏のよさこい祭りでは，今回
も特設サイトなどを立ち上げ，生放送中に連動デ
ータ放送で紹介する応援メッセージを募集し，多
くの県民に積極的に参加してもらえるよう努め
た。
〔徳島局〕
　 6月には，徳島局 1階ロビーで 6日間にわたっ
て「大河ドラマ特別展「花燃ゆ」全国巡回展」を
開催した。ドラマの見どころ映像の上映や，衣装・
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小道具の展示などを行った。 7月には，同じく徳
島局 1階ロビーで「ぼくの絵わたしの絵展」を開
催。第74回全国教育美術展で徳島県から入賞した
作品を展示した。 8月には，放送会館で 3日間に
わたって阿波踊りイベント「熱演！真昼の阿波お
どり」を実施した。出演者と観客を合わせた来館
者数は， 1万人近くにのぼった。バングラデシュ
の伝統舞踊団と有名連との共演や，実力派踊り手
へのインタビューなど演出に趣向を凝らし，来場
者の好評を得た。
〔高松局〕
　11月に会館公開「NHKふれあいフェア2015」
を開催した。「大河ドラマ巡回展」や四国の戦後
70年間の主な出来事を，年表や写真，ニュース映
像で紹介する「しこく思い出写真館」のほか，キ
ャラクターショーや放送カメラ体験などを行い，
2日間で2,000人を超える来場があり，地域のみ
なさまとのふれあいを深めることができた。
　また，会館内のふれあいギャラリーは，地域の
文化サークルなどの団体による展示会や作品発表
の場として，年間37回（うちNHK主催「ぼくの
絵わたしの絵展」 1回）実施，9,706人の入場者
があった。

2．イベント事業

（1）全国放送公開番組
　『NHKのど自慢』『民謡魂　ふるさとの唄』『新・
BS日本のうた』『俳句王国がゆく』など20本の全
国放送公開番組を四国 4県で実施し， 1万5,000
人余りが来場した。
（2）教育・こどもイベント
　「全国学校音楽コンクール」「放送コンテスト」
「放送体験クラブ」（四国各局）などの教育イベ
ントを実施するとともに，「いないいないばあっ！
あつまれ！ワンワンわんだーらんど」（高知局），
「おかあさんといっしょファミリーコンサート」
（高松局），「ポコポッテイト小劇場」（四国各局）
などのこども向けイベントを実施した。
（3）展覧会
　特別展「生命大躍進」四国展（松山局），「第62
回日本伝統工芸展」（松山・高松局）を実施し，
地域の文化振興に寄与した。
（4）音楽イベント
　地元クラシック音楽ファンからも期待の高い
「N響松山定期演奏会」（松山局）や「N響演奏会
四国公演」（高知・徳島・高松局）を実施すると
ともに，N響メンバーが学校を訪ねる「学校にN
響メンバーがやって来た」（松山局）や「NHKこ

ども音楽クラブ」（高松局）を実施し，地域の音
楽文化の振興に寄与した。
（5）福祉・キャンペーンイベント
　NHKハートプロジェクト関連イベント「NHK
ハート展」（松山局）や「歳末・海外たすけあい」
（四国各局）のほか，「ふるさとの食　にっぽん
の食」地域フェスティバル（松山・徳島・高松局）
や，南海トラフ巨大地震への備えについて考える
「NHK四国防災シンポジウム」（松山局）など，
NHKが取り組む各種キャンペーンと連動したイ
ベントを実施した。
（6）スポーツイベント
　「ラジオ体操・みんなの体操会」（松山・徳島・
高松局）のほか，「各県サッカー選手権大会（天
皇杯県代表決定戦）」（四国各局）や，地域放送局
杯各種スポーツ大会などのスポーツイベントを実
施し，地域におけるスポーツ文化の振興に寄与し
た。
（7）地域への貢献イベント
　「しこく戦後70年」キャンペーン関連イベント
「NHKしこく戦後70年コンサート」（四国各局）
や，「NHKなぞ解きフィールドワーク～探れ！瀬
戸大橋のひみつ～」（高松局）を実施したほか，“放
送90年”を記念した「NHK安芸・童謡の里コン
サート」（高知局）や，小学生が俳句作りを楽し
む「NHKそれいけ！俳句キッズ」（松山局）など，
四国の風土や文化を伝えるイベントを実施し，地
域の文化振興への一助とした。

3．営　業

　「平成27～29年度　NHK経営計画」の初年度
にあたる15年度は，受信料の契約収納業務のさら
なる法人委託化など営業改革の推進により，受信
料の公平負担に向けた取り組みを展開した。四国
ブロックで初となる公開競争入札型の法人委託の
開発を，松山市等において実施した。これにより，
法人委託事業者は15年度末で 7社，13エリアとな
った。
　また，年度前半の前倒しによる業績確保と，受
信料制度の理解促進と受信料収入の増収に向け，
部門を超えた「ターゲット80」活動を展開した。
四国ブロックとしては，主に衛星契約数の拡大に
向け，14年度に引き続きケーブルテレビ事業者と
の連携強化に努めた。衛星放送の普及，受信状況
に応じた契約取り次ぎの拡大と事業所対策を進め
ることにより，世帯数の減少が進む中においても，
世帯の動態に左右されない，地方圏における受信
契約数増加モデルの構築に取り組んだ。



第
2
部

Ｎ
Ｈ
Ｋ

第２部　NHK｜第５章　地域放送局  ｜九州・沖縄

449 NHK年鑑’16

　さらには，事業所割引制度や業界団体取りまと
めを活用した事業所対策にも，継続的に取り組ん
だ。このほか，民事手続きによる支払い督促を四
国ブロック 4県で延べ 7回実施した。あわせて，
愛媛県において，四国で初めてとなる放送受信契
約未契約者に対する未契約訴訟を見据えた取り組
みを展開するなど，公平負担の徹底に努めた。

九州・沖縄
◇災害，選挙，事件・事故，経済・社会，スポー
ツと，多岐にわたるトピックスを地域に即して
取り上げた。ユネスコの世界遺産に福岡県の八
幡製鉄所や長崎県の三菱長崎造船所など 8県，
23資産で構成する「明治日本の産業革命遺産」
が登録されたことや，沖縄の米軍普天間基地の
名護市辺野古への移設計画を巡り，沖縄県知事
は，辺野古沖の埋め立て承認を取り消したこと
など，背景に迫る報道に取り組んだ。

◇防災・減災報道に際し，衛星中継車やIPモバイ
ル伝送機器等を効果的に活用。 5月の「口永良
部島」対応では，直前に設置した監視情報カメ
ラにより大噴火の瞬間をとらえ，その後各地の
火山に対して高感度カメラ設置による夜間監視
やウェブカメラ設置による伝送系統の多重化を
行った。報道系ファイルベース化更新を完了し，
ニューススタジオ番組制作での運用を開始し
た。

◇水俣病公式確認から60年，熊本局では関連番組
上映＆トークイベントを開催。戦後70年にあた
っては，長崎局では原爆に関する放送「長崎原
爆ノート」と連動したホームページ展開を行っ
た。沖縄局では「沖縄戦70年語り継ぐ　未来
へ」をテーマに「おきなわ　PEACE　LIVE」
コンサートを開催するなど，それぞれの節目に
合わせ，番組と連動した事業・広報を展開し，
幅広い世代への訴求を図った。その他，福岡局
では大型公開番組『ダイスキ！フェス』も実施。
◇営業活動の法人委託拡大のため新たな委託先の
開発・育成に取り組み，また，若手職員の育成
等を図る「事業所キャラバン」対策を各局で実
施。『二都物語』『ランスマ』等，番組を通して
地元ケーブルテレビ事業者と連携を強化した。
その結果，ブロック合計で全営業目標を達成し
た。

Ⅰ．放　送

1．放送の概要

（1）地域放送
　各局とも，平日午後 6時台のニュース番組や金
曜夜 7～ 8時台の定時番組を中心に，多様な特集
番組とあわせて地域放送の充実・強化を図った。
　平日午後 6時台のニュース番組では，福岡局が
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『ロクいち！福岡』，宮崎局が『イブニング宮崎』
をスタート。地域の 1日の動きや課題を掘り下げ
て伝え，人々の暮らしに役立つ情報を提供した。
　金曜夜間はブロック放送を原則とし，月に 1回，
各局が脱編成できる枠を位置づけた。午後 7時台
の報道番組『特報フロンティア』では事件・事故
の関連や，地方創生や地域経済，原発再稼働や普
天間基地移設問題など，九州・沖縄が抱える課題
や地域社会の新たな動きを取り上げた。午後 8時
台『きん☆すた』では九州・沖縄各地の魅力的な
人物や文化・自然など地域の情報を，さまざまな
切り口で親しみやすく紹介した。さらにこの時間
帯では，13作目となる『福岡発地域ドラマ』や，
73分の長時間を生かした討論番組『九州・沖縄　
ミライ語りっ！』，世界遺産関連の特集番組，プ
ロ野球「福岡ソフトバンクホークス」戦の中継な
ど多彩な番組を編成し，地域放送枠として一層の
充実を図った。
　戦後・被爆70年では，各局が関連した企画やリ
ポートを定時番組や特集番組，ミニ番組で積極的
に取り上げ，全国放送にも展開した。
　福岡局と北九州局では，年度後半から「ダイス
キ！福岡キャンペーン」を展開し，地域放送と
CS・ターゲット80活動を連動しながら地域の魅
力を発信し，放送局の存在感を高めた。
（2）戦後・被爆70年
　長崎・沖縄はじめ各地に戦争の傷あとが残る九
州・沖縄では，戦後・被爆70年にあたり，地域の
視点から戦争を見つめ直し，平和について考える
番組を制作した。
　全国放送では，『戦後70年沖縄全戦没者追悼式』
（6.23），『平成27年　長崎平和祈念式典』（8.9）
を生中継したほか，『NHKスペシャル』『NEXT　
未来のために』『クローズアップ現代』などでも
関連企画を放送した。『NHKスペシャル』「沖縄
戦　全記録」（6.14）は，独自に入手した 8 万
2,000人の戦没者データをビッグデータ分析の手
法で可視化し，住民の証言テープや米軍秘蔵フィ
ルムなど膨大な資料を使って沖縄戦の全容に迫っ
た。この番組は新しいジャーナリズムの方向性を
示したとの評価を受け，日本新聞協会賞を受賞し
た。
　沖縄局では地元出身の人気アーティストを起用
したユニット“さんご”が小学生の作文をモチー
フにした楽曲「いのちのリレー」を制作。「戦後
70年　おきなわ　PEACE　LIVE」（G，8.1／R1，
8.8～9）などで放送し，次代を担う子どもたちに平
和の大切さを伝えた。長崎局が広島局と共同制作

した『いのちのうた』（8.4）では，長崎からの中
継を交え，音楽を通して平和のメッセージを発信
した。
　管中番組では，70年目を迎えた 8月 9日長崎原
爆の日の午後 6時台に長崎発で『被爆者“最後”
の節目　長崎原爆70年』（8.9）を放送した。平均
年齢が初めて80歳を超え，被爆者が語ることがで
きる“最後”の節目と言われる中，被爆体験を若
い世代に継承する重要性や，安全保障関連法案へ
の懸念などを，追悼の祈りに包まれる長崎から伝
えた。福岡局は「生体解剖事件から70年　最後の
証言」（8.5）で終戦直前に起こった九州大学医学
部での米兵捕虜生体解剖事件を取り上げた。当事
者として唯一の生存者である医師・東野治夫さん
の目を通して，戦争がもたらす人間の狂気，戦後
70年を経ても今なお残る心の傷あとと平和への強
い思いを描いた。この番組は『ETV特集』「“医
師の罪”を背負いて～九大生体解剖事件～」
（12.12）にも展開し，全国放送した。
（3）災害・気象
　15年は九州各地で火山活動が活発化した。 5月
29日，鹿児島県の口永良部島にある新岳が噴火。
気象庁が噴火警戒レベルを最高の 5に引き上げ，
地元の屋久島町が口永良部島の全域に避難指示を
出した。NHKは噴火の直前に口永良部島を望む
屋久島西部にロボカメを設置し，爆発的な噴火の
瞬間を捉えた。10月21日には気象庁が警戒範囲を
口永良部島全域から縮小し，火口からおよそ2.5
キロとした。12月25日には町が避難指示を解除し，
噴火から 7か月ぶりに住民が帰島した。
　鹿児島県の桜島では 8月15日に火山性地震が急
増し，山体の膨張も観測されたことから，気象庁
が「規模の大きな噴火が起きるおそれがある」と
して噴火警報を発表。噴火警戒レベルを 4に引き
上げた。鹿児島市は桜島の一部地域に避難勧告を
出した。 8月21日に火山噴火予知連絡会が「規模
の大きな噴火の可能性は低下」と発表。 9月 1日
には気象庁が警戒レベルを 3に引き下げ，鹿児島
市も避難準備情報を解除した。
　熊本県の阿蘇山では 9月14日，中岳第一火口が
噴火し，気象台が噴火警戒レベルを 3に引き上げ
た。15年から運用が始まった気象庁の噴火速報が
初めて発表された。NHKは噴火の前，火口から
数百メートルにあるロープウエーの終点駅に簡易
カメラを設置し，間近でとらえた噴火の様子をリ
アルタイムで報道した。
　鹿児島県と宮崎県にまたがる霧島連山の硫黄山
の火山活動が活発化し，気象台は16年 2 月28日に
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火口周辺警報を発表して，おおむね半径 1キロの
範囲での警戒を呼びかけた。火口周辺警報は約 1
か月後に解除された。
　 7月から 8月にかけて， 2つの台風が九州に上
陸した。このうち台風12号は，沖縄県の大東島付
近から鹿児島県の奄美群島付近を経て，東シナ海
を北上。 7月26日，午後 6時半頃，長崎県佐世保
市付近に上陸し，各地でけが人が相次いだ。
　台風15号は，南西諸島各島を暴風域に巻き込み
ながら東シナ海を進み， 8月25日朝 5時すぎ，熊
本県荒尾市付近に上陸。その後，九州北部を縦断
した。この台風による暴風で，鹿児島県内では停
電が相次ぎ，三島村の離島，黒島では，住宅の屋
根が吹き飛ばされるなどの被害が出た。
　16年 1 月23日夜から25日の未明にかけて，九州・
沖縄は記録的な寒波に見舞われ，沖縄県名護市で
は沖縄本島の観測地点として観測史上初のみぞれ
を観測。鹿児島県奄美市でも115年ぶりの雪を観
測した。九州各地では水道管の破裂などによる断
水が相次いだ。
（4）選挙報道
　15年 4 月に統一地方選挙が行われ，前半戦では，
福岡と大分の知事選挙と，沖縄を除く 7県の県議
選，それに政令市の福岡と熊本の市議選の合わせ
て11選挙，後半戦は，県庁所在地の長崎と大分の
市長選挙や，長崎と宮崎の市議選など 8県で合わ
せて126の選挙が行われた。
　大分県知事選挙では，自民党県連と公明党県本
部が推薦する現職の広瀬勝貞氏が，無所属で前大
分市長の釘宮磐氏らを終始リードし，NHKでは，
当選確実を午後 8時に放送した。
　福岡知事選挙は， 2期目を目指す小川洋氏が，
自民・民主・公明・維新・社民それに県農政連か
ら，相乗りの形で推薦を取り付け，盤石の態勢を
整え，NHKでは午後 8時に当選確実を放送した。
　後半戦の長崎市長選挙は，現職の田上富久氏が
無投票で当選した。
　大分市長選挙は，地元出身で元中小企業庁次長
の佐藤樹一郎氏が有利に選挙戦を進め，NHKで
は当選確実を午後 8時に放送した。
　16年 1 月には沖縄県宜野湾市長選挙が行われ
た。選挙は，アメリカ軍普天間基地の移設問題を
巡り，国と県がお互いに裁判所に提訴する異例の
状態で行われた。選挙戦で，現職の佐喜真淳氏は，
自民党と公明党の全面的な支援を受け，移設計画
の是非には具体的には触れず，基地を固定化させ
ないため，早期返還と危険性の除去を政府に求め
ることが最優先だと訴えた。一方，新人の志村恵

一郎氏は，基地を抱える宜野湾市でも辺野古への
移設に反対する民意を示すことで計画の阻止につ
なげたいとして，翁長知事の全面的な支援を受け
て，激しい選挙戦となった。佐喜真氏は，自民党
や公明党の支持を固めるとともに，いわゆる無党
派からも一定の支持を集め， 2回目の当選を果た
した。NHKでは，事前や当日の調査・取材など
から，午後 9時過ぎに当選確実を放送した。
　16年 3 月には，任期満了に伴う熊本知事選挙が
行われた。現職の蒲島郁夫氏に，新人の元熊本市
長らが挑む構図となったが，蒲島氏は， 2期 8年
の実績を強調し， 3回目の当選を果たした。
（5）事件・事故
　15年 6 月，特定危険指定暴力団工藤会（北九州
市）のトップらが上納金をめぐる脱税容疑で福岡
県警に逮捕された。上納金をトップの所得として
捉える新たな捜査手法が注目され，その後国税当
局がトップの資産約 8億円を差し押さえた。
　 7月，大分県杵築市で住宅が全焼し 5歳から14
歳の子ども 4人が死亡した。父親の海上自衛官が
放火容疑で逮捕され，その後重過失失火などの罪
で起訴された。
　 9月，長崎県対馬市沖でイカ釣り漁船 5隻が転
覆し乗組員 5人が死亡した。当時，目撃証言など
から竜巻が発生していた可能性が指摘されたが，
国の運輸安全委員会は解明できなかったとした。
　10月，宮崎市で軽乗用車が歩道を暴走し 2人が
はねられて死亡， 5人が重軽傷を負った。県警は
運転していた鹿児島県の73歳の男を危険運転致死
傷の疑いで逮捕した。男は精神鑑定の結果などか
ら，持病の影響により正常な運転に支障が出るお
それのある状態で運転したとして起訴された。
　16年 1 月，福岡市で山口組系暴力団事務所に火
炎瓶が投げ込まれた。その後，対立する神戸山口
組系暴力団の幹部らが逮捕され，火炎瓶処罰法違
反の罪で起訴された。神戸山口側の関係者が殴ら
れた事件の報復だったとされた。神戸山口組を巡
っては， 2月，鹿児島市で覚醒剤100キロを所持
していた容疑で福岡県警が暴力団幹部らを逮捕
し，その後密輸の疑いで再逮捕した。
　 2月，福岡市の路上で帰宅途中の予備校生の女
性（19）が刃物で刺されて殺害され，同じ予備校
に通う少年（19）が殺人容疑で逮捕された。交際
を断られたことなどから恨んでいたという内容の
供述をしたという。
（6）地域の課題とスポーツ
　 7月，ユネスコの世界遺産に福岡県の八幡製鉄
所や長崎県の三菱長崎造船所など 8つの県の23の
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資産で構成する「明治日本の産業革命遺産」が登
録されることが決まった。
　 8月11日，東日本大震災の東京電力・福島第一
原発事故の後，停止していた国内の原発のうち，
鹿児島県にある九州電力・川内原子力発電所 1号
機が再稼働した。新規制基準のもとでの稼働は全
国で初めてで，日本の原子力政策にとって，大き
な転換点となった。川内原発のゲート前には全国
から反原発団体が集まり抗議行動を展開した。 1
号機に続き， 2号機も10月15日に再稼働した。
　沖縄の米軍普天間基地の名護市辺野古への移設
計画を巡って，沖縄県の翁長知事は，政府との集
中協議が事実上，決裂したことを受け，10月に前
知事の辺野古沖の埋め立て承認を取り消した。こ
れに対し，政府は，知事の取り消しの効力を一時
停止する決定をし，移設計画の中核となる埋め立
て工事に着手するとともに，知事に代わって承認
取り消しを撤回する代執行を求める裁判を起こし
た。一方，県側も，政府の決定は違法だとして提
訴し，双方が裁判所に訴えあう異例の事態となっ
た。16年 3 月，裁判所の和解案を政府と沖縄県が
受け入れ，双方が訴訟を取り下げるとともに，政
府は埋め立て工事を中止し，再び沖縄県と協議す
ることで和解した。しかし，普天間基地の返還実
現には辺野古への移設計画が唯一の解決策とする
政府と，移設阻止を掲げる沖縄県側との立場の隔
たりは大きく，日米の返還合意から20年がたった
中でも，先行きが見通せない状況が続いた。
　プロ野球「ソフトバンク」は，クライマックス
シリーズで「ロッテ」を退け，日本シリーズでは
「ヤクルト」と対戦， 4勝 1敗で 2年連続の日本
一を決めた。
　サッカーでは，J2の「アビスパ福岡」が 5年ぶ
りのJ1復帰を決めた一方，同じJ2の「大分トリニ
ータ」はJ3に降格した。
　大相撲では福岡県柳川市出身の大関・琴奨菊が
16年 1 月の初場所で14勝 1 敗の成績を残し，日本
出身力士として10年ぶりの優勝を果たした。

2．地域放送番組

（1）定時番組
〔九州・沖縄ブロック〕
『特報フロンティア』　G

金　19:30～19:55
再日　 7:45～ 8:10

　第 1 回11.4.1／第 1， 3 ～ 5 週：九州・沖縄ブ
ロック／スタジオをベースに，九州・沖縄地域の
課題や，人々が注目する出来事に正面から向き合

う報道番組。月 1回，各局の脱可能枠を設けた。／
各局タイトル：『特報フロンティア』（福岡），『北
九州×クロス』（北九州），『くまもとの風』（熊本），
『長崎人（じげもん）』（長崎），『かごスピ！』（鹿
児島），『宮崎熱時間』（宮崎），『ドキュメント挑』
（大分），『佐賀イズム』（佐賀），『きんくる～沖
縄金曜クルーズ』（沖縄）
『きん☆すた』　G

金　20:00～20:43
再翌週土　10:05～10:48

　第 1 回11.4.8／九州・沖縄ブロック／スタジオ
ベースの地域情報バラエティー番組。“見ると元
気になる”痛快な番組を目指し，九州・沖縄の一
番すごい人やモノ，各地の文化や自然などの地域
情報を，さまざまな切り口で取り上げた。毎回，
番組の見どころを紹介するプレオープニングを
19:55～19:58で編成。月 1 回の脱可能枠を設け
た。／各局タイトル：『いっちゃがゴールド』（宮
崎），『沖縄の歌と踊り』（沖縄）
『おはサタ！』　G 土　 7:30～ 8:00
　第 1 回14.4.5／九州・沖縄ブロック／地域の話
題をより深く，より魅力的に伝えるニュース情報
番組。九州・沖縄ゆかりの著名人とのトークや
「西日本の旅」のほか，「恋するアート」など特
集企画を設けた。気象コーナーはデータ放送の双
方向ボタンを使って視聴者参加型とした。
『はっけんTV』　G

九州ブロック　月～金　11:30～11:45
福岡県域　　　月～木　11:45～12:00
福岡単　　　　　金　　11:45～12:00

　第 1 回13.4.3／九州・沖縄“ 8県（はっけん）”
の今を“発見（はっけん）”する番組。各県の市
町村の話題や行楽・イベント情報，わがまち自慢
など，九州・沖縄のネットワークを生かして生放
送で伝えた。福岡・北九州局は，11:45から引き
続き県域（金曜は単）で，料理や健康など暮らし
に役立つ身近な情報を伝えた。／各局タイトル：
北九州局『きたきゅうたいむ』，熊本局『テレメ
ッセくまもと』，長崎局『ながさきナビゲーター　
ヒルミテ』，鹿児島局『ひるまえクルーズかごし
ま』，宮崎局『昼前ほっとみやざき』，大分局『好
きっちゃおおいた』，佐賀局『ひるまえ情報便』，
沖縄局『沖縄ちゅらTV』
『おはよう九州沖縄』　R1

月～土　 7:40～ 7:58
　九州・沖縄ブロック／九州・沖縄のニュースや
気象・交通情報，地域のホットな話題で構成する
生活情報番組。



第
2
部

Ｎ
Ｈ
Ｋ

第２部　NHK｜第５章　地域放送局  ｜九州・沖縄

453 NHK年鑑’16

『はっけんラジオ』　R1
月～金　17:00～17:55

　第 1 回13.4.1／九州・沖縄ブロック／各地の自
治体や防災士などとの関係づくりを進め，ふだん
からラジオを聴いてもらうことで，“地域の安全・
安心ラジオ”の機能強化に努めた。ニュース・気
象予報や防災対策情報に加え，身近な地域の情報
や娯楽性のある企画などを，福岡局のスタジオか
ら生放送で伝えた。九州・沖縄各県の放送局（北
九州を除く）からの出前放送も行った。
〔県域〕
『ロクいち　福岡』　新　G

福岡単　月～金　18:10～18:59
　第 1 回15.3.30／単／福岡のその日の出来事を，
いちばん早く，いちばん詳しく，いちばん分かり
やすく伝える「地域いちばん」のニュース番組を
めざした。事件・事故等の最新情報，人々の暮ら
しに直結する重要課題のゆくえ，東京や世界など
の動きと福岡との関わり，スポーツ，街角情報な
どを分かりやすく伝えた。
　福岡局以外の各局も同時間帯にニュース番組を
編成。18:45～18:52を管中ニュース（鹿児島・沖
縄を除く）とした。宮崎局は番組をリニューアル
した。／各局タイトル／北九州局『ニュースブリ
ッジ北九州』，熊本局『クマロク！』，長崎局『イ
ブニング長崎』，鹿児島局『情報WAVEかごし
ま』，宮崎局『イブニング宮崎』，大分局『しんけ
んワイド大分』，佐賀局『ニュースただいま佐賀』，
沖縄局『おきなわHOTeye』。（鹿児島と沖縄は
18:10～）
『福岡ダイスキ☆ランキング』　新　G
　第 1 回15.10.17／福岡県域／年度後半からの
「ダイスキ！福岡」キャンペーンのミニ番組。視
聴者と福岡ゆかりの著名人らにダイスキな福岡に
まつわる質問に回答してもらいランキングを発
表。月刊形式で放送した。／司会：パンクブーブ
ーほか
　「10月号」 10.17／21:50～22:00
　「11月号」 11.14／21:50～22:00
　「12－ 1 月号」 12.20／17:30～17:40
　「 2月号」 2.13／21:50～22:00
　「 3月号」 3. 5／21:50～22:00
『NHKニュース　おはよう日本』　G

福岡県域，各局単　　月～金　 7:45～ 7:51
九州・沖縄ブロック　月～金　 7:51～ 8:00

　第 1 回93.4.5／福岡県域・各局単の時間帯は，
各県のニュース・気象情報。ブロック時間帯は，
各局のネットワークを生かした広域ニュースやリ

ポート企画で構成。
（2）特集番組
〔九州・沖縄ブロック〕
『福岡発地域ドラマ』　G　

（年 1本）　金　20:00～20:43
　第 1 回02.11.22／九州・沖縄ブロック／地域放
送局ならではの視点で，舞台となる地域の文化や
歴史，自然を背景に，そこに住む人々とともに，
さまざまな人間ドラマを描いてきた。07年度を除
いて毎年度制作した。13作目は糸島市を舞台に，
かけがえのない人生に気付いていく「いのち」の
物語を詩的な映像で描いた。／原作：「いとの森
の家」東直子／脚本：坂口理子／音楽：三柴恵／
出演：永作博美，樹木希林，濱田ここね，ほか。／
12.4（前編），12.11（後編）「いとの森の家」（福岡）
『世界遺産決定スペシャル～明治日本の産業革命
遺産～』　G 7.10／19:30～20:43

　世界遺産登録が決定した「明治日本の産業革命
遺産」の構成遺産とその魅力を，山口局とのイン
ターローカルで紹介した。番組では登録遺産があ
る地域の人々の喜びの様子に加え，遺産保護や観
光振興等の課題についても伝えた。
『九州沖縄　戦後70年』
　「生体解剖事件から70年　最後の証言」　G

8. 5／22:00～22:50
　終戦直前に起きた九州大学医学部での米兵捕虜
の生体解剖事件を，当事者の一人で唯一の生存者・
医師の東野治夫さんの証言を通して描き，負の歴
史を語り継ぐ難しさと大切さを訴えた。
『被爆者 “最後” の節目　長崎原爆70年』　G

8. 9／18:10～18:45
『九州・沖縄　ミライ語りっ！』　G

19:30～20:43
　「  若者たちがホンネ討論！これからの平和につ

いて考える」 10. 2
　「日韓対決！？ホンネの先に何が？」 2.12
『美術館は秘密基地　画家・原田脩と仲間たち』　
G （福岡）11.20／19:30～19:55

『戦後70年沖縄全戦没者追悼式』　G
 （沖縄） 6.23／11:45～11:54
※ 12:20～12:45で全国放送
沖縄は県域で11:54～12:20でマルチ編成

『祝！リーグ優勝　福岡ソフトバンクホークス』　
G （福岡）  9.18／ 0:15～ 1:00

『祝　日本一！福岡ソフトバンクホークス』　G
（福岡）10.30／ 0:10～ 0:40

『大相撲九州場所前夜祭』　G
（福岡）11. 6／19:30～20:43
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『高専ロボコン2015　九州沖縄地区大会』　G
（福岡）11.15／11:00～11:54

『ガチアジア』　G 22:00～22:43
　第 1回13.4.25／九州・沖縄ブロック／九州・沖
縄地方は，歴史的にも常にアジアと最前線で向き
合ってきた。また，アジアからの優れた文化を先
進的に取り入れ，全国に流布させる役割も担って
きた。“アジアの中の九州”をこれまでとはまっ
たく違う視点で捉えなおす知的教養エンターテイ
ンメント番組。
　「  噴火の脅威　どう向き合うか～日本とインド
ネシア 2つの“火山大国”～」 7.23

　「  中央アジア　祈りの源流を掘る～93歳・執念
のシルクロード～」 7.24

『ダイスキ！フェス』　G 3.21／19:30～20:43
　九州・沖縄ゆかりのビッグアーティストらが勢
ぞろいし，旅立ちの季節に「歌のエール」を贈る
大型音楽番組。『ダイスキ！』福岡キャンペーン
の集大成として福岡サンパレスで公開収録し
た。／司会：西内まりや，博多華丸・大吉／出演：
藤井フミヤ，森高千里，元ちとせ，HY，C＆K，
フェアリーズ，水谷千重子，HKT48
『世界遺産への道』　G

土　12:40～12:45ほか
日　 5:55～ 6:00ほか

　世界遺産登録を目指す各地の文化的遺構を紹介
するミニ番組。「明治日本の産業革命遺産」シリ
ーズ14本（15年 7 月登録），「長崎の教会群とキリ
スト教関連遺産」シリーズ 5本を放送した。
『九州ダイスキ☆ランキング～九州・沖縄　お正
月といえば…！？』　G

1. 8／19:30～19:55
　福岡県域の新番組『福岡ダイスキ☆ランキン
グ』の特別編として，九州・沖縄向けに放送した。
『九州沖縄FMスペシャル「山内惠介ライブ　＠
福岡」　FM

5.17／22:30～23:30
〔各県域〕
〔福岡局〕
『ふく！なび』　G

福岡単　（月 2本）水　20:43～20:45ほか
　第 1回11.10.12／福岡単または福岡県域／視聴
者に親しまれる放送局を目指し，福岡局のさまざ
まな取り組みを紹介する経営広報番組。地域放送
の目玉番組やデジタル放送の魅力，営業活動，イ
ベント展開など，“いま知ってもらいたい福岡局
のイチ押しの取り組み”を紹介した。

『博多祇園山笠2015』　G
7.15／ 4:30～ 6:06

『中継スペシャル　大濠花火大会』　G
8. 1 ／20:00～20:45

『ロクいち！福岡ハイライト』　G
福岡単　12.28／18:00～18:59

『ふっくTVスペシャル　おいでよNHK』　G
　5. 3／11:30～11:54

『ふっくTV　ふくおかをカンガェル～』　G
8. 1／19:30～20:00
11.23／19:30～19:55
3.25／20:15～20:43

『MIRAIが歌う！　NHK福岡児童合唱団 “MIRAI”
10周年記念コンサート』　FM

5. 5／10:00～11:00
『ガクラジ　in　久留米大学』　FM

10.31／12:15～13:00
『朗読イベント　世界遺産候補　宗像・沖ノ島を
読む』　R1

2.20／ 9:05～ 9:55
『ライフサポーター　あなたを守る防災ラジオ』
R1 3.19／12:15～12:55

〔北九州局〕
『いっしょにハレピョン』　G

8. 8／12:40～12:45ほか
『発見！COOL　KITAKYU！』　G

11. 3／11:00～11:43
『FM地域特集　若松鉄人ジャズ2015』　FM
 9.20／22:30～23:30
〔熊本局〕
『くまもとの風スペシャル　阿蘇ロックフェステ
ィバル2015』　G 7. 3／20:00～20:43

『2015　防災・命のラジオ～火山と防災～』　
R1 9. 1／12:20～13:00

『NHK・美術館コンサート』　FM
第154回　 6. 5／18:00～18:50
第155回　10.18／14:00～16:00
第156回　12.11／18:00～18:50

『こころとからだ　私らしく～フォーラムがんと
生きる　in　熊本』　G 6. 6／10:05～10:48

『水俣病60年　NHKが見つめた水俣』　G
第 1回　 1.31／15:57～17:02
第 2 回　 3.13／13:50～14:40

〔長崎局〕
『長崎人（じげもん）スペシャル　長崎　映像の
記憶～被爆70年を超えて～』　G

3.18／20:00～20:43
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『僕らのピースの種』　G
長崎単　（第 4）日　 22:40～22:50

『対談　瀬戸内寂聴×美輪明宏～戦後70年・夏　
長崎にて』　G 8. 9／13:05～13:48

『生中継　長崎くんち2015』　E
　10. 7／ 7:00～10:49

『いのちのうた　特別編』　G
　「被爆70年　ヒロシマ・ナガサキから」　

12.12／10:05～10:48
　「  吉永小百合×KinKi Kids　戦後70年スペシャ
ル対談」 12.12／10:50～11:15

『被爆体験記　朗読シリーズ「ナガサキ　被爆の
記憶」』　R1・FM

7.21～24，27， 8. 3， 6／11:55～12:00
『NHK長崎児童合唱団10周年コンサート』　
FM 8.28／ 9:30～10:55

〔鹿児島局〕
『かごしまの夕べスペシャル　ふれあい広場
2015』　FM 4.26／14:00～16:00

『NHK鹿児島　開局80周年記念　ふるさと鹿児 
島コンサート』　G 6.12／19:30～20:43

『かごスピ!スペシャル　カリフォルニア・ワインを
護ったサムライ～薩摩の士・長澤鼎の生涯～』　
G 7.17／20:00～20:43
『NHK鹿児島放送局　開局80周年記念番組「ま
るごと鹿児島　80年分てんこ盛り！」』　G

10.25／10:05～11:54ほか
『NHK鹿児島放送局開局80周年記念番組「ラジ
オで，とことん鹿児島三昧！」』　FM

10.17～18／11:00～11:55ほか
〔宮崎局〕
『みやざきスペシャル　「宮崎音時間　アジアの
歌姫GILLEのすべて』　G 6. 5／20:00～20:43

『宮崎熱時間×食農ミライ　宮崎の食　ヨーロッ
パをめざせ！』　G 7.17／19:32～19:57

『宮崎夢追い人スペシャル』　G
 1. 9／ 9:30～10:00
〔大分局〕
『大分スペシャル』　G
　「国東半島　祈りのこころ」

5.15／19:30～20:43
　「ふしぎ発見！カメラマンが見つめた大分」

6. 5／20:00～20:43
　「Oita　Lab～湯の町別府・復興の物語～」

7.17／20:00～20:43
　「体感！くじゅうの旅」 9.11／20:00～20:43
　「湯ったり出会い旅　秋の総集編」

11.13／20:00～20:43

　「Oita　Lab～漫画界のレジェンド・麻生豊～」
3.18／20:00～20:43

『緊急特番「どう向き合う “伊方原発” ～大分へ
の影響を徹底検証～」』　G

11.13／19:30～19:55
『徹底討論　どうする　大分トリニータ』　G

12.23／14:00～14:58
〔佐賀局〕
『さがスペシャル』　G
　「ある有田焼の身の上話」 5.15／20:00～20:43
　「  無心で蹴り抜く～ラグビー日本代表　五郎丸

歩～」 9.11／20:00～20:44
　「くんち　胸高鳴るとき」 1. 1／12:15～12:58
『佐賀イズム』　G
　「Ceramic Treasures　有田焼」

4.17／19:30～19:55
　「サガめしSPECIAL」 9.11／19:30～19:55
　「学童保育はいま」 1. 9／10:50～11:15
　「  伝統産業は生き残れるか～有田焼400年目の

挑戦～」 1.15／19:32～19:57
『有田焼いろは』（ミニ番組）　G

佐賀単　土　12:40～12:45ほか
『NHKきょうのニュース　YUYAのオーレ！サ
ガン鳥栖』　R1

佐賀単　月　19:45～20:00
〔沖縄局〕
『戦後70年　おきなわ　PEACE　LIVE』　G

6.23／20:00～20:43
　県民の 4人に 1人が犠牲になった沖縄戦から70
年。沖縄出身のアーティストのKiroroの 2 人と
HYの仲宗根泉が，未来の平和の願ったテーマソ
ング「いのちのリレー」を制作。この歌をメイン
に 5月に那覇市で開かれた音楽祭の様子を紹介し
た。／出演：HY，Kiroro，一青窈，宮沢和史，
さんご
『戦後70年企画　NHKが見つめた沖縄戦』　G

（第 1）日／13:50～15:00
　沖縄戦に関するNHKの番組およそ300本から選

よ

りすぐって毎月 1本を放送。貴重な映像素材や番
組を通して，悲惨な沖縄戦にさまざまな角度から
向き合った。
『沖縄の歌と踊り』　G
　旧盆特集「元ちゃん劇場・娘の里帰り」

8.30／15:05～16:05
　正月特集「元ちゃん劇場・娘の里帰り」

1. 3／10:20～11:20
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『うちなーであそぼ』
G　沖縄単　日　10:55～11:00
E　沖縄単　月　17:20～17:25

金　 7:25～ 7:30
『平良とみさんを偲（しの）んで～芝居「首里子
ユンタ」』　G 12.19／16:35～17:35
『沖縄ミュージックジャーニー』　FM

（第 1）金　18:00～18:50
〔各局共通〕
『第82回NHK全国学校音楽コンクール』
〔九州・沖縄ブロック〕
九州・沖縄ブロックコンクール
　小学校・中学校・高等学校

E　 9.26／14:00～17:00
〔各県域〕
福岡県コンクール
　小学校 E　 8.22／12:30～14:00
　中学校 E　 8.23／12:00～14:30
　高等学校 E　 8.24／12:00～12:50
熊本県コンクール
　小学校（前半） FM　 8.24／18:00～18:50
　小学校（後半）・高等学校

FM　 8.25／18:00～18:50
　中学校 FM　 8.26～28／18:00～18:50
長崎県コンクール

FM　 8.30／14:00～16:00
鹿児島県コンクール

FM　 8.30／14:00～16:00
宮崎県コンクール

FM　 8.24～28／18:00～18:50
大分県コンクール

　FM　 8.30／14:00～17:55
佐賀県コンクール

FM　 8.22／ 9:00～11:00
沖縄県コンクール
　小学校 E　 8.22／ 9:30～11:00
　中学校・高等学校 E　 8.23／15:00～16:50
〔各局発全国放送〕
『戦後70年沖縄全戦没者追悼式』

G　 6.23／12:20～12:45
R1　 6.23／12:20～12:55

『平成27年　長崎平和祈念式典』
G　 8. 9／10:30～11:48
R1　 8. 9／10:55～11:32

『被爆70年長崎原爆の日ラジオ特集「ナガサキ　
歌の語り部たち」』　R1 8. 9／20:05～20:55
『いのちのうた』　G 8. 4／19:30～20:43
　戦後・被爆70年の節目の夏，広島をキーステー

ションに長崎・東京を生中継で結び，「生きるこ
とのすばらしさ」「命を育み続けることの大切さ」
を「うた」で届ける音楽番組。ヒロシマ・ナガサ
キから「歌の力」で平和へのメッセージを発信
し，平和な未来について考えるきっかけとした。／
出演：（長崎）さだまさし，MISIA， （広島）二
階堂和美，モーニング娘。’15，（東京）大原櫻子，秦
基博ほか
『戦後70年　おきなわ　PEACE　LIVE』

G　 8. 1／15:05～15:48
R1　 8. 8～ 9／22:10～23:00

『NHKスペシャル』　G
　「沖縄戦　全記録」 6.14／21:00～21:58
　「特攻～なぜ拡大したのか～」

8. 8／22:00～22:50
　「  “あの子”を訪ねて～長崎・山里小　被爆児

童の70年～」 8. 9／21:00～21:49
　「  アニメドキュメント　あの日、僕らは戦場で

～少年兵の告白～」 8.11／19:30～20:43
　「  CYBER SHOCK（サイバー　ショック）狙

われる日本の機密情報」
2. 7／21:00～21:49

『クローズアップ現代』　G
　「  最後の同期会　沖縄戦・“ひめゆり”たちの

70年」 4. 2／19:30～19:56
　「  “ポスト”に託された命～赤ちゃん100人のそ

の後～」 4. 7／19:30～19:56
　「  間近に迫った火砕流～緊急報告　口永良部島

噴火～」 6. 1／19:32～19:58
　「  シリーズ戦後70年　礎（いしじ）に刻まれた

沖縄戦」 6.18／19:30～19:56
　「高齢者の“大移住”が始まる！？」

2.15／19:30～19:56
『目撃！日本列島』　G 土　11:30～11:53
　「  知られざる“本土決戦”～米軍ガンカメラが

記録した真実～」 7.11
　「  チョイてごがお年寄りを救う～限界集落　暮

らし続けるために～」 9.19
　「200年の森に夢を託して」 10.24
　「  届けたい　私たちの“ハーモニー”鹿児島ろ

う学校　合奏に挑む」 11.21
　「長崎原爆　救援列車」 12.19
　「俺たちのメイドインジャパン」 2.20
『にっぽん紀行』　G
　「  ぼくは　強くなりたい～鹿児島桜島100㎞の

道～」 9.24／19:30～19:55
　「大分　中津江村　ぬくもりにつつまれて」

12.14／19:30～19:55
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『NEXT　未来のために』　G
　「  最後まで向き合う～元電機メーカー・技術者
の覚悟～」 9. 3／ 0:10～ 0:39

　「  虐待の過去を越えて～児童養護施設　生い立
ちと向き合う～」 11.12／ 0:24～ 0:53

　「  よみがえる記憶～戦艦武蔵　知られざる悲劇
～」 11.19／ 0:58～ 1:27

『ドキュメント72時間』　G
　「屋久島・巨木に集う人びと」

5. 8／22:55～23:20
『ブラタモリ』　G 土　19:30～20:15
　「＃ 1・ 2長崎」 4.11，18
　「＃17　博多」 9.19
　「＃18　福岡と鉄道」 10. 3
　「＃32　沖縄・首里」 2.27
　「＃33　那覇」 3. 5
　「＃34　熊本城」 3.19
『今夜も生でさだまさし』　G
　「どん！鹿児島でごわす」 2.28／ 0:05～ 1:35
『世界遺産決定スペシャル～明治日本の産業革命
遺産～』　G 7.12／ 2:55～ 4:08

『第30回　国民文化祭・かごしま2015』　G
11. 7／16:05～16:49

『ETV特集』　E 土　23:00～23:59
　「  墨に導かれ　墨に惑わされ～美術家・篠田桃
紅　102歳～」 5.30

　「  原爆にさわる　被爆をつなぐ～長崎　戦後　
70年を生きる被爆二世」 9.12

　「  “医師の罪”を背負いて～九大生体解剖事件
～」 12.12

　「  “浦”によせる物語～作家・小野正嗣を育ん
だ蒲江～」 2. 6

　「  名前を失くした父～人間爆弾“桜花”発案者
の素顔～」 3.19

『こころの時代～宗教・人生～』　E
日　 5:00～ 6:00

　シリーズ　私の戦後70年
　「  害（そこな）われし人々のなかに　沖縄でコ
ルヴィッツと出会う」 8.30

　「こころの壁を超える」 9.13
　「仏性を見いだし　人を育てる」 12.13
『サイエンスZERO』　E
　「 日本発　魔法の泡！　ウルトラファインバブ
ル」 8.30／23:30～ 0:00

『人生デザイン　U－29』　E 月　19:25～19:49
　「畜産農家」 5.11
　「メディアアーティスト」 6.15
　「大学職員」 6.22

　「農産物販売」 1.18
『先人たちの底力　知恵泉（ちえいず）』　E

火　22:00～22:43
　「逆境から飛躍するには　長澤鼎」（前編）

6.16
　「進むべき“道”を守れ！長澤鼎」（後編）

6.23
『日曜美術館』　E
　「  海峡を越えて　画家イ・ジュンソプと妻マサ

コ」 1.24／ 9:00～ 9:45
『ハートネットTV』　E
　「  被害者が伝える地下鉄サリン事件～映画監

督・阪原淳～」 3.23／20:00～20:30
『焦土に咲いた花～沖縄芸能　伝説の舞台～』　
BS1 2.26／21:00～21:40

『アスリートの魂』　BS1 土　 0:00～ 0:45
　「  終わりなき挑戦　視覚障害者ランナー　道下

美里」 6. 6
　「  無心で蹴りぬく　ラグビー日本代表　五郎丸

歩」 9.12
『世界で花咲け！なでしこたち』　BS1
　「コアラ　森に帰る日まで」
 3. 4／21:00～21:49
『BS1スペシャル』　BS1
　「  戦場の真心～沖縄を救った日系人～」 8.10／

21:00～22:49
　「  戦争を知らない子どもたちへ～元少年兵の告

白～」 11.28／22:00～22:50
『阿蘇ロックフェスティバル2015』　BSP

7.12／22:50～23:49
『博多祇園山笠2015』　BSP

7.28／17:00～17:59
『対談　瀬戸内寂聴×美輪明宏』　BSP

8.16／16:00～16:59
『豪華けんらん　長崎くんち奉納踊　2015』　
BSP 10.26／15:00～16:24

『新日本風土記』　BSP
　「沖縄の海」 11.20／21:00～21:59
　「長崎の協会」 1.22／21:00～21:59
『くんち　胸高鳴るとき』　BS1
 2.22／19:00～19:43
『ラジオ特集　戦後70年　終わらない沖縄戦』　
R1 6.23／21:05～21:55

『世界遺産登録へ！明治日本の産業革命遺産　ラ
ジオでつなぐ明治日本の近代化』　R1

 7. 5／16:05～16:55
『戦後70年「みんな、戦争のこと、知ってる？」』　
R1 8.15／21:05～21:55，22:10～23:00
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『戦後70年関連番組「響け、長崎の鐘」』　R1
8. 9／21:05～21:55

『ガチゴエ～恋愛に苦しむ若者たち～』　R1
11.23／20:05～20:55，21:05～21:55

『ラジオ文芸館』　R1
　「ブルーグラス」 12. 5／ 8:05～ 8:45
『ラジオ深夜便』

R1　 2.27／23:15～ 5:00
FM　 2.28／ 1:00～ 5:00

『戦後70年　おきなわ　PEACE　LIVE』
R1　 8. 8～ 9／22:10～23:00

『FMシアター「弾け！はじけろ！そろばん甲子
園」』　FM 7.11／21:00～21:50

3．スポーツ中継

〔高校野球〕
第97回全国高校野球選手権大会・地区大会
　福岡大会　  準決勝 G・E・R1・FM／ 7.27

決勝 E・FM／ 7.28
　熊本大会　  準決勝 G・E・R1／ 7.23

決勝 G・E・R1・FM／ 7.25
　長崎大会　  準決勝 G・E・R1／ 7.25

決勝 E・FM／ 7.27
　鹿児島大会  準決勝 G・E・R1／ 7.24

決勝 G・R1／ 7.25
　宮崎大会　  準決勝 E・R1・FM／ 7.27

決勝 E・FM／ 7.28
　大分大会　  準決勝 G・E・R1／ 7.25

決勝 G・E・R1・FM／ 7.27
　佐賀大会　  準決勝 G・E・R1・FM／ 7.27

決勝 E・FM／ 7.28
　沖縄大会　  準決勝 G・E・R1／ 7.18

決勝 G・R1／ 7.19
第137回九州地区高校野球大会
　　準決勝 R1／10.28
　　決勝 R1／10.29 
　　熊本大会 R1／10.11
　　長崎大会 R1／10.10～11
　　鹿児島大会 R1／10. 2～ 3， 5～ 6
　　大分大会 R1／10. 6，R1・FM／10. 7
　　佐賀大会 R1／10. 3～ 4
〔県域〕
NHK旗（杯）高校野球大会
　　福岡大会 R1／5.17
　　熊本大会 R1／ 5.30～ 6. 1
 FM／ 6. 1
　　鹿児島大会 R1／ 5.25～26
 FM／ 5.28～29

　　宮崎大会 R1／ 6.10，12
　　佐賀大会 R1／ 6. 2～ 3，G／ 6. 3
〔プロ野球〕
〔九州・沖縄ブロック〕
　「ソフトバンク」対「西武」 G／ 4.24
　「ソフトバンク」対「楽天」 G／ 5. 8
　「ソフトバンク」対「広島」 G／ 6.12
　「ソフトバンク」対「日本ハム」 G／ 8.28
　「ソフトバンク」対「楽天」 G／ 9. 4
　「楽天」VS「ソフトバンク」 G／ 9.12

9.12は仙台とのインターローカル。
　「ソフトバンク」対「オリックス」 R1／ 5.21
　「ソフトバンク」対「阪神」 R1／ 6.11
　「ソフトバンク」対「ロッテ」 R1／ 9.18
〔サッカー〕
〔九州・沖縄ブロック〕
〔Jリーグ（J2）・サッカー中継〕
　「サガン鳥栖」対「アビスパ福岡」

G／ 2.27
〔各県域〕
各県サッカー選手権大会決勝
　　福岡大会 E／ 7. 5
　　熊本大会 G／ 6.28
　　長崎大会 G／ 6.28
　　鹿児島大会 G／ 6.28
　　宮崎大会 E／ 8.16
　　大分大会 G／ 6.28
　　佐賀大会 G／ 8.16
〔各県域〕
　「ギラヴァンツ北九州」対「アビスパ福岡」

福岡県域・山口単　G／ 4.19
　「コンサドーレ札幌」対「ロアッソ熊本」

熊本単・札幌道内　G／ 5. 9
　「グルージャ盛岡」対「FC琉球」

沖縄単・盛岡単　G／ 5.31
　「大分トリニータ」対「京都サンガ」

大分単　G／ 6. 6
　「大分トリニータ」対「コンサドーレ札幌」

大分単　G／10.25
　「ロアッソ熊本」対「ジュビロ磐田」

熊本単　G／10.25
　「サガン鳥栖」対「ベガルタ仙台」

佐賀単　G／11. 7
　「徳島ヴォルティス」対「ロアッソ熊本」

熊本単・徳島単　G／11.14
　「大分トリニータ」対「ジュビロ磐田」

大分単　G／11.23
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　「ギラヴァンツ北九州」対「V・ファーレン長崎」
長崎単・北九州単　G／11.23

　「ロアッソ熊本」対「松本山雅FC」
熊本単　G／ 2.28

　「ギラヴァンツ北九州」対「レノフ山口」
 福岡県域・山口単　G／ 3. 6
　「大分トリニータ」対「長野パイセイロ」

大分単　G／ 3.13
　「鹿児島ユナイテッドFC」対「カターレ富山」

鹿児島単　G／ 3.13
〔高校駅伝〕
〔各県域〕
全国高校駅伝　各県予選
　福岡県 R1／11. 1
　長崎県 R1／11. 5
　鹿児島県 R1・FM／11. 4

Ⅱ．技術

1．技術業務の概要

　「命と暮らしを守る」報道，放送の安定送出・
電波確保に全力で取り組むとともに，域内のさま
ざまな災害に備えた効果的な設備整備を推進し，
機能強化に努めている。さらに，質の高い番組制
作を通して，地域の魅力や価値を発信し，地域の
活性化に貢献している。

2．  防災・減災につながる情報発信と機能強
化

　事件・事故等の緊急報道や台風や豪雨，噴火活
動，地震などの防災・減災報道に対応するため，
衛星中継車（CSK）やIPモバイル伝送機器を効
果的に活用し，現場中継や素材伝送，特設ニュー
ス送出，L字での気象警報や災害・生活情報の送
出を確実に実施している。また，老朽化していた
編成リソースCSKを更新し，効率的なリソース運
用と安定した番組制作を実現している。
　 5月の「口永良部島」の対応では，火山性微動
増加の情報を受け，独自に屋久島へ監視情報カメ
ラを設置。 2日後の大噴火の瞬間をいち早く放送
し，噴火による住民避難の報道態勢を迅速に確立
するとともに，鹿児島局間のIP素材回線を増設。
24時間監視体制を続けている。 8月15日に警戒レ
ベル 4となった「桜島」。 9月14日の大規模噴火
によりレベル 3となった「阿蘇中岳」。さらに，
火山性微動の回数が増加している霧島連山「硫黄
山」の対応を本部および現地局と連携し検討，高

感度カメラ設置による夜間監視やウェブカメラ設
置による伝送系統の多重化を図った。
　 7月発生の大分県南部震度 5の地震や広範囲で
被害のあった台風15号対応においても減災に向け
た生活情報を積極的に発信。また，停電が長期化
しそうな中継局の携帯発電機によるバックアップ
対応や，被災し放送断となったNHK共同受信施
設の早期復旧を図った。 9月末，与那国島で最大
瞬間風速81.1mを記録した台風21号の対応では与
那国中継局への事前の要員配置および，長引く停
電対応のため，チャーター便を使用して要員と携
帯ガス発電機を送るなどにより迅速な仮復旧措置
を行い，放送確保に努めた。
　南北に長く，離島の多い九州・沖縄地域では自
然災害や事件事故発生時の迅速な対応のため， 3
空港（福岡・鹿児島・沖縄）の基地に 3機の取材
用ヘリコプターを配備し，警戒体制を継続してい
る。15年度は福岡駐在の中型ヘリの搭載機材更新
整備を実施し，操作性・機能充実を図った。また，
三郡山FPU回転台の更新により老朽化対策とヘ
リ追尾機能拡充を実現した。
　南海トラフの巨大地震に備えた放送機能強化の
整備について，継続して取材伝送拠点の高所移転
や，放送会館および放送所の電源強化，ラジオ第
1放送のFM補完波整備（大分 3局）などを実施
した。
　報道系ファイルベース化更新は，整備と送出訓
練が15年度内にすべて完了し，実際のニュースス
タジオ番組制作での運用を開始。迅速かつ効率的
な業務遂行に貢献している。
　外国波混信対策の 3局の改善リパックを完了
し，受信環境の改善を図った。また，NHK共同
受信施設の光化大規模改修を推進し，15年度は域
内30施設で完了。設備の基盤強化に努めた。

3．  地元の魅力を再発見し，地域の活性化に
貢献

　地域を舞台としたドラマ制作，地元アスリート
の活躍や公開番組，戦後・被爆70年の平和のメッ
セージを伝える特番など，地元で暮らす人々の元
気と情熱を発信する質の高い放送の送出に取り組
んでいる。
　通算13作目となる『福岡発地域ドラマ』「いと
の森の家」を5.1サラウンドで前後編 2本制作。
ブロックおよび全国放送で 2週連続，BSプレミ
アムでは 2日連続で放送した。地元「ソフトバン
クホークス」のプロ野球中継では，デジタル放送
の機能を生かしたマルチ編成を利用して試合開始
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から終了まで九州・沖縄ブロックで放送。視聴者
のニーズに合わせたサービスを実施し， 2年連続
で日本一となるクライマックスおよび日本シリー
ズの生中継もBS1で実施。優勝特番をブロックで
放送した。
　福岡局では夕方 6時台『ロクいち　福岡』のブ
ロック放送時間枠にローカルサービスとしてヘッ
ドラインニュースを連動データでスクロール表示
させるコンテンツを開発し，他にはないサービス
を実現した。また，『ロクいち！福岡』（週 1回）
と『おはサタ！』の気象コーナーで，視聴者参加
型の双方向データ放送によるクイズやアンケート
を実施し，好評を得ている。
　 4月の福岡県知事選挙を含む統一地方選挙や 3
月の熊本知事選挙などにおいて，政見放送や選挙
放送の安定送出に努め，選挙の第一声から政見放
送・開票速報・事務所中継を無事故で対応した。
また，「明治日本の産業革命遺産」世界遺産登録
の対応では，会議が開催された海外（ボン）から
のIP中継を含めた特番を放送した。『ETV特集』
番組「九大生体解剖事件」「人間爆弾“桜花”」や，
『沖縄全戦没者追悼式』『いのちのうた』『長崎平
和祈念式典』中継など，戦後・被爆70年という節
目に地域の視点で平和へのメッセージを伝える番
組を放送した。
　秋から開始された「ダイスキ！福岡」キャンペ
ーンでは「ロクいち！福岡キャラバン中継」，札
幌との『二都物語』生放送，『ミライ語りっ！』『ダ
イスキ！フェス』収録など多くの関連番組を放
送。地元福岡を再発見し，ミライを考える活動を
継続している。

4．CS向上推進

　「中継車訪問授業」は技術職員が小学 5年生を
対象に，中継車を使用した番組制作を体験しても
らい「放送局の仕事」を理解してもらう活動であ
る。福岡局では12月・ 1月にわたり全 5校で実施
した。また，データ放送のオフラインゲームコン
テンツを新規開発し，会館公開で来館者に楽しん
でもらうなど，番組のPRにも取り組んだ。

Ⅲ．視聴者

1．広　報

　15年度，九州・沖縄の各県には，視聴者から電
話などで13万3,340件の意見・問い合わせが寄せ
られた。

（1）番組広報
　福岡局では，15年度から夕方のニュース番組
『ロクいち福岡』がスタート，放送記者会でのキ
ャスター会見，地下鉄車内アナウンス，西鉄福岡
駅の大型ビジョンやバスセンターへのポスター掲
示などさまざまな広報活動を行った。12月には，
糸島市を舞台にした『福岡発地域ドラマ』「いと
の森の家」を制作し放送。放送するまでの期間，
ロケ地での出演者会見，大型ショッピングモール
や繁華街等でのサンプリング活動に加えてフェイ
スブック広告等ITを活用した斬新な取り組みを
行うなど多彩な広報活動を展開した。
（2）地域サービス
　北九州局では医師会，歯科医師会，薬剤師会と
共催でイベント「これでなっとく！健康長寿 ス
トップ脳卒中！～見直そう生活習慣～」を開催し
た。佐賀局では佐賀県，佐賀大学と連携して「ス
トップ！肝がんキャンペーン」を展開，「のど自
慢」「会館公開」などさまざまな機会を捉え，肝
炎ウイルス無料検査や相談コーナーのブースを設
けるなど啓発活動を積極的に実施した。
　水俣病公式確認から60年の節目に合わせて，熊
本局では 1月に水俣市でNHKアーカイブス番組
上映＆トークイベント「NHKが見つめた水俣」
を開催した。
　戦後70年の節目の年に合わせて，長崎局では，
夕方のニュース番組『イブニング長崎』で長崎原
爆に関する情報を紹介する「長崎原爆ノート」を
放送しそれに連動してホームページを掲載した。
10月には，「NHK平和アーカイブス展」を開催し，
幅広い世代への訴求を図った。沖縄局では，「沖
縄戦70年　語り継ぐ　未来へ」をテーマに，
Kiroroの 2 人と仲宗根泉（HY）さんの新ユニッ
ト「さんご」を結成し，「おきなわ　PEACE　
LIVE」コンサートを開催したほか，ホームペー
ジでメッセージを募集し，数多くの心温まる体験
談などが集まった。
　大分局では， 9月に県内FM3局と大規模災害
時の地域情報を交換し合う「防災共同プロジェク
ト」を発足。 3月にこのプロジェクトと連携して
「防災サバイバル」等のイベントを開催した。
（3）理解促進活動
　福岡局では， 2月に行われた大野城市主催のキ
ャラクター相撲大会に局のマスコット「ふっく」
を出場させるなど地域のイベントに積極的に参加
し，福岡局のイメージアップに努めた。
　北九州局では， 4月に「視聴者のみなさまと語
る会」を開催，10月には，北九州市立大学で学生
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が北九州の魅力を英語で紹介するイベント「発
見！COOL　KITAKYU！～世界へ発信！北九州
の魅力～」を開催し，公共放送への理解を深める
活動を行った。
　鹿児島局では開局80周年を記念して，局のマス
コット「西郷ななみ」の記念ロゴを作成，市電の
車体をラッピングし市内を走らせて，80周年を
PRした。
　宮崎局では， 2月にアナウンサー，キャスター
のPRキャンペーンを展開した。ホームページ特
設サイトの開設や 1週間にわたって大型ショッピ
ングモールでの広告ジャックを実施。広告期間中
のホームページへのアクセスは 1万7,000件を超
えた。

2．イベント事業

　15年度，九州・沖縄地方では公開番組をはじめ，
地域企画イベント，食料や環境などのキャンペー
ン，教育，福祉，スポーツなど多様な分野のイベ
ント197本を実施し，52万3,501人の視聴者とふれ
あった。
（1）全国・地域放送番組の公開
　『NHKのど自慢』『新・BS日本のうた』『真打
ち競演』などの全国放送公開番組や，『大相撲九
州場所前夜祭』『ダイスキ！フェス』などの地域
放送公開番組を九州・沖縄で39本実施し， 3万
5,000人を超える来場者があった。
（2）地域企画イベント
　戦後70年企画として「おきなわ　PEACE　
LIVE」「遺品が語る沖縄戦70年」（沖縄局），「平
和アーカイブス展」（福岡局・長崎局）を実施した。
また，「NHK美術館コンサート」（熊本局）など
も14年に引き続き実施した。
（3）教育・こどもイベント
　「第64回九州地方放送教育研究大会」を福岡市
で開催し，九州・沖縄各県の幼稚園・保育園，小・
中・高等学校の教師や教育関係者325人が参加し
た。ファミリーイベント「いないいないばぁ！ワ
ンワンわんだーらんど」（鳥栖市），「おかあさん
といっしょファミリーコンサート」（都城市）を
実施し，5,000人を超える参加者でにぎわったほ
か，各地で「ポコポッテイト小劇場」を実施した。
その他「NHK放送体験クラブ」を各局で実施し，
110校6,115人の小学生・教師などに放送について
学んでもらった。また，「NHK全国学校音楽コン
クール」「NHK杯中学校・高等学校放送コンテス
ト」など教育イベントを各県で実施し，303校 2
万6,457人の生徒が参加した。

（4）スポーツ・福祉・キャンペーン
　「第28回NHK旗福岡県選抜高校野球大会」（小
郡市），「NHKテニスパーク」（長崎市）を実施し
た。また，福祉関連イベントNHK福岡福祉キャ
ンペーン「つながるLIVE」と「つながるアート
展」（福岡局）を新たに企画し実施した。「NHK
ハート展」（福岡局・熊本局・鹿児島局）を14年
に引き続き開催した。食料，環境，防災のほか各
局独自の視点で地域の課題を取り上げたキャンペ
ーンイベントを実施した。
（5）その他（展覧会）
「大英博物館展-100のモノが語る世界-」

（7.14～9.6）13万4,700人
「美の国日本」 （10.18～11.29）16万753人
「第62回日本伝統工芸展」

（2.2～7） 1 万840人

3．営　業

　15年度は「2017年度末，支払率80％・衛星契約
割合50％」に向けて確実に前進していくため，営
業改革を一層推進することにより業務品質向上と
生産性向上を図り，効率的・効果的な活動を展開
した。
　契約収納業務体制の強化については地域スタッ
フの少数精鋭化を進めるとともに法人委託の拡大
のため新たな委託先の開発と育成に積極的に取り
組んだ。この取り組みにより法人委託への交付世
帯シェアが15年度末43％と前年度に比べ 8ポイン
ト増加し，取次数も大きく上回り業績確保に大き
く寄与した。
　また，職員活動の高度化を図るため，事業所対
策の強化と計画的な民事手続き関連対策を進め
た。事業所対策については困難度の高いレジャー
ホテル対策を精力的に進めるとともに，若手職員
の育成等を目的とした「事業所キャラバン」対策
を域内各局で開催し，職員の渉外力向上と年間計
画数を大きく上回る業績確保を果たした。民事手
続き関連対策については支払督促を計画的に進め
るとともにブロックで初めてとなる未契約世帯訴
訟へも着手し，公平負担の徹底に取り組んだ。
　「ターゲット80活動」については域内各局で
BS番組と連動した活動を全局体制で取り組んだ。
『二都物語』『ラン×スマ』などの番組を通して
地元ケーブルテレビ事業者と連携を強化し，衛星
受信者普及と衛星取次向上を図ることができた。
　上記の活動の結果，15年度はブロック合計で 4
年連続となる全営業目標を達成することができ
た。


